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auto discovery qos
AutoQoS for the Enterprise機能を設定するためのデータの検出と収集を開始するには、インター
フェイスコンフィギュレーションモードで autodiscoveryqosコマンドを使用します。データの検
出と収集を停止するには、このコマンドの no形式を使用します。

auto discovery qos [trust]

no auto discovery qos

___________________
構文の説明

（任意）パケットの Diffservコードポイント
（DSCP）マーキングが、音声、ビデオ、デー
タトラフィックの分類で trustである（信頼で
きる）ことを示します。

オプションの trustキーワードが指定されてい
ない場合、音声、ビデオ、データトラフィック

は Network-Based Application Recognition
（NBAR）を使用して分類され、パケットは、
適切な DSCP値でマーキングされます。

trust

___________________
コマンドデフォルト データ収集は実行されません。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.3(7)T

trustモードは、プロトコルタイプではなく、DSCP値でパケット
を分類するように変更されました。

12.3(11)T

___________________
使用上のガイドライン autodiscoveryqosコマンドは、AutoQoS for the Enterprise機能の自動検出（データ収集）フェーズ

を開始します。このコマンドは、データを収集し、インターフェイスの出力方向でトラフィック

を分析するように NBARプロトコルディスカバリを呼び出します。
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noautodiscoveryqosコマンドは、自動検出フェーズを終了し、生成されたすべてのデータ収集レ
ポートを削除します。

trustキーワードは、指定されたDSCPのマーキングに基づいた信頼モデルで使用されます。詳細
については、Cisco IOS Release 12.3(7)Tの『AutoQoS for the Enterprise』フィーチャモジュールの
「Trusted Boundary」の項を参照してください。

___________________
例 次は serial2/1/1サブインターフェイスでイネーブルな AutoQoS for the Enterprise機能の自動検出

（データ収集）フェーズを示す設定例を示します。

Router> enable
Router# configure terminal
Router(config)# interface serial2/1.1
Router(config-if)# frame-relay interface-dlci 58
Router(config-if)# auto discovery qos
Router(config-if)# end

___________________
関連コマンド

説明コマンド

AutoQoS for the Enterprise機能によって作成され
る QoSクラスマップとポリシーマップをイン
ストールします。

auto qos

入力インターフェイスまたは VC、あるいは出
力インターフェイスまたは VCに、そのイン
ターフェイスまたはVCのサービスポリシーと
して使用するポリシーマップを対応付けます。

service policy

特定のインターフェイスまたはすべてのイン

ターフェイス上でAutoQoSにより作成されたイ
ンターフェイス設定、ポリシーマップ、クラス

マップを表示します。

show auto qos
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auto qos
AutoQoS for the Enterprise機能によって作成された Quality-Of-Service（QoS）のクラスマップとポ
リシーマップをインストールするには、インターフェイスコンフィギュレーションモードで

autoqosコマンドを使用します。QoSポリシーを削除するには、このコマンドの no形式を使用し
ます。

auto qos

no auto qos

___________________
構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト QoSポリシーがインストールされていません。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション（config-if）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.3(7)T

___________________
使用上のガイドライン クラスマップとポリシーマップは、AutoQoS for the Enterprise機能によって自動的に生成された

テンプレートから作成されます。これらのテンプレート（およびそのクラスマップとポリシー

マップ）は、AutoQoS for the Enterprise機能の自動検出フェーズで収集されたデータに基づいて生
成されます。自動検出フェーズの詳細については、Cisco IOS Release 12.3(7)Tの『AutoQoS for the
Enterprise』フィーチャモジュールの「Configuration Phases」の項を参照してください。

noautoqosコマンドにより、インターフェイスにインストールされた AutoQoSが生成したクラス
マップとポリシーマップがすべて削除されます。

autoqosコマンドはギガビットインターフェイスでサポートされません。

___________________
例 次は serial2/1/1サブインターフェイスでイネーブルな AutoQoS for the Enterprise機能を示す設定例

を示します。この設定では、AutoQoSのクラスマップとポリシーマップは serial2/1インターフェ
イスにインストールされます。

Router> enable
Router# configure terminal
Router(config)# interface serial2/1
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Router(config-if)# frame-relay interface-dlci 58
Router(config-if)# auto qos
Router(config-if)# end

___________________
関連コマンド

説明コマンド

入力インターフェイスまたは VC、あるいは出
力インターフェイスまたは VCに、そのイン
ターフェイスまたはVCのサービスポリシーと
して使用するポリシーマップを対応付けます。

service policy

特定のインターフェイスまたはすべてのイン

ターフェイス上でAutoQoSにより作成されたイ
ンターフェイス設定、ポリシーマップ、クラス

マップを表示します。

show auto qos
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auto qos voip
AutoQoS--VoIP機能をインターフェイス上に設定するには、インターフェイスコンフィギュレー
ションモードまたはフレームリレー DLCIコンフィギュレーションモードで、autoqosvoipコマ
ンドを使用します。インターフェイスから AutoQoS--VoIP機能を削除するには、このコマンドの
no形式を使用します。

auto qos voip [trust] [fr-atm]

no auto qos voip [trust] [fr-atm]

___________________
構文の説明

（任意）パケットの Diffservコードポイント
（DSCP）マーキングが、音声トラフィックの
分類で信頼できることを示します。オプション

の trustキーワードが指定されていない場合、
音声トラフィックは Network-Based Application
Recognition（NBAR）を使用して分類され、パ
ケットは、適切なDSCP値でマーキングされま
す。

trust

（任意）フレームリレー/ATMリンクで
AutoQoS--Voip機能をイネーブルにします。こ
のオプションは、フレームリレー/ATMインター
ワーキング用のフレームリレーデータリンク

接続識別子（DLCI）のみで使用できます。

fr-atm

___________________
コマンドデフォルト デフォルトモードはディセーブルです。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション（config-if）フレームリレー DLCIコンフィギュレー

ション（フレームリレー DLCIでの使用）（config-fr-dlci）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.2(15)T
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変更内容リリース

このコマンドは、Cisco IOSRelease 12.2SXトレインでサポートされます。
このトレインの特定の12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャ
セット、プラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによっ

て異なります。

12.2SX

___________________
使用上のガイドライン フレームリレー/ATMインターワーキングでAutoQoS--VoIP機能をイネーブルにするには、fr-atm

キーワードを明示的に設定する必要があります。ただし、fr-atmキーワードは低速 DLCIだけに
影響します。これは、高速 DLCIには影響しません。

リンク速度が 768 kbps以下の DLCIは、低速 DLCIと見なされ、リンク速度が 768 kbpsよりも
速い DLCIは高速 DLCIと見なされます。

（注）

trustキーワードがこのコマンドに設定されているかどうかに応じて、AutoQoS--VoIP機能は次の
2つのポリシーマップのいずれか 1つを自動的に作成します。

•「AutoQoS-Policy-Trust」（trustキーワードが設定されている場合に作成）

•「AutoQoS-Policy-UnTrust」（trustキーワードが設定されていない場合に作成）

この 2つのポリシーマップは、両方ともインターフェイスまたは相手先固定接続（PVC）での
Voice over IP（VoIP）トラフィックを処理できるように設計されており、ネットワークの Quality
of Service（QoS）の要件に合わせて変更できます。これらのポリシーマップを変更するには、適
切な Cisco IOSコマンドを使用します。

service-policyコマンドを使用して、これらのポリシーマップをインターフェイスまたは PVCに
付加しないようにしてください。ポリシーマップがこのように付加されている場合、AutoQoS--VoIP
機能（つまり、ポリシーマップ、クラスマップ、およびアクセスコントロールリスト（ACL））
は noautoqosvoipコマンドが設定された場合に適切に削除されません。

同じネットワークの ATM PVCと相互接続している低速フレームリレー DLCIでは、fr-atmキー
ワードを autoqosvoipコマンドで明示的に設定して、AutoQoS--VoIP機能を適切に設定する必要が
あります。つまり、コマンドは autoqosvoipfr-atmとして設定する必要があります。

フレームリレー/ATMで設定された低速フレームリレー DLCIでは、Multilink PPP（MLP）over
FrameRelay（MLPoFR）が自動的に設定されます。サブインターフェイスには IPアドレスが必要
です。MLPoFRの設定時、この IPアドレスは削除され、MLPバンドルに置かれます。
AutoQoS--VoIP機能も、ATM側で autoqosvoipコマンドを使用して設定する必要があります。

autoqosvoipコマンドは、サブインターフェイスまたはギガビットインターフェイスでサポートさ
れません。

autoqosvoipコマンドは、フレームリレー DLCIで利用可能です。

AutoQoS--VoIPのディセーブル化
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noautoqosvoipコマンドは、AutoQoS--VoIP機能をディセーブルにし、この機能に関連付けられて
いる設定を削除します。

noautoqosvoipコマンドを使用すると、AutoQoS--VoIP機能によって最初に生成された個々のコマ
ンドの no形式が設定されます。コマンドの個々の no形式の使用で、システムのデフォルトが復
元されます。コマンドの no形式は、ユーザがコマンドを個別に入力したかのように適用されま
す。デフォルトに戻す設定が適用されると、コマンドの処理によって生じたメッセージが表示さ

れます。

noautoqosvoipコマンドを設定しないでサブインターフェイスまたは PVC（ATMやフレーム
リレー PVC）を削除すると、AutoQoS--VoIP機能は正しく削除されません。

（注）

___________________
例 次に、シリアルポイントツーポイントサブインターフェイス 4/1.2で設定された AutoQoS--VoIP

機能を示します。この例では、trustキーワードと fr-atmキーワードの両方が設定されます。

Router> enable
Router# configure terminal
Router(config)# interface serial4/1.2 point-to-point
Router(config-if)# bandwidth 100
Router(config-if)# ip address 192.168.0.0 255.255.255.0
Router(config-if)# frame-relay interface-dlci 102
Router(config-fr-dlci)# auto qos voip trust fr-atm
Router(config-fr-dlci)# end
Router(config-if#

exit

___________________
関連コマンド

説明コマンド

入力インターフェイスまたは VC、あるいは出
力インターフェイスまたは VCに、そのイン
ターフェイスまたはVCのサービスポリシーと
して使用するポリシーマップを対応付けます。

service-policy

特定のインターフェイスまたはすべてのイン

ターフェイスの AutoQoS--VoIP機能で作成され
た設定が表示されます。

show auto qos
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bandwidth（ポリシーマップクラス）
ポリシーマップに属するクラスに割り当てられる帯域幅を指定または変更する、あるいは ATM
オーバーヘッドアカウンティングをイネーブルにするには、QoSポリシーマップクラスコンフィ
ギュレーションモードでbandwidthコマンドを使用します。クラスに指定されている帯域幅を削
除するには、または ATMオーバーヘッドアカウンティングをディセーブルにするには、このコ
マンドの no形式を使用します。

bandwidth {kbps| [remaining] percent percentage} [account {qinq| dot1q} aal5 subscriber-encapsulation]

no bandwidth

Cisco 10000 Series Router (PRE3)

bandwidth {kbps| [remaining] percent percentage} account {qinq| dot1q} {aal5| aal3}
subscriber-encapsulationuser-defined offset [atm]

no bandwidth

___________________
構文の説明

クラスに割り当てる帯域幅の量（kbps）。帯域
幅の量は、使用中のインターフェイスとプラッ

トフォームに応じて変わります。値は 1～
2,000,000 kbpsであることが必要です。

kbps

（任意）保証帯域幅の割合は、使用可能な帯域

幅の相対割合に基づいていることを指定しま

す。

remaining

プライオリティクラスの場合に除外される使用

可能な帯域幅の絶対割合、または使用可能な帯

域幅の相対割合に基づく保証帯域幅の割合を指

定します。有効な範囲は、1～100です。

percent percentage

（任意）ATMオーバーヘッドアカウンティン
グをイネーブルにします。

account

（任意）ATMオーバーヘッドアカウンティン
グのデジタル加入者線アクセスマルチプレクサ

（DSLAM）カプセル化タイプにブロードバン
ド集約システム（BRAS）として queue-in-queue
カプセル化を指定します。

qinq

（任意）ATMオーバーヘッドアカウンティン
グの BRAS-DSLAMカプセル化タイプとして
IEEE 802.1Q VLANカプセル化を指定します。

dot1q
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（任意）ATMオーバーヘッドアカウンティン
グの加入者線に ATMアダプテーション層 5お
よびカプセル化タイプを指定します。AAL5は
コネクション型可変ビットレート（VBR）サー
ビスをサポートします。有効なカプセル化タイ

プについては、「使用上のガイドライン」の項

を参照してください。

aal5

加入者線カプセル化タイプ。有効なカプセル化

タイプについては、「使用上のガイドライン」

の項を参照してください。

subscriber-encapsulation

コネクションレス型リンクとコネクション型リ

ンクの両方をサポートするATMアダプテーショ
ン層 5を指定します。 aal3または aal5のいず
れかを指定する必要があります。

aal3

ATMオーバーヘッドを計算するときにルータ
が使用するオフセットサイズを指定します。

有効値は– 127バイト～127バイトで、0は有効
な値ではありません。

user-defined offsetオプションを指定
しなかった場合、ルータがオフセッ

トサイズを設定します。

（注）

user-defined offset

ATMオーバーヘッドの計算に ATMセルタッ
クスを適用します。

offsetオプションと atmオプションの
両方を設定すると、オフセットサイ

ズに対するパケットサイズの調整が

行われてから、ATMセルタックスが
追加されます。

（注）

atm

___________________
コマンドデフォルト 帯域幅は指定されていません。

ATMオーバーヘッドアカウンティングはディセーブルです。

___________________
コマンドモード QoSポリシーマップクラスコンフィギュレーション（config-pmap-c）
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___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.0(5)T

このコマンドがCisco IOSRelease 12.0(5)XEに統合され、Versatile Interface
Processor（VIP）対応型 Cisco 7500シリーズルータに実装されました。

12.0(5)XE

このコマンドが変更されました。percentキーワードが追加されました。12.0(7)T

このコマンドは、Cisco IOSRelease 12.0(17)SLに統合され、Cisco 10000シ
リーズルータに実装されました。

12.0(17)SL

このコマンドが変更されました。 percentキーワードのサポートが Cisco
10000シリーズルータに追加されました。

12.0(22)S

このコマンドが変更されました。 remaining percentキーワードのサポー
トが Cisco 10000シリーズルータに追加されました。

12.0(23)SX

このコマンドが Cisco IOS Release 12.1(5)Tに統合され、VIP対応型 Cisco
7500シリーズルータに実装されました。

12.1(5)T

このコマンドが変更されました。 remaining percentキーワードが追加さ
れました。

12.2(2)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(28)SBに統合されました。12.2(28)SB

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2(31)SBに統合され、Cisco 10000
シリーズルータに実装されました。

12.2(31)SB

このコマンドが Cisco IOS Release 12.0(17) SLに統合され、Cisco 10000シ
リーズルータの PRE3に実装され、さらに PRE3の Cisco 10000シリーズ
ルータでの ATMオーバーヘッドに対応して機能強化されました。

12.2(31)SB2

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOSRelease 12.2SXトレインでサポートされます。
このトレインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャ
セット、プラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによっ

て異なります。

12.2SX

このコマンドが ATMオーバーヘッドを計算する際のオフセットサイズ
を指定するように変更され、PRE3向け Cisco 10000シリーズルータに実
装されました。

12.2(31)SB6
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変更内容リリース

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2(33)SRCに統合され、Cisco 7600
シリーズルータに実装されました。

12.2(33)SRC

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2(33)SBに統合され、Cisco 7300シ
リーズルータに実装されました。

12.2(33)SB

このコマンドが変更されました。モジュラ Quality of Service（QoS）CLI
（MQC）を使用した階層型キューイングフレームワーク（HQF）のサ
ポートが追加されました。

12.4(20)T

このコマンドが変更されました。 kbps引数の許容値が変更されました。
値は 8～2000000である必要があります。

15.1(1)T

このコマンドが変更されました。 offset引数および kbps引数の許容値が
変更されました。

15.2(1)T

___________________
使用上のガイドライン

ポリシーマップの設定

class-mapコマンドで定義されたクラスのポリシーマップを設定する際に、bandwidthコマンドを
使用します。 bandwidthコマンドは、そのクラス内のトラフィックの帯域幅を指定します。クラ
スベース均等化キューイング（CBWFQ）は、クラスに属するパケットのウェイトを、クラスに
割り当てられた帯域幅から導出します。次に、CBWFQはこのウェイトを使用して、このクラス
のキューを適正に処理します。

帯域幅を持つ完全プライオリティの設定

完全プライオリティで設定できるクラスは 1つだけです。その他のクラスは、プライオリティの
設定も帯域幅の設定も持てません。他のクラスの最小帯域幅を設定するには、

bandwidthremainingpercentコマンドを使用します。

Cisco 10000 シリーズルータ以外のすべてのサポート対象プラットフォームのパーセント比率とし
て帯域幅を指定します。

kbps単位で帯域幅の量を指定する以外に、使用可能な帯域幅または総帯域幅に対するパーセント
比率で帯域幅を指定することもできます。輻輳の発生中には、そのクラスは、設定されている帯

域幅比率に比例した帯域幅で処理されます。帯域幅の割合は、インターフェイスの帯域幅に基づ

きます。使用可能な帯域幅とは、インターフェイスの帯域幅からリソース予約プロトコル（RSVP）
機能、IP RTPプライオリティ機能、低遅延キューイング（LLQ）機能に予約されているすべての
帯域幅の合計を差し引いた帯域幅です。
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bandwidth remaining percentコマンドが設定されていると、確実な保証帯域幅が提供されない
場合があり、相対的な帯域幅しか確保されないことを念頭に置いておいてください。つまり、

クラスの帯域幅は、常にインターフェイスの帯域幅に対する指定されたパーセント比率に比例

します。リンク帯域幅が固定されている場合、クラス帯域幅の保証は、設定されているパー

センテージに比例します。リンク帯域幅がわからないか変動する場合、ルータは、kbpsでの
クラス保証帯域幅を計算することができません。

（注）

Cisco 10000 シリーズルータのパーセント比率として帯域幅を指定できます。

kbps単位で帯域幅の量を指定する以外に、使用可能な帯域幅または総帯域幅に対するパーセント
比率で帯域幅を指定することもできます。輻輳の発生中には、そのクラスは、設定されている帯

域幅比率に比例した帯域幅で処理されます。最小帯域幅のパーセント比率は、最も近い親シェー

ピングレートに基づいています。

bandwidth remaining percentコマンドが設定されていると、確実な保証帯域幅が提供されない
場合があり、相対的な帯域幅しか確保されないことを念頭に置いておいてください。つまり、

クラスの帯域幅は、常にインターフェイスの帯域幅に対する指定されたパーセント比率に比例

します。リンク帯域幅が固定されている場合、クラス帯域幅の保証は、設定されているパー

センテージに比例します。リンク帯域幅がわからないか変動する場合、ルータは、kbpsでの
クラス保証帯域幅を計算することができません。

（注）

ルータは、指定された帯域幅をインターフェイス速度の 1/255（ESR-PRE1）または 1/65535
（ESR-PRE2）の最も近い倍数に変換します。実際の帯域幅を表示するには、show policy-map
interfaceコマンドを使用します。

サポートされているすべてのプラットフォームに関する制限事項

bandwidthコマンドには、次の制限事項があります。

•設定する帯域幅の量は、レイヤ 2オーバーヘッドも十分処理できる量にする必要がありま
す。

•ポリシーマップは kbpsまたはパーセント比率のいずれか一方で、同一クラス内にすべての
クラス帯域幅を指定できます。ただし、プライオリティクラスでのpriorityコマンドの単位
は、非プライオリティクラスの帯域幅単位とは異なっていてもかまいません。

•そのインターフェイスのサービスポリシーを定めるために、クラスポリシー設定を含むポ
リシーマップがインターフェイスに付加されている場合は、bandwidth percentコマンドを
設定すると、利用可能な帯域幅が評価されます。インターフェイスの帯域幅が不十分なこと

が原因で、特定のインターフェイスにポリシーマップがアタッチできない場合、そのポリ

シーは、正常にアタッチされていたすべてのインターフェイスから削除されます。この制限

事項は、bandwidth remaining percentコマンドには適用されません。
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CSCsy73939でbandwidthpercentコマンドから有効な範囲よりも低い帯域幅が得られた場合、
この値を指定するポリシーマップをインターフェイスに付加することはできません。ルータ

から「service-policy output parent Configured Percent results in out of range kbps. Allowed range is
min-value–max-value. The present CIR value is n.」というエラーメッセージが表示されます。

（注）

帯域割り当ての詳細については、『Cisco IOS Quality of Service Solutions Configuration Guide』の
「Congestion Management Overview」モジュールを参照してください。

クラスポリシーコンフィギュレーションが含まれているポリシーマップがインターフェイスに

付加されて、そのインターフェイスのサービスポリシーが決定される場合、使用可能な帯域幅が

評価されることに注意してください。インターフェイスの帯域幅が不十分なことが原因で、特定

のインターフェイスにポリシーマップを付加できない場合、そのポリシーは、正常に付加されて

いたすべてのインターフェイスから削除されます。

モジュラ QoS CLI キュー制限

bandwidthコマンドは、特定のクラスに対する帯域幅を指定するため、MQCで使用できます。
MQCで使用される場合、bandwidthコマンドは、クラスに設定されているデフォルトのキュー制
限を使用します。このキュー制限は、queue-limitコマンドを使用して変更でき、bandwidthコマ
ンドによって設定されたデフォルトが上書きされます。

インターフェイスで必要な最小帯域幅保証を満たすためには、queue-limitコマンドを使用して
高速インターフェイスのデフォルトのキュー制限を変更します。

（注）

Cisco 10000 シリーズルータ

Cisco 10000シリーズルータは、発信インターフェイスのみでbandwidthコマンドをサポートしま
す。これらは、着信インターフェイスではこのコマンドをサポートしません。

PRE2で、帯域幅値と帯域幅値の単位を指定します。帯域幅の有効な値は 1～2488320000です。
単位は bps、kbps、mbps、gbpsです。デフォルトの単位は kbpsです。たとえば、次のコマンド
は、PRE2に 10000 bpsと 10000 kbpsの帯域幅を設定します。

bandwidth 10000 bps
bandwidth 10000

PRE3で指定できるのは帯域幅のみです。単位は常に kbpsであるため、PRE3は unit引数をサポー
トしません。有効な値の範囲は 1～2000000です。たとえば、次のコマンドは、PRE3に 128,000
kbpsの帯域幅を設定します。

bandwidth 128000

PRE3は、PRE2 bandwidthコマンドが unit引数なしで使用される場合に限り、このコマンドを受
け入れます。指定された帯域幅が PRE3の有効な帯域幅値の範囲（1～2000000）外にある場合、
PRE3は PRE2 bandwidthコマンドを拒否します。

kbps単位で帯域幅の量を指定する以外に、使用可能な帯域幅または総帯域幅に対するパーセント
比率で帯域幅を指定することもできます。輻輳の発生中には、そのクラスは、設定されている帯
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域幅比率に比例した帯域幅で処理されます。帯域幅の割合は、インターフェイスの帯域幅に基づ

きます。ただし、階層型ポリシーでは、帯域幅の最小割合は、最も近い親シェーピングレートに

基づいています。

bandwidth remaining percentコマンドが設定されている場合、絶対帯域幅が保証されないこと
があり、相対的な帯域幅のみが保証されます。クラスの帯域幅は、常にインターフェイスの

帯域幅に対する指定されたパーセント比率に比例します。リンク帯域幅が固定されている場

合、クラス帯域幅の保証は、設定されているパーセンテージに比例します。リンク帯域幅が

わからないか変動する場合、ルータは、kbpsでのクラス保証帯域幅を計算することができませ
ん。

（注）

ルータは、指定された帯域幅をインターフェイス速度の 1/255（PRE1）または 1/65535（PRE2、
PRE3）の最も近い倍数に変換します。実際の帯域幅を表示するには、show policy-map interface
コマンドを使用します。

ATM のオーバーヘッドアカウンティング（Cisco 10000 シリーズルータ）

ATMオーバーヘッドアカウンティングを設定する場合、BRAS-DSLAM、DSLAM-CPE、加入者
線カプセル化タイプを指定する必要があります。ルータは、次の加入者線カプセル化タイプをサ

ポートします。

• mux-1483routed

• mux-dot1q-rbe

• snap-pppoa

• mux-rbe

• snap-1483routed

• snap-dot1q-rbe

• mux-pppoa

• snap-rbe

ルータは user-defined offsetオプションを指定しなかった場合のオフセットサイズを計算します。

階層型ポリシーでは、次の方法で ATMオーバーヘッドアカウンティングを設定します。

•親でイネーブル：親ポリシーで ATMオーバーヘッドアカウンティングをイネーブルにする
と子ポリシーでアカウンティングをイネーブルにする必要がありません。

•子と親でイネーブル：子ポリシーで ATMオーバーヘッドアカウンティングをイネーブルに
した場合は、親ポリシーでも ATMオーバーヘッドアカウンティングをイネーブルにする必
要があります。

カプセル化タイプは子ポリシーと親ポリシーに一致する必要があります。

user-defined offset値は子ポリシーと親ポリシーに一致する必要があります。
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___________________
例

___________________
例 次の例では、VLANという名前のポリシーマップは Customer1という名前のクラスに帯域幅の

30%を保証し、Customer2という名前のクラスに帯域幅の 60�を保証します。 VLANポリシー
マップを 1-Mbpsリンクに適用すると、300 kbps（1 Mbpsの 30%）が Customer1に保証され、600
kbps（1 Mbpsの 60%）が Customer2に保証されます。100 kbpsは class-defaultクラス用に残りま
す。 class-defaultクラスが、追加の帯域幅を必要としない場合、未使用の 100 kbpsはCustomer1ク
ラスおよび Customer2クラスで使用できます。両方のクラスで帯域幅が必要な場合は、設定され
た速度に比例して共有します。この例では、共有率は 30:60または 1:2です。

router(config)# policy-map VLAN
router(config-pmap)# class Customer1
router(config-pmap-c)# bandwidth percent 30
router(config-pmap-c)# exit
router(config-pmap)# class Customer2
router(config-pmap-c)# bandwidth percent 60

___________________
例 次に、2つのクラスを持つポリシーマップを作成する方法、CBWFQのみが設定されている場合

に帯域幅を保証する方法、ポリシーをシリアルインターフェイス 3/2/1に付加する方法を示しま
す。

Router(config)# policy-map policy1
Router(config-pmap)# class class1
Router(config-pmap-c)# bandwidth percent 50
Router(config-pmap-c)# exit
Router(config-pmap)# class class2
Router(config-pmap-c)# bandwidth percent 25
Router(config-pmap-c)# exit
Router(config-pmap)# exit
Router(config)# interface serial3/2/1
Router(config-if)# service output policy1
Router(config-if)# end

show policy-mapコマンドからの次の出力は、policy1という名前のポリシーマップの設定を示し
ます。

Router# show policy-map policy1

Policy Map policy1
Class class1
Weighted Fair Queuing
Bandwidth 50 (%) Max Threshold 64 (packets)

Class class2
Weighted Fair Queuing
Bandwidth 25 (%) Max Threshold 64 (packets)

show policy-map interfaceコマンドからの出力は、インターフェイス帯域幅の 50%が class1とい
う名前のクラスに対して保証され、25%が class2という名前のクラスに対して保証されることを
示しています。この出力では、割合と kbpsの数の両方で帯域幅の量を表示しています。

Router# show policy-map interface serial3/2

Serial3/2
Service-policy output:policy1
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Class-map:class1 (match-all)
0 packets, 0 bytes
5 minute offered rate 0 bps, drop rate 0 bps
Match:none
Weighted Fair Queuing
Output Queue:Conversation 265
Bandwidth 50 (%)
Bandwidth 772 (kbps) Max Threshold 64 (packets)
(pkts matched/bytes matched) 0/0
(depth/total drops/no-buffer drops) 0/0/0

Class-map:class2 (match-all)
0 packets, 0 bytes
5 minute offered rate 0 bps, drop rate 0 bps
Match:none
Weighted Fair Queuing
Output Queue:Conversation 266
Bandwidth 25 (%)
Bandwidth 386 (kbps) Max Threshold 64 (packets)
(pkts matched/bytes matched) 0/0
(depth/total drops/no-buffer drops) 0/0/0

Class-map:class-default (match-any)
0 packets, 0 bytes
5 minute offered rate 0 bps, drop rate 0 bps
Match:any

この例では、シリアルインターフェイス 3/2に合計 1544 kbpsの帯域幅があります。輻輳時に、
帯域幅の 50%（772 kbps）が class1という名前のクラスに保証され、リンク帯域幅の 25%（386
kbps）が class2という名前のクラスに保証されます。

___________________
例 次の例では、インターフェイスに合計 1544 kbpsの帯域幅があります。輻輳時に、帯域幅の 50%

（772 kbps）が class1という名前のクラスに保証され、リンク帯域幅の 25%（386 kbps）が class2
という名前のクラスに保証されます。

showpolicy-mapコマンドからの次の出力は、p1という名前のポリシーマップの設定を示します。

Router# show policy-map p1
Policy Map p1
Class voice
Weighted Fair Queuing
Strict Priority
Bandwidth 500 (kbps) Burst 12500 (Bytes)

Class class1
Weighted Fair Queuing
Bandwidth remaining 50 (%) Max Threshold 64 (packets)

Class class2
Weighted Fair Queuing
Bandwidth remaining 25 (%) Max Threshold 64 (packets)

シリアルインターフェイス 3/2での show policy-map interfaceコマンドからの次の出力は、500
kbpsの帯域幅が voice1という名前のクラスに対して保証されることを示します。 class1と class2
という名前のクラスが、残りの帯域幅の 50%と 25%をそれぞれ受け取ります。割り当てられて
いない帯域幅は、class1、class2、ベストエフォート型のトラフィッククラス間に均等に分割され
ます。
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この出力例は（この項で先に記述されているの他の多くのものとは異なり）、帯域幅は、クラ

ス 1とクラス 2の割合としてのみ表示されます。 kbpsの数で表現される帯域幅は、percent
キーワードが bandwidth remainingコマンドで使用されるため、表示されません。 bandwidth
remainingpercentコマンドは、インターフェイスで使用可能な合計帯域幅の相対割合として帯
域幅を割り当てることができます。

（注）

Router# show policy-map interface serial3/2

Serial3/2
Service-policy output:p1
Class-map:voice (match-all)
0 packets, 0 bytes
5 minute offered rate 0 bps, drop rate 0 bps
Match:ip precedence 5
Weighted Fair Queuing
Strict Priority
Output Queue:Conversation 264
Bandwidth 500 (kbps) Burst 12500 (Bytes)
(pkts matched/bytes matched) 0/0
(total drops/bytes drops) 0/0

Class-map:class1 (match-all)
0 packets, 0 bytes
5 minute offered rate 0 bps, drop rate 0 bps
Match:none
Weighted Fair Queuing
Output Queue:Conversation 265
Bandwidth remaining 50 (%) Max Threshold 64 (packets)
(pkts matched/bytes matched) 0/0
(depth/total drops/no-buffer drops) 0/0/0

Class-map:class2 (match-all)
0 packets, 0 bytes
5 minute offered rate 0 bps, drop rate 0 bps
Match:none
Weighted Fair Queuing
Output Queue:Conversation 266
Bandwidth remaining 25 (%) Max Threshold 64 (packets)
(pkts matched/bytes matched) 0/0
(depth/total drops/no-buffer drops) 0/0/0

Class-map:class-default (match-any)
0 packets, 0 bytes
5 minute offered rate 0 bps, drop rate 0 bps
Match:any

___________________
例 親ポリシーでATMオーバーヘッドアカウンティングがイネーブルにされている場合は、bandwidth

コマンドまたは shapeコマンドを含まない子トラフィッククラス上で ATMオーバーヘッドアカ
ウンティングをイネーブルにする必要がありません。次に、subscriber_classesという名前の子ポ
リシーマップの gamingクラスと class-defaultクラス、および、subscriber_lineという名前の親ポリ
シーマップの class-defaultクラスで ATMオーバーヘッドアカウンティングが帯域幅に対してイ
ネーブルである設定例を示します。 voipおよび videoクラスでは、ATMオーバーヘッドアカウ
ンティングが明示的にイネーブルにされていません。ATMオーバーヘッドアカウンティングが
親ポリシーでイネーブルになっているため、これらのプライオリティキューではオーバーヘッド

アカウンティングが暗黙的にイネーブルになっています。親ポリシーと子ポリシーの機能で同じ

カプセル化タイプが使用されていることに注意してください。

Router(config)# policy-map subscriber_classes
Router(config-pmap)# class voip
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Router(config-pmap-c)# priority level 1
Router(config-pmap-c)# police 8000
Router(config-pmap-c)# exit
Router(config-pmap)# class video
Router(config-pmap-c)# priority level 2
Router(config-pmap-c)# police 20
Router(config-pmap-c)# exit
Router(config-pmap)# class gaming
Router(config-pmap-c)# bandwidth remaining percent 80 account aal5 snap-rbe-dot1q
Router(config-pmap-c)# exit
Router(config-pmap)# class class-default
Router(config-pmap-c)# bandwidth remaining percent 20 account aal5 snap-rbe-dot1q
Router(config-pmap-c)# policy-map subscriber_line
Router(config-pmap-c)# exit
Router(config-pmap)# class class-default
Router(config-pmap-c)# bandwidth remaining ratio 10 account aal5 snap-rbe-dot1q
Router(config-pmap-c)# shape average 512 account aal5 snap-rbe-dot1q
Router(config-pmap-c)# service policy subscriber_classes

次の例では、ルータは ATMオーバーヘッドの計算に 20のオーバーヘッドバイトと ATMセル
タックスを使用します。子ポリシーと親ポリシーには必須の一致のオフセット値が含まれます。

親ポリシーは、仮想テンプレート 1に付加されます。

Router(config)# policy-map child
Router(config-pmap)# class class1
Router(config-pmap-c)# bandwidth 500 account user-defined 20 atm
Router(config-pmap-c)# exit
Router(config-pmap)# class class2
Router(config-pmap-c)# shape average 30000 account user-defined 20 atm
Router(config-pmap)# exit
Router(config)# exit
Router(config)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

クラスのポリシーを設定する前に、ポリシーを

作成または変更するクラスの名前、およびデ

フォルトクラス（一般に class-defaultクラスと
して知られるクラス）を指定します。

class（ポリシーマップ）

指定したクラスへのパケットのマッチングに使

用するクラスマップを作成します。

class-map

CBWFQ、LLQ、および IP RTPプライオリティ
に割り当てるインターフェイス帯域幅のパーセ

ント比率を変更します。

max-reserved-bandwidth

1つ以上のインターフェイスに対応付けること
ができるポリシーマップを作成または修正し、

サービスポリシーを指定します。

policy-map

ポリシーマップに属するトラフィックのクラス

のプライオリティを指定します。

priority
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説明コマンド

キューが保持できる、ポリシーマップ内に設定

されるクラスポリシーのパケットの最大数を指

定または変更します。

queue-limit

WREDまたはDWREDをイネーブルにします。random-detect（インターフェイス）

キューの平均サイズ計算のためのWREDおよ
び DWRED指数加重係数を設定します。

random-detect exponential-weighting- constant

特定の IP precedenceに対するWREDパラメー
タと DWREDパラメータを設定します。

random-detect precedence

指定されたサービスポリシーマップに対する

すべてのクラスの設定、または、すべての既存

ポリシーマップに対するすべてのクラスの設定

を表示します。

show policy-map

指定したインターフェイスまたはサブインター

フェイス上か、インターフェイス上の特定の

PVCに対し、すべてのサービスポリシーに対
して設定されているすべてのクラスのパケット

統計情報を表示します。

show policy-map interface
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bandwidth remaining ratio
非プライオリティキューに割り当てる超過帯域幅の量（プライオリティトラフィックで未使用）

を指示するため、輻輳中に使用するクラスレベルキューまたはサブインターフェイスレベル

キューの帯域幅余剰比率を指定するには、ポリシーマップクラスコンフィギュレーションモー

ドで bandwidthremainingratioコマンドを使用します。帯域幅余剰比率を削除するには、このコ
マンドの no形式を使用します。

bandwidth remaining ratio ratio

no bandwidth remaining ratio ratio

bandwidth remaining ratio ratio [account {qinq| dot1q} [aal5] {subscriber-encapsulation| user-defined
offset}]

no bandwidth remaining ratio ratio [account {qinq| dot1q} [aal5] {subscriber-encapsulation| user-defined
offset}]

bandwidth remaining ratio ratio

no bandwidth remaining ratio ratio

___________________
構文の説明

他のサブインターフェイスまたはクラスキュー

に関するこのサブインターフェイスまたはクラ

スキューの相対的重み。有効な値の範囲は1～
1000です。サブインターフェイスレベルでは、
デフォルト値はプラットフォームによって異な

ります。クラスキューレベルのデフォルトは

1です。

ratio

Cisco 7300シリーズルータ、Cisco 7600シリー
ズルータおよび Cisco 10000シリーズルータ

他のサブインターフェイスまたはクラスキュー

に関するこのサブインターフェイスまたはクラ

スキューの相対的重み。

Cisco 7300シリーズルータ、および
7600シリーズルータでは、有効な値
の範囲は 1～10000で、デフォルト値
は 1です。

（注）

Cisco 10000シリーズルータでは、有
効な値の範囲は 1～1000で、デフォ
ルトは 1です。

（注）

ratio

（任意）ATMオーバーヘッドアカウンティン
グをイネーブルにします。

account
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（任意）ブロードバンドリモートアクセスサー

バ -デジタル加入者線アクセスマルチプレクサ
（BRAS-DSLAM）カプセル化タイプとして
queue-in-queueカプセル化を指定します。

qinq

（任意）BRAS-DSLAMカプセル化タイプとし
て IEEE 802.1Q VLANカプセル化を指定しま
す。

dot1q

（任意）コネクション型可変ビット（VBR）
サービスをサポートする ATMアダプテーショ
ン層 5を指定します。

aal5

（任意）加入者線でのカプセル化タイプを指定

します。カプセル化タイプは加入者線によって

異なります。

subscriber-encapsulation

（任意）ATMオーバーヘッドの計算時にルー
タが使用するオフセットサイズをバイト単位で

指定します。

Cisco 7300シリーズルータ、および
7600シリーズルータでは、有効な値
の範囲は -48～+48です。

（注）

Cisco 10000シリーズルータの有効値
は -63～+63です。

（注）

user-defined offset

Cisco ASR 1000シリーズルータ

他のサブインターフェイスまたはクラスキュー

に関するこのサブインターフェイスまたはクラ

スキューの相対的重み。有効な値の範囲は1～
1000です。サブインターフェイスレベルおよ
びクラスキューのデフォルトは 1です。

ratio

ほとんどのプラットフォームでは、デフォルトの帯域幅の比率は 1です。

___________________
コマンドデフォルト サブインターフェイスレベルでデフォルトの帯域幅残量割合を使用すると、Cisco10000シリーズ

ルータは、インターフェイスタイプを区別します。サブインターフェイスレベルでのデフォル

トの帯域幅余剰比率は、VLANサブインターフェイス、フレームリレーデータリンク接続識別
子（DLCI）では 1です。 ATMサブインターフェイスの場合、ルータはサブインターフェイス速
度に基づいてデフォルトの帯域幅余剰比率を計算します。
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クラスレベルでデフォルトの帯域幅余剰比率を使用すると、Cisco 10000シリーズルータは、イ
ンターフェイスタイプを区別しません。クラスレベルのデフォルトの帯域幅余剰比率は1です。

___________________
コマンドモード ポリシーマップクラス（config-pmap-c）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。このコマンドは、PRE3用の Cisco
10000シリーズルータに実装されました。

12.2(31)SB2

このコマンドが変更されました。Cisco7600シリーズルータに実装され
ました。PRE3用のCisco 7600シリーズルータおよびCisco 10000シリー
ズルータでのATMオーバーヘッドアカウンティングをサポートするた
め（任意）、追加のキーワードと引数が追加されました。

12.2(33)SRC

このコマンドが変更されました。Cisco7300シリーズルータのサポート
が追加されました。 ATMオーバーヘッドアカウンティングに関連する
追加のキーワードと引数もサポートされています。

12.2(33)SB

このコマンドが、Cisco IOS XE Release 2.1に統合されました。Cisco IOSXERelease 2.1

___________________
使用上のガイドライン Cisco 10000シリーズルータ

スケジューラは、bandwidthremainingratioコマンドで指定される比率を使用して、輻輳時にクラ
スレベルキューまたはサブインターフェイスレベルのキューに割り当てる超過帯域幅の量（プ

ライオリティトラフィックで未使用）を指定することができます。スケジューラは、他のキュー

またはサブインターフェイスを基準にした未使用の帯域幅を割り当てます。

bandwidthremainingratioコマンドは、同じポリシーマップの別のトラフィッククラスで、別の
bandwidthコマンドと共存することはできません。たとえば、次の設定は無効で、エラーメッ
セージが表示されます。

policy-map Prec1
class precedence_0
bandwidth remaining ratio 10
class precedence_2
bandwidth 1000

PRE2では、bandwidthremainingratioコマンドは、ポリシーマップ内の同一のクラスで、別の
bandwidthコマンドと共存することができます。 PRE3では、bandwidthremainingratioコマンド
は同じクラス内のbandwidthコマンドと共存することはできません。たとえば、次の設定はPRE3
では無効で、エラーメッセージが表示されます。

policy-map Prec1
class precedence_0
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bandwidth 1000
bandwidth remaining ratio 10

親ポリシーが class-defaultクラスのみを定義している階層ポリシーマップに、子のキューイング
ポリシーが適用されていると、ルータは class-defaultクラスで bandwidthコマンドの
bandwidthremainingratio形式のみを受け入れます。

bandwidthremainingratioコマンドは、同じクラスで priorityコマンドと共存することはできませ
ん。たとえば、次の設定は無効で、エラーメッセージが表示されます。

policy-map Prec1
class precedence_1
priority
police percent 30
bandwidth remaining ratio 10

bandwidthremainingratioコマンドが指定されていないすべてのキューは、プラットフォームで指
定された最小帯域幅余剰比率を受け取ります。ルータは設定に基づいて最小認定情報レート（CIR）
を決定します。

ATMオーバーヘッドアカウンティング（任意）

bandwidthremainingratioコマンドを使用して ATMオーバーヘッドアカウンティングをイネーブ
ルにすることもできます。 ATMオーバーヘッドアカウンティングをイネーブルにするには、構
文の説明表に記載されている accountキーワードとそれに続くキーワードおよび引数を使用しま
す。

Cisco 7200シリーズルータ

bandwidthremainingratioコマンドは、Cisco 7200シリーズルータではサポートされていません。
Cisco IOS Release 12.2(33) SRDから Cisco IOS Release 12.2(33) SREにアップグレードした場合、こ
のコマンドを実行する際にパーサーエラーが表示される場合もあります。 Cisco 7200シリーズ
ルータでは、bandwidthremainingratioコマンドの代わりに同じ機能を実行する
bandwidthremainingpercentコマンドを使用できます。

___________________
例

___________________
例 次に、ATMサブインターフェイスに帯域幅余剰比率を設定する例を示します。この例では、ルー

タは可変ビットレート非リアルタイム（VBR-nrt）PVC 0/200用に 50 Mbpsのピークセルレート
を保証します。輻輳時に、サブインターフェイスは物理インターフェイスに設定された他のサブ

インターフェイスを基準に、10の帯域幅余剰比率に基づいて、超過帯域幅の共有（プライオリ
ティトラフィックで未使用）を受信します。

policy-map Child
class precedence_0
bandwidth 10000
class precedence_1
shape average 100000
bandwidth 100

!
policy-map Parent
class class-default
bandwidth remaining ratio 10
shape average 20000000
service-policy Child

!
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interface ATM2/0/3.200 point-to-point
ip address 10.20.1.1 255.255.255.0
pvc 0/200
protocol ip 10.20.1.2
vbr-nrt 50000
encapsulation aal5snap
service-policy output Parent

次に、個々のクラスキューの帯域幅残余比率を設定する例を示します。設定されたクラスの一部

に帯域幅保証および明示的に指定された帯域幅余剰比率があります。輻輳がサブインターフェイ

スレベル内で発生すると、このクラスキューはクラスレベル帯域幅余剰比率（precedence_0、
precedence_1、precedence_2、precedence_5クラスに対して、それぞれ 20、30、120、100）に基づ
いて、超過帯域幅（プライオリティトラフィックで未使用）を受信します。通常、precedence_3
クラス（定義されている比率なし）は、子ポリシーで定義された class-defaultクラスの帯域幅余剰
比率に基づいて帯域幅を受信します。ただし、この例では、子ポリシーは class-defaultの帯域幅
残余比率を定義しません。したがって、ルータは 1の比率を使用して、precedence_3トラフィッ
クに超過帯域幅を割り当てます。

policy-map Child
class precedence_0
shape average 100000
bandwidth remaining ratio 20
class precedence_1
shape 10000
bandwidth remaining ratio 30
class precedence_2
shape average 200000
bandwidth remaining ratio 120
class precedence_3
set ip precedence 3
class precedence_5
set ip precedence 5
bandwidth remaining ratio 100

policy-map Parent
class class-default
bandwidth remaining ratio 10
service-policy Child

!
interface GigabitEthernet 2/0/1.10
encapsulation dot1q 10
service-policy output Parent

___________________
例 次に、オプションのaccountキーワードおよび関連するキーワードと引数を使用してオーバーヘッ

ドアカウンティングを設定する例を示します。

policy-map subscriber_line
class class-default
bandwidth remaining ratio 10 account dot1q aal5 snap-rbe-dot1q
shape average 512 account dot1q

aal5 snap-rbe-dot1q
service policy subscriber_classes
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

クラスレベルまたはサブインターフェイスレ

ベルのキューの帯域幅残余割合を指定します。

この帯域幅残余割合は、プライオリティトラ

フィックによって使用されていない余分な帯域

幅を判断し、非プライオリティキューに割り当

てるために輻輳時に使用します。

bandwidth remaining percent

指定されたサービスポリシーマップに対する

すべてのクラスの設定、または、すべての既存

ポリシーマップに対するすべてのクラスの設定

を表示します。

show policy-map

指定したインターフェイスまたはサブインター

フェイス上か、インターフェイス上の特定の

PVCに対し、すべてのサービスポリシーに対
して設定されているすべてのクラスのパケット

統計情報を表示します。

show policy-map interface
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class（ポリシーマップ）
ポリシーを作成または変更するクラスの名前を指定する、またはクラスのポリシーを設定する前

にデフォルトクラス（一般に class-defaultクラスとして知られるクラス）を指定するには、ポリ
シーマップコンフィギュレーションモードで classコマンドを使用します。ポリシーマップから
クラスを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

class {class-name| class-default [fragment fragment-class-name]} [insert-before class-name]
[service-fragment fragment-class-name]

no class {class-name| class-default}

___________________
構文の説明

設定するクラス、またはポリシーを編集するク

ラスの名前を指定します。クラス名は、クラス

マップに使用するとともに、ポリシーマップの

クラスにポリシーを設定する場合にも使用しま

す。

class-name

ポリシーを設定または変更できるようデフォル

トクラスを指定します。

class-default

（任意）デフォルトトラフィッククラスをフ

ラグメントに指定し、フラグメントトラフィッ

ククラスに名前を付けます。

fragment f ragment-class-name

（任意）既存の任意の2つのクラスマップ間に
クラスマップを追加します。

既存の 2つのクラスマップ間に新しいクラス
マップを挿入すると、既存のポリシーマップ

コンフィギュレーションの柔軟性が向上しま

す。このオプションを指定しないと、クラス

マップはポリシーマップの末尾に追加されま

す。

このキーワードは、Flexible Packet Matching
（FPM）ポリシーでだけサポートされていま
す。

insert-before class-name

（任意）クラスがフラグメントのコレクション

を分類するように指定します。このクラスによ

り分類されるフラグメントは、すべて同じ

fragment-class-nameを共有している必要があり
ます。

service-fragment fragment-class-name
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___________________
コマンドデフォルト クラスの指定はありません。

___________________
コマンドモード ポリシーマップコンフィギュレーション（config-pmap）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.0(5)T

このコマンドが Cisco IOS Release 12.0(5)XEに統合されました。12.0(5)XE

このコマンドが Cisco IOS Release 12.0(7)Sに統合されました。12.0(7)S

このコマンドが Cisco IOS Release 12.1(1)Eに統合されました。12.1(1)E

このコマンドのサポートが、Cisco 7600ルータに追加されました。12.2(14)SX

このコマンドが、Cisco 7600ルータに実装され、Cisco IOS Release
12.2(17d)SXBに統合されました。

12.2(17d)SXB

class-defaultキーワードが Cisco 7600ルータに追加されました。12.2(18)SXE

insert-beforeclass-nameオプションが追加されました。12.4(4)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(28)SBに統合されました。12.2(28)SB

このコマンドが、Cisco 10000シリーズルータの PRE3に追加されま
した。

12.2(31)SB2

insert-beforeclass-nameオプションが、Catalyst 6500シリーズの
Programmable Intelligent Services Accelerator（PISA）が搭載されてい
るスイッチの Cisco IOS Release 12.2(18)ZYに統合されました。

12.2(18)ZY

このコマンドが Cisco ASR 1000シリーズルータに実装されました。
fragmentfragment-class-nameおよび service-fragmentfragment-class-name
オプションが導入されました。

Cisco IOS XE Release 2.1

___________________
使用上のガイドライン ポリシーマップコンフィギュレーションモード

ポリシーマップ内で、class（ポリシーマップ）コマンドを使用すれば、ポリシーを作成または変
更するクラスの名前を指定できます。まず、ポリシーマップを指定する必要があります。
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ポリシーマップを指定する（および、必要なポリシーマップコンフィギュレーションモードに

入る）には、policy-mapコマンドを使用してから class（ポリシーマップ）コマンドを使用しま
す。ポリシーマップを指定した後は、新しいクラスのポリシーを設定したり、そのポリシーマッ

プ内の任意の既存クラスのポリシーを変更したりできます。

クラス特性

ポリシーマップで指定したクラス名は、class-mapコマンドを使用して設定されたように、その
クラスの特性、つまりそのポリシーをクラスマップとその一致基準に連結します。

クラスのポリシーを設定し、その帯域幅を指定し、ポリシーマップをインターフェイスに割り当

てると、クラスベースWeighted Fair Queueing（CBWFQ）によって、そのクラスの帯域幅要件が
満たされているかどうかが判断されます。満たされていれば、CBWFQがその帯域幅要件のキュー
を割り当てます。

クラスが削除されると、インターフェイスに使用できる帯域幅が、そのクラスにそれまで割り当

てられていた量だけ増加します。

ルータに（つまり 1つのポリシーマップ内で）設定できるクラスの最大数は、64個です。

定義済みのデフォルトクラス

class-defaultと呼ばれる定義済みのデフォルトクラスを指定するには、class-defaultキーワードを
使用します。 class-defaultクラスは、トラフィックがクラスマップ内で設定されているどの一致
基準とも一致しない場合に、そのトラフィックが送られるクラスです。

テールドロップまたはWRED

クラスポリシーを定義するには、テールドロップを使用するか（queue-limitコマンドを実行）、
またはWeighted Random Early Detection（WRED）を使用（random-detectコマンドを実行）する
ことができます。テールドロップまたはWREDを使用する場合は、次の点に注意してください。

• queue-limitコマンドと random-detectコマンドの両方を同じクラスポリシー内で使用するこ
とはできませんが、同じポリシーマップ内の 2つのクラスポリシー内で使用することは可
能です。

•クラスポリシー内でqueue-limitコマンドまたは random-detectコマンドのいずれかが設定さ
れている場合は、bandwidthコマンドを設定できます。 bandwidthコマンドは、クラスに割
り当てられる帯域幅の量を指定します。

•定義済みのデフォルトクラスでは、fair-queue（class-default）コマンドを設定できます。
fair-queueコマンドは、デフォルトクラスのダイナミックキューの数を指定します。 fair-queue
コマンドは、queue-limitコマンドまたは random-detectコマンドと同じクラスポリシー内で
使用できます。 bandwidthコマンドと一緒に使用することはできません。

Fragments

デフォルトトラフィッククラスは、ポリシーマップクラスステートメントで fragmentキーワー
ドを使用して、フラグメントとしてマークされています。これにより、フラグメントを分類し

て、複数のフラグメントをまとめて service-fragmentキーワードを使用して作成した別のポリシー
マップに入れることができます。フラグメントが使用されると、フラグメントとしてマークされ

ているデフォルトトラフィッククラスに、デフォルト以外のトラフィッククラスとは別に、QoS
が適用されます。
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フラグメントを使用する場合は、次のガイドラインに従ってください。

•フラグメントとしてマークできるのは、デフォルトトラフィッククラスだけです。

•デフォルトクラスステートメントでの fragmentfragment-class-nameオプションが、デフォル
トクラスをフラグメントとしてマークします。

•ポリシーマップ内でクラスを定義しているときに service-fragmentfragment-class-nameオプ
ションを使用すると、同じ fragment-class-nameを共有するすべてのフラグメントを含むモ
ジュール式 QoS CLIでのトラフィックのクラスを指定できます。

•フラグメントは、同一物理インターフェイス内でしか使用できません。同じ fragment-class-name
を共有し、異なるインターフェイス上にあるフラグメントを持つポリシーマップを、

service-fragmentfragment-class-nameオプションを持つクラスを使用してひとまとめに分類す
ることはできません。

Cisco 10000シリーズルータ

PRE2によって、ポリシーマップ 31クラスキューを設定することができます。

PRE3により、プライオリティレベル1の1個のキュー、プライオリティレベル2の1個のキュー、
12個のクラスキューと、1個のデフォルトキューをポリシーマップに設定することができます。

Cisco ASR 1000シリーズルータ

したがって、Cisco ASR 1000シリーズルータにポリシーマップ内で設定できるクラスの最大数
は、8個です。

___________________
例 次に、policy1というポリシーマップに含まれる3個のクラスポリシーを設定する例を示します。

Class1は、アクセスコントロールリスト 136に一致するトラフィックのポリシーを指定します。
Class2はインターフェイス ethernet101のトラフィックのポリシーを指定します。 3つ目のクラス
は、設定済みの一致基準を満たさないパケットが送られるデフォルトクラスです。

! The following commands create class-maps class1 and class2
! and define their match criteria:
class-map class1
match access-group 136
class-map class2
match input-interface ethernet101
! The following commands create the policy map, which is defined to contain policy
! specification for class1, class2, and the default class:
policy-map policy1
Router(config)# policy-map policy1
Router(config-pmap)# class class1
Router(config-pmap-c)# bandwidth 2000
Router(config-pmap-c)# queue-limit 40
Router(config-pmap)# class class2
Router(config-pmap-c)# bandwidth 3000
Router(config-pmap-c)# random-detect
Router(config-pmap-c)# random-detect exponential-weighting-constant 10
Router(config-pmap)# class class-default
Router(config-pmap-c)# fair-queue 16
Router(config-pmap-c)# queue-limit 20
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• Class1：輻輳が発生すると、最低2000Kbpsの帯域幅がこのクラスに提供されると予測され、
このクラス用に確保されたキューは、追加パケットを処理するためにテールドロップが適用

される前に 40個のパケットをキューに入れることができます。

• Class2：輻輳が発生すると、最低3000Kbpsの帯域幅がこのクラスに提供されると予測され、
平均キューサイズの計算に 10の重み係数が使用されます。輻輳回避のために、テールド
ロップではなくWREDパケットのドロップが使用されます。

•デフォルトクラス：ポリシーが、policy1と呼ばれるポリシーマップで定義されている、他
のクラスの一致基準を満たさないトラフィック用に 16個のダイナミックキューが確保され
ています。追加パケットを処理するためにテールドロップが適用される前に 1個のキューあ
たり最大 20個のパケットがキューに入れられます。

これらのクラスを含むポリシーマップが、そのインターフェイスのサービスポリシーを規定

するインターフェイスに付加された場合、すべてのクラスポリシーおよびリソース予約プロ

トコル（RSVP）（設定されている場合）を考慮に入れて、使用可能な帯域幅が評価されます。

（注）

次に、policy8というポリシーマップに含まれるデフォルトクラスのポリシーを設定する例を示
します。デフォルトクラスには、次のような特性があります。ポリシーが、policy8というポリ
シーマップによって定義される、他のクラスの一致基準を満たさないトラフィック用に 20個の
ダイナミックキューが確保され、平均キューサイズの計算に 14の重み係数が使用されます。輻
輳回避のために、テールドロップではなくWREDパケットのドロップが使用されます。

Router(config)# policy-map policy8
Router(config-pmap)# class class-default
Router(config-pmap-c)# fair-queue 20
Router(config-pmap-c)# random-detect exponential-weighting-constant 14

次の例では、policy1というポリシーマップに含まれる acl136というクラスのためのポリシーを設
定する方法を示します。クラス acl136には、次のような特性があります。輻輳が発生すると、最
低 2000 Kbpsの帯域幅がこのクラスに提供されると予測され、このクラス用に確保されたキュー
は、追加パケットを処理するためにテールドロップが適用される前に 40個のパケットをキュー
に入れることができます。このクラスを含むポリシーマップが、そのインターフェイスのサービ

スポリシーを規定するポリシーマップがインターフェイスに付加された場合、すべてのクラス

ポリシーおよび RSVP（設定されている場合）を考慮に入れて、使用可能な帯域幅が評価される
ことに注意してください。

Router(config)# policy-map policy1
Router(config-pmap)# class acl136
Router(config-pmap-c)# bandwidth 2000
Router(config-pmap-c)# queue-limit 40

次の例では、policy8というポリシーマップに含まれる int101というクラスのためのポリシーを設
定する方法を示します。クラス int101には、次のような特性があります。輻輳の発生時にこのク
ラスに最低 3000Kbpsの帯域幅が提供され、平均キューサイズの計算に重み係数 10が使用されま
す。輻輳回避のために、テールドロップではなくWREDパケットのドロップが使用されます。
このクラスを含むポリシーマップがインターフェイスに付加されて、そのインターフェイスの

サービスポリシーが決定される場合、使用可能な帯域幅が評価されることに注意してください。

Router(config)# policy-map policy8
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Router(config-pmap)# class int101
Router(config-pmap-c)# bandwidth 3000
Router(config-pmap-c)# random-detect exponential-weighting-constant 10

次に、policy1というポリシーマップに組み込まれるデフォルトクラス class-defaultのポリシーを
設定する例を示します。デフォルトクラスclass-defaultには、次のような特性があります。policy1
と呼ばれるポリシーマップで定義されている、他のクラスの一致基準を満たさないトラフィック

用の10個のハッシュキューと、キューに入れられた追加パケットを処理するためにテールドロッ
プが適用される前に 1個のキューあたり最大 20個のパケット。

Router(config)# policy-map policy1
Router(config-pmap)# class class-default
Router(config-pmap-c)# fair-queue
Router(config-pmap-c)# queue-limit 20

次に、policy8というポリシーマップに組み込まれるデフォルトクラス class-defaultのポリシーを
設定する例を示します。デフォルトクラス class-defaultには、次のような特性があります。ポリ
シーが、policy8というポリシーマップによって定義される、他のクラスの一致基準を満たさない
トラフィック用に 20個のハッシュキューと、平均キューサイズの計算に 14の重み係数が使用さ
れます。輻輳回避のために、テールドロップではなくWREDパケットのドロップが使用されま
す。

Router(config)# policy-map policy8
Router(config-pmap)# class class-default
Router(config-pmap-c)# fair-queue 20
Router(config-pmap-c)# random-detect exponential-weighting-constant 14

次に、ブラスタパケットに対する FPMを設定する例を示します。クラスマップには、TCPポー
ト 135、4444または UDPポート 69と IPヘッダーの開始から 3バイトのパターンが 0x0030とい
う一致基準が含まれます。

load protocol disk2:ip.phdf
load protocol disk2:tcp.phdf
load protocol disk2:udp.phdf
class-map type stack match-all ip-tcp
match field ip protocol eq 0x6 next tcp
class-map type stack match-all ip-udp
match field ip protocol eq 0x11 next udp
class-map type access-control match-all blaster1
match field tcp dest-port eq 135
match start 13-start offset 3 size 2 eq 0x0030
class-map type access-control match-all blaster2
match field tcp dest-port eq 4444
Router(config-cmap)# match start 13-start offset 3 size 2 eq 0x0030
class-map type access-control match-all blaster3
match field udp dest-port eq 69
match start 13-start offset 3 size 2 eq 0x0030
policy-map type access-control fpm-tcp-policy
class blaster1
drop
class blaster2
drop
policy-map type access-control fpm-udp-policy
class blaster3
drop
policy-map type access-control fpm-policy
class ip-tcp
service-policy fpm-tcp-policy
class ip-udp
service-policy fpm-udp-policy
interface gigabitEthernet 0/1
service-policy type access-control input fpm-policy

次に、BestEffortというデフォルトトラフィッククラスを分類するためにフラグメントトラフィッ
ククラスの作成方法を示しています。ポリシーマップからのすべてのデフォルトトラフィック
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は、subscriber1という名前で、subscriber2は、BestEffortという名前のフラグメントのデフォルト
トラフィッククラスの一部です。このデフォルトトラフィックは、service-fragmentキーワード
および shapeコマンドを使用する dataというクラスの作成によって集合的に整形されます。

この例では、次の点に注意してください。

•各フラグメントのデフォルトトラフィッククラスの class-nameは「BestEffort」です。

•「BestEffort」の class-nameは、service-fragmentキーワードが入力されるクラスを定義する
ためにも使用されます。このクラスは、「BestEffort」というフラグメントのデフォルトト
ラフィッククラスを使用して、転送されるすべてのトラフィックにシェーピングポリシー

を適用します。

policy-map subscriber1
class voice
set cos 5
priority level 1
class video
set cos 4
priority level 2
class class-default fragment BestEffort
shape average 200
bandwidth remaining ratio 10
policy-map subscriber 2
class voice
set cos 5
priority level 1
class video
set cos 4
priority level 2
class class-default fragment BestEffort
shape average 200
bandwidth remaining ratio 10
policy-map input_policy
class class-default
set dscp default
policy-map main-interface
class data service-fragment BestEffort
shape average 400
interface portchannel1.1001
encapsulation dot1q 1001service-policy output subscriber1
service-policy input input_policy
interface portchannel1.1002
encapsulation dot1q 1002
service-policy output subscriber2
service-policy input input_policy
interface gigabitethernet 0/1
description member-link1
port channel 1
service-policy output main-interface
interface gigabitethernet 0/2
description member-link2
port channel 1
service-policy output main-interface

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ポリシーマップに属するクラスに割り当てる帯

域幅を指定または変更します。

bandwidth（ポリシーマップクラス）
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説明コマンド

指定したクラスへのパケットのマッチングに使

用するクラスマップを作成します。

class-map

デフォルトクラスポリシーの一部として

class-defaultクラスで使用するために予約するダ
イナミックキューの数を指定します。

fair-queue（class-default）

1つ以上のインターフェイスに対応付けること
ができるポリシーマップを作成または修正し、

サービスポリシーを指定します。

policy-map

キューが保持できる、ポリシーマップ内に設定

されるクラスポリシーのパケットの最大数を指

定または変更します。

queue-limit

WREDまたはDWREDをイネーブルにします。random-detect（インターフェイス）

キューの平均サイズ計算のためのWREDおよ
び DWRED指数加重係数を設定します。

random-detect exponential-weighting-constant

特定の IP PrecedenceのWREDパラメータと
DWREDパラメータを設定します。

random-detect precedence
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class-map
指定したクラスとパケットの照合に使用するクラスマップを作成し、QoSクラスマップコンフィ
ギュレーションモードを開始するには、グローバルコンフィギュレーションモードで class-map
コマンドを使用します。デバイスから既存のクラスマップを削除するには、このコマンドの no
形式を使用します。

Cisco 2600, 3660, 3845, 6500, 7200, 7401, and 7500 Series Routers

class-map [type {stack| access-control| port-filter| queue-threshold| logging log-class}] [match-all|
match-any] class-map-name

no class-map [type {stack| access-control| port-filter| queue-threshold| logging log-class}] [match-all|
match-any] class-map-name

Cisco 7600 Series Routers

class-map class-map-name [match-all| match-any]

no class-map class-map-name [match-all| match-any]

Cisco Performance Monitor in Cisco IOS Release 15.1(3)T and 12.2(58)SE

class-map class-map-name

no class-map class-map-name

___________________
構文の説明

（任意）クラスマップタイプを指定します。type

（任意）フレキシブルパケットマッチング

（FPM）機能をイネーブルにして、プロトコル
スタックを検査するように指示します。

load protocolコマンドを使用してデバイスにプ
ロトコルヘッダーの説明ファイル（PHDF）を
ロードすると、プロトコルヘッダーのスタック

が定義され、フィルタにより、どのヘッダーが

どの順番で存在しているか、特定することがで

きます。

stack

（任意）設定されたプロトコルスタック内を検

索するパターンを指定します。

（type access-controlキーワードを使
用して）access-controlクラスマップ
を指定する前に、（type stackキー
ワードを使用して）スタックのクラ

スマップを指定する必要がありま

す。

（注）

access-control
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（任意）コントロールプレーンパケットのTCP
または UDPポートポリシングをイネーブルに
する port-filterクラスマップを作成します。こ
のキーワードがイネーブルの場合、コマンド

は、コントロールプレーンホストサブインター

フェイス上の特定のポートに向かうトラフィッ

クをフィルタに掛けます。

port-filter

（任意）指定されたプロトコルでコントロール

プレーン IP入力キューに入ることができるパ
ケットの総数を制限するキューしきい値をイ

ネーブルにします。キューしきい値は、コント

ロールプレーンホストサブインターフェイス

にだけ適用されます。

queue-threshold

（任意）コントロールプレーン上のパケット

トラフィックのロギングをイネーブルにしま

す。 log-class引数の値は、ログクラスの名前で
す。

logging log-class

（任意）複数の一致基準が存在する場合に、ど

のようにしてパケットを評価するかを決定しま

す。このクラスマップの下のステートメント

が、論理 AND関数に基づいて一致します。パ
ケットは、受け入れるすべてのステートメント

に一致させる必要があります。 match-allキー
ワードもmatch-anyキーワードも指定しなかっ
た場合に使用されるデフォルトキーワードは、

match-allです。

match-all

（任意）複数の一致基準が存在する場合に、ど

のようにしてパケットを評価するかを決定しま

す。このクラスマップの下のステートメント

が、論理 OR関数に基づいて一致します。パ
ケットは、受け入れるすべての照合ステートメ

ントに一致させる必要があります。 match-any
キーワードも match-allキーワードも指定しな
かった場合に使用されるデフォルトキーワード

は、match-allです。

match-any
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クラスマップのクラスの名前です。クラス名

は、クラスマップに使用するとともに、ポリ

シーマップのクラスにポリシーを設定する場合

にも使用します。

class-map-name引数の値は引用符内に
入力できます。ソフトウェアでは、

引用符なしで入力されたクラスマッ

プ名にはスペースを入力できません。

（注）

class-map-name

___________________
コマンドデフォルト クラスマップは設定されません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.0(5)T

このコマンドが Cisco IOS Release 12.0(5)XEに統合されました。12.0(5)XE

このコマンドが Cisco IOS Release 12.0(7)Sに統合されました。12.0(7)S

このコマンドが Cisco IOS Release 12.1(1)Eに統合されました。12.1(1)E

このコマンドは、Cisco IOSRelease 12.2(14)SXに統合され、Cisco 7600シ
リーズルータに実装されました。

12.2(14)SX

このコマンドは、Cisco IOSRelease 12.2(17d)SXBに統合され、Cisco 7600
シリーズルータに実装されました。

12.2(17d)SXB

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドが変更されました。 FPMをサポートするため、stackキー
ワードと access-controlキーワードが追加されました。コントロールプ
レーン保護をサポートするため、port-filterキーワードとqueue-threshold
キーワードが追加されました。

12.4(4)T

このコマンドが変更されました。コントロールプレーンパケットロギ

ングをサポートするため、logging log-classキーワードと引数のペアが追
加されました。

12.4(6)T
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変更内容リリース

このコマンドが変更されました。 stackキーワードおよび access-control
キーワードが、プログラマブルインテリジェントサービスアクセラレー

タ（PISA）を搭載したCatalyst 6500シリーズスイッチのCisco IOSRelease
12.2(18) ZYに統合されました。

12.2(18)ZY

このコマンドが、Cisco IOS XE Release 2.1に統合され、Cisco ASR 1000
シリーズの集約サービスルータに実装されました。

Cisco IOS XE Release
2.1

このコマンドは、使用可能な唯一の構文要素としての class-map-name引
数を使用して Cisco PerformanceMonitor用の Cisco IOS Release 15.1(3)Tに
統合されました。

15.1(3)T

このコマンドは、class-map-name引数を使用してCiscoPerformanceMonitor
用の Cisco IOS Release 12.2(58) SEに統合されました。

12.2(58)SE

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SCFに統合されました。12.2(33)SCF

このコマンドが変更されました。ソフトウェアでは、引用符なしで入力

されたクラスマップ名にはスペースを入力できません。

15.2(3)T

このコマンドは Cisco ASR 901シリーズの集約サービスルータに統合さ
れました。

15.1(2)SNG

___________________
使用上のガイドライン

Cisco IOS Release 15.1(3)T および 12.2(58)SE の Cisco Performance Monitor

class-map-name引数だけ使用できます。

Cisco 2600、3660、3845、6500、7200、7401、7500、および ASR 1000 シリーズルータ

class-mapコマンドを使用して、クラスマップの一致基準に一致させるために作成または変更す
るクラスを指定します。このコマンドは、このクラスの一致基準を設定する 1つまたは複数の
matchコマンドを入力できる QoSクラスマップコンフィギュレーションモードを開始します。
入力インターフェイスまたは出力インターフェイスのいずれか（service-policyコマンドの設定に
より決まります）に到達したパケットが、クラスマップに設定されている一致基準に対して照合

され、パケットがそのクラスに属するかどうかが判断されます。

クラスマップを設定する際には、1つまたは複数の matchコマンドを使用して一致基準を指定で
きます。たとえば、match access-groupコマンド、match protocolコマンド、または match
input-interfaceコマンドを使用できます。matchコマンドは、Ciscoソフトウェアリリースごとに
異なります。一致基準および matchコマンドの詳細については、『Cisco IOS Quality of Service
Solutions Configuration Guide』の「Modular Quality of Service Command-Line Interface（CLI）
（MQC）」の章を参照してください。
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Cisco 7600 シリーズルータ

class-mapコマンドおよびインターフェイス単位の QoSクラスマップコンフィギュレーション
モードで使用できるコマンドを適用して、パケット分類、マーキング、集約、およびグローバル

に指定したサービスポリシーの一部としてのフローポリシングを定義します。

サービスポリシーは EtherChannelに付加できます。 EtherChannelのメンバーであるポートに、
サービスポリシーを付加しないでください。

デバイスがQoSクラスマップコンフィギュレーションモードの場合、次のコンフィギュレーショ
ンコマンドが利用可能です。

• description：クラスマップ設定の説明を指定します。

• exit：QoSクラスマップコンフィギュレーションモードを終了します。

• match：分類基準を設定します。

• no：クラスマップから照合ステートメントを削除します。

次のコマンドは、CLIヘルプに表示されますが、オプティカルサービスモジュール（OSM）の
LANインターフェイスまたはWANインターフェイスではサポートされていません。

• destination-address mac mac-address

• input-interface {interface-type interface-number | null number | vlan vlan-id}

• protocol link-type

• source-address mac mac-address

OSMは、Supervisor Engine32が搭載された Catalyst 7600シリーズルータではサポートされませ
ん。

ポリシーフィーチャカード(PFC)QoSは次のコマンドをサポートしていません。

• destination-address mac mac-address

• input-interface {interface-type interface-number | null number | vlan vlan-id}

• protocol link-type

• qos-group group-value

• source-address mac mac-address

これらのコマンドを入力した場合、インターフェイスにポリシーマップが付加されないと、PFC
QoSはサポートされていないキーワードを検出しません。インターフェイスにポリシーマップを
付加しようとすると、エラーメッセージが生成されます。詳細については、『Cisco 7600 Series
Router Cisco IOS Software Configuration Guide』および Cisco IOSコマンドリファレンスを参照して
ください。

クラスマップ名とデバイスを設定すると、QoSクラスマップコンフィギュレーションモードで
match access-groupコマンドとmatch ip dscpコマンドを入力できます。これらのコマンドの構文
は次のとおりです。

match [access-group {acl-index | acl-name} | ip dscp | precedence} value]
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matchコマンドのキーワードの説明については、次の表を参照してください。

表 1：match コマンドの構文の説明

説明オプションコマンド

（任意）アクセスリストインデックスまたは

アクセスリスト名を指定します。有効なアク

セスリストインデックスの値は1～2699です。

access-group acl-index | acl-name

（任意）名前付きアクセスリストを指定しま

す。

access-group acl-name

（任意）照合する IP DiffServコードポイント
（DSCP）値を指定します。有効値の範囲は 0
～ 63です。最大 8つの DSCP値をスペースで
区切って入力できます。

ip dscp value1 value2 ... value8

（任意）照合する IP precedence値を指定しま
す。有効な値の範囲は 0～ 7です。最大 8つ
の precedence値をスペースで区切って入力でき
ます。

ip precedence value1 value2 ... value8

___________________
例 次に、クラスの名前として class101を指定し、そのクラスに対してクラスマップを定義する方法

の例を示します。 class101という名前のクラスは、ACL 101と一致するトラフィックのポリシー
を指定します。

Device(config)# class-map class101
Device(config-cmap)# match access-group 101
Device(config-cmap)# end

次に、slammerおよびUDPパケットに対するFPMトラフィッククラスを定義する例を示します。
クラスマップ内で定義されている一致基準は、IPの長さが404（0x194）以下、UDPポートが1434
（0x59A）、IPヘッダーの開始から 224バイトのパターンが 0x4011010の slammerおよび UPDパ
ケット用です。

Device(config)# load protocol disk2:ip.phdf
Device(config)# load protocol disk2:udp.phdf
Device(config)# class-map type stack match-all ip-udp
Device(config-cmap)# description “match UDP over IP packets”
Device(config-cmap)# match field ip protocol eq 0x11 next udp
Device(config-cmap)#exit
Device(config)# class-map type access-control match-all slammer
Device(config-cmap)# description “match on slammer packets”
Device(config-cmap)# match field udp dest-port eq 0x59A
Device(config-cmap)# match field ip length eq 0x194
Device(config-cmap)# match start 13-start offset 224 size 4 eq 0x 4011010
Device(config-cmap)# end
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次に、port-filterポリシーが簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）以外の閉鎖状態または「非
待ち受け状態」ポートに向かうすべてのトラフィックをドロップするように設定する例を示しま

す。

Device(config)# class-map type port-filter pf-class
Device(config-cmap)# match not port udp 123
Device(config-cmap)# match closed-ports
Device(config-cmap)# exit
Device(config)# policy-map type port-filter pf-policy
Device(config-pmap)# class pf-class
Device(config-pmap-c)# drop
Device(config-pmap-c)# end

次の例は、ipp5というクラスマップを設定して、IP precedence 5の照合ステートメントを入力す
る方法を示しています。

Device(config)# class-map ipp5
Device(config-cmap)# match ip precedence 5

___________________
例 次に、クラスマップを設定し、パケットのサービスクラス（CoS）値に 802.1pドメインのトラ

フィッククラスを照合する例を示します。

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# class-map cos1
Device(config-cmap)# match cos 0
Device(config-pmap-c)# end

___________________
例 次に、クラスマップを設定し、パケットの Experimental（EXP）値にマルチプロトコルラベルス

イッチング（MPLS）ドメインのトラフィッククラスを照合する例を示します。

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# class-map exp7
Device(config-cmap)# match mpls experimental topmost 2
Device(config-pmap-c)# end

___________________
関連コマンド

説明コマンド

クラスマップまたはポリシーマップコンフィ

ギュレーションの説明を指定します。

description

特定のクラスマップに属するパケットを廃棄す

るようにトラフィッククラスを設定します。

drop

ポリシーを作成または変更するクラスの名前

と、ポリシーを設定する前のデフォルトクラス

を指定します。

class（ポリシーマップ）

PHDFをルータにロードします。load protocol
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説明コマンド

ポートフィルタまたはプロトコルキューポリ

シーに基づいて、クラスマップの一致基準を設

定します。

match（クラスマップ）

指定した ACLをベースにクラスマップに対し
て一致基準を設定します。

match access-group

指定された入力インターフェイスを一致基準と

して使用するクラスマップを設定します。

match input-interface

1つまたは複数の DSCP値、AF値、および CS
値を一致基準として指定します。

match ip dscp

指定した EXPフィールド値を一致基準として
使用するクラスマップを設定します。

match mpls experimental

指定されたプロトコルに基づいて、クラスマッ

プの一致基準を設定します。

match protocol

1つ以上のインターフェイスに対応付けること
ができるポリシーマップを作成または修正し、

サービスポリシーを指定します。

policy-map

制御インターフェイスのタイマーと認証方式を

設定します。

protocol

クラスマップの QoSグループ値を関連付けま
す。

qos-group

入力インターフェイスまたは VC、あるいは出
力インターフェイスまたは VCに、そのイン
ターフェイスまたはVCのサービスポリシーと
して使用するポリシーマップを対応付けます。

service-policy

クラスマップ情報を表示します。show class-map

インターフェイスに適用された入力および出力

ポリシーの統計情報および設定を表示します。

show policy-map interface

ポートに送信元アドレス制御を設定します。source-address
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dscp
Diffservコードポイント（DSCP）値の最小および最大パケットしきい値を変更するには、
random-detect-groupコンフィギュレーションモードでdscpコマンドを使用します。最小および最
大パケットしきい値をDSCP値のデフォルトに戻すには、このコマンドのno形式を使用します。

dscp dscp-value min-threshold max-threshold [ mark-probability-denominator ]

no dscp dscp-value min-threshold max-threshold [ mark-probability-denominator ]

___________________
構文の説明 DSCP値を指定します。 DSCP値には、0～63

の数字、または、ef、af11、af12、af13、af21、
af22、af23、af31、af32、af33、af41、af42、
af43、cs1、cs2、cs3、cs4、cs5、cs7のいずれか
のキーワードを指定できます。

dscp-value

パケット数での最小しきい値。この引数に指定

できる値の範囲は、1～ 4096です。キューの
平均の長さが最小しきい値に達すると、重み付

けランダム早期検出（WRED）は指定したDSCP
値の一部のパケットをランダムにドロップしま

す。

min-threshold

パケット数での最大しきい値。この引数に指定

できる値の範囲は、min-thresholdの値～ 4096
です。キューの平均の長さが最大しきい値を超

えると、WREDは指定したDSCP値のすべての
パケットをドロップします。

max-threshold

（任意）キューの平均の深さが最大しきい値に

あるときにドロップされたパケットの割合の分

母。たとえば、分母が 512の場合、512パケッ
トごとに 1つのパケットが、平均キューが最大
しきい値にあるときにドロップします。指定で

きる値の範囲は、1～ 65536です。デフォルト
は 10で、最大しきい値では 10パケットごとに
1つのパケットがドロップされます。

mark-probability-denominator

___________________
コマンドデフォルト パケットのドロップ確率の計算にWREDで DSCP値を使用する場合、DSCPテーブルのすべての

エントリは「使用上のガイドライン」の項の表に示されているデフォルト設定で初期化されます。
___________________
コマンドモード Random-detect-groupコンフィギュレーション
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___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.1(5)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされま
す。このトレインの特定の12.2SXリリースにおけるサポートは、フィー
チャセット、プラットフォーム、およびプラットフォームハードウェ

アによって異なります。

12.2SX

___________________
使用上のガイドライン このコマンドは、random-detect-groupコマンドと組み合わせて使用する必要があります。

さらに、dscpコマンドが使用できるのは、random-detect-groupコマンドを使用するときにdscp-based
引数を指定した場合だけです。

次の表に、dscpコマンドで使用される DSCPのデフォルト設定を示します。次の表に、DSCP値
と対応する最小しきい値、最大しきい値、およびマーク確率を示します。表の最後の行（「デ

フォルト」というラベルが付いている行）は、この表には登場しない DSCP値すべてで使用され
るデフォルト設定を表します。

表 2：DSCP デフォルト設定

マーク確率最大しきい値最小しきい値DSCP
（優先順位）

1/104032af11

1/104028af12

1/104024af13

1/104032af21

1/104028af22

1/104024af23

1/104032af31

1/104028af32

1/104024af33

1/104032af41
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マーク確率最大しきい値最小しきい値DSCP
（優先順位）

1/104028af42

1/104024af43

1/104022cs1

1/104024cs2

1/104026cs3

1/104028cs4

1/104030cs5

1/104032cs6

1/104034cs7

1/104036ef

1/104036rsvp

1/104020デフォルト

___________________
例 次に、DSCP値 af22を使用するようにWREDをイネーブル化する例を示します。 DSCP値 af22

の最小しきい値は 28、最大しきい値は 40、マーク確率は 10です。

Router> enable
Router# configure terminal
Router(config)# random-detect-group class1 dscp-based
Router(cfg-red-group)# dscp af22 28 40 10
Router(cfg-red-group)# end

___________________
関連コマンド

説明コマンド

per-VC WREDまたは per-VC DWREDをイネー
ブルにします。

random-detect-group

すべてまたは選択した設定済みキューイング戦

略を表示します。

show queueing

インターフェイスまたは VCのキューイングの
統計情報を表示します。

show queueing interface
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match class-map
分類ポリシーとしてトラフィッククラスを使用するには、クラスマップまたはポリシーインラ

インコンフィギュレーションモードでmatch class-mapコマンドを使用します。一致基準として
特定のトラフィッククラスを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

match class-map class-map-nam e

no match class-map class-map-name

___________________
構文の説明

一致基準として使用するトラフィッククラスの

名前。

class-map-name

___________________
コマンドデフォルト 一致基準が指定されていません。

___________________
コマンドモード クラスマップコンフィギュレーション（config-cmap）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.0(5)XE

このコマンドが Cisco IOS Release 12.1(1)Eに統合されました。12.1(1)E

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.1(5)Tに統合されました。12.1(5)T

このコマンドは、ゾーンベースのポリシーファイアウォールをサポー

トするように拡張されました。

12.4(6)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco 10000シリーズに実装されました。12.2(31)SB

このコマンドは、Cisco IOSRelease 12.2SXトレインでサポートされま
す。このトレインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、
フィーチャセット、プラットフォーム、およびプラットフォームハー

ドウェアによって異なります。

12.2SX

このコマンドが Cisco IOS XE Release 3.2Sに統合されました。Cisco IOS XE Release 3.2S
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___________________
使用上のガイドライン 1つのトラフィッククラスで match-any特性と match-all特性を使用するための唯一の方法は、

match class-mapコマンドを使用することです。 1つのクラスにmatch-any特性とmatch-all特性を
組み合わせるには、次のいずれかを実行します。

• match-any手順を使用してトラフィッククラスを作成し、一致基準として（match class-map
コマンドを使用して）match-all手順で設定されたクラスを使用します。

• match-all手順を使用してトラフィッククラスを作成し、一致基準として（match class-map
コマンドを使用して）match-any手順で設定されたクラスを使用します。

matchclass-mapコマンドを使用して、トラフィッククラスを相互にネストすることもできます。
これで、情報の大半がすでに設定済みのトラフィッククラスに存在している場合、トラフィック

クラスを新たに再作成するオーバーヘッドをユーザが回避することができます。

パケットがクラスマップに一致すると、トラフィックレートがこれらのパケットに対して生成さ

れます。ゾーンベースのファイアウォールポリシーでは、セッションを作成する最初のパケッ

トのみがポリシーに一致します。このフローの後続のパケットは、設定済みのポリシーのフィル

タに一致しませんが、その代わりにセッションを直接照合します。後続のパケットに関連する統

計情報は、「検査」アクションの一部として表示されます。

___________________
例

___________________
例 次の例で、トラフィッククラス class1の特性は、トラフィッククラス class2の特性とほぼ同じで

すが、トラフィッククラス class1では、一致条件として宛先アドレスが追加されています。トラ
フィッククラス class1を行単位で設定する代わりに、match class-map class2コマンドを入力でき
ます。このコマンドを使用すると、トラフィッククラス class2のすべての特性をトラフィックク
ラス class1に取り込み、トラフィッククラスを再設定することなく、新しい宛先アドレスの一致
条件を追加できます。

Router(config)# class-map match-any class2
Router(config-cmap)# match protocol ip
Router(config-cmap)# match qos-group 3
Router(config-cmap)# match access-group 2
Router(config-cmap)# exit
Router(config)# class-map match-all class1
Router(config-cmap)# match class-map class2
Router(config-cmap)# match destination-address mac 1.1.1
Router(config-cmap)# exit

次に、2つのトラフィッククラスの特性を組み合わせる例を示します。1つはmatch-any特性を使
用し、1つは match-all特性を使用しています。これを、match class-mapコマンドで 1つのトラ
フィッククラスとして設定します。 class4というトラフィッククラスの結果には、class4という
トラフィッククラスのメンバーと見なされる、次の 3個の一致基準（IPプロトコルおよび QoS
group4、宛先MACアドレス1.1.1、またはアクセスグループ2）のいずれか1つに一致するパケッ
トが必要です。 class3というトラフィッククラスの定義には、一致基準の IPプロトコルおよび
QoS group 4が必要で、match class-map class3コマンドを使用して、一致する可能性があるものと
して class4というトラフィッククラスの定義に含まれます。
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この例では、トラフィッククラス class4だけがサービスポリシー policy1で使用されています。

Router(config)# class-map match-all class3
Router(config-cmap)# match protocol ip
Router(config-cmap)# match qos-group 4
Router(config-cmap)# exit
Router(config)# class-map match-any class4
Router(config-cmap)# match class-map class3
Router(config-cmap)# match destination-address mac 1.1.1
Router(config-cmap)# match access-group 2
Router(config-cmap)# exit
Router(config)# policy-map policy1
Router(config-pmap)# class class4
Router(config-pmap-c)# police 8100 1500 2504 conform-action transmit exceed-action
set-qos-transmit 4
Router(config-pmap-c)# exit

___________________
関連コマンド

説明コマンド

指定したクラスへのパケットのマッチングに使

用するクラスマップを作成します。

class-map
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match cos
レイヤ 2サービスクラス（CoS）/スイッチ間リンク（ISL）マーキングに基づいてパケットを照
合するには、クラスマップコンフィギュレーションまたはポリシーインラインコンフィギュレー

ションモードでmatchcosコマンドを使用します。一致基準としての特定のレイヤ 2CoS/ISLマー
キングを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

match cos cos-value [cos-value [cos-value [cos-value]]]

no match cos cos-value [cos-value [cos-value [cos-value]]]

___________________
構文の説明 Cisco 10000 シリーズルータ以外のサポートされ

ているプラットフォーム

具体的な IEEE 802.1Q/ISL CoS値。 cos-valueは
0～7です。1つのmatchcos文に最大 4つのCoS
値をスペースで区切って指定できます。

cos-value

Cisco 10000シリーズルータ

特定のパケットCoSビット値。パケットのCoS
ビット値が指定したCoS値に一致する必要があ
ることを指定します。 cos-valueは 0～7です。
1つのmatchcos文に最大 4つのCoS値をスペー
スで区切って指定できます。

cos-value

___________________
コマンドデフォルト パケットのレイヤ 2 CoS/ISLマーキングに基づいた照合は行われません。

___________________
コマンドモード クラスマップコンフィギュレーション（config-cmap）ポリシーインラインコンフィギュレーショ

ン（config-if-spolicy-inline）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.1(5)T

このコマンドが Cisco IOS Release 12.0(25)Sに統合されました。12.0(25)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(28)SBに統合されました。12.2(28)SB
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変更内容リリース

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2(31)SBに統合され、Cisco 10000
シリーズルータに実装されました。

12.2(31)SB

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされま
す。このトレインの特定の12.2SXリリースにおけるサポートは、フィー
チャセット、プラットフォーム、およびプラットフォームハードウェ

アによって異なります。

12.2SX

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRCに統合され、Cisco 7600
シリーズルータのサポートが追加されました。

12.2(33)SRC

このコマンドが Cisco IOS Release 12.4(15)T2に統合されました。12.4(15)T2

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SBに統合され、Cisco 7300
シリーズルータのサポートが追加されました。

12.2(33)SB

このコマンドは、CiscoPerformanceMonitor用のCisco IOSRelease 15.1(3)T
に統合されました。ポリシーインラインコンフィギュレーションモー

ドのサポートが追加されました。

15.1(3)T

このコマンドは、Cisco Performance Monitor用の Cisco IOS Release
12.2(58)SEに統合されました。

12.2(58)SE

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SCFに統合されました。12.2(33)SCF

このコマンドが Cisco IOS XE Release 3.2SEに統合されました。3.2SE

このコマンドはCiscoASR901シリーズの集約サービスルータに統合さ
れました。

15.1(2)SNG

___________________
使用上のガイドライン このコマンドは、Flexible NetFlowおよび PerformanceMonitorの両方で使用できます。これらの製

品は、このコマンドを発行するコンフィギュレーションモードを開始する際に異なるコマンドを

使用します。

Cisco IOS Release 15.1(3)Tおよび 12.2(58)SEの Cisco Performance Monitor

最初に service-policytypeperformance-monitorinlineコマンドを入力する必要があります。
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___________________
例 次に、1、2、および 3の CoS値を、cosという分類ポリシーを含むインターフェイスの成功一致

基準とする例を示します。

Router(config)# class-map cos
Router(config-cmap)# match cos 1 2 3

次の例では、CoS値に基づいてトラフィックを分類するために、voiceおよび video-n-dataという
クラスを作成しています。その後、cos-based-treatmentポリシーマップ内で該当パケットへのQoS
処理を指定しています（この例では、QoS処理は priorityが 64、bandwidthが 512）。この例で設
定したサービスポリシーは、ファストイーサネットインターフェイス 0/0.1から出て行くすべて
のパケットに付加されます。サービスポリシーは、サービスポリシーをサポートする任意のイ

ンターフェイスにアタッチできます。

Router(config)# class-map voice
Router(config-cmap)# match cos 7
Router(config)# class-map video-n-data
Router(config-cmap)# match cos 5
Router(config)# policy-map cos-based-treatment
Router(config-pmap)# class voice
Router(config-pmap-c)# priority 64
Router(config-pmap-c)# exit
Router(config-pmap)# class video-n-data
Router(config-pmap-c)# bandwidth 512
Router(config-pmap-c)# exit
Router(config-pmap)# exit
Router(config)# interface fastethernet0/0.1
Router(config-if)# service-policy output cos-based-treatment

___________________
例 次に、PerformanceMonitorのサービスポリシーを設定するために、ポリシーインラインコンフィ

ギュレーションモードを使用する例を示します。このポリシーは、CoS値 2の基準に一致する
イーサネットインターフェイス 0/0を通過するパケットが、fm-2という名前のフローモニタの設
定で指定されたパラメータに基づいてモニタされることを指定します。

Router(config)# interface ethernet 0/0
Router(config-if)# service-policy type performance-monitor inline input
Router(config-if-spolicy-inline)# match cos 2
Router(config-if-spolicy-inline)# flow monitor fm-2
Router(config-if-spolicy-inline)# exit

___________________
例 次に、802.1pドメインのトラフィッククラスをパケットの CoS値と照合する例を示します。

Router> enable
Router# config terminal
Router(config)# class-map cos7
Router(config-cmap)# match cos 2
Router(config-cmap)# exit
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

指定したクラスへのパケットのマッチングに使

用するクラスマップを作成します。

class-map

Performance Monitorポリシーとインターフェイ
スを関連付けます。

service-policy type performance-monitor

1つ以上のインターフェイスに対応付けること
ができるポリシーマップを作成または修正し、

サービスポリシーを指定します。

policy-map

入力インターフェイスまたは VC、あるいは出
力インターフェイスまたは VCに、そのイン
ターフェイスまたはVCのサービスポリシーと
して使用するポリシーマップを対応付けます。

service-policy

発信パケットのレイヤ 2 CoS値を設定します。set cos

すべてのクラスマップおよびその一致基準を表

示します。

show class-map
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match protocol
指定したプロトコルに基づいてクラスマップの一致基準を設定するには、クラスマップコンフィ

ギュレーションまたはポリシーインラインコンフィギュレーションモードでmatchprotocolコマ
ンドを使用します。クラスマップからプロトコルベースの一致基準を削除するには、このコマ

ンドの no形式を使用します。

match protocol protocol-name

no match protocol protocol-name

___________________
構文の説明

一致基準として使用するプロトコルの名前（bgp
など）。大部分のルータでサポートされるプロ

トコルのリストについては、「使用上のガイド

ライン」を参照してください。

protocol-name

___________________
コマンドデフォルト 一致基準は設定されていません。

___________________
コマンドモード クラスマップコンフィギュレーション（config-cmap）ポリシーインラインコンフィギュレーショ

ン（config-if-spolicy-inline）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.0(5)T

このコマンドが Cisco IOS Release 12.0(5)XEに統合されました。12.0(5)XE

このコマンドが Cisco IOS Release 12.0(7)Sに統合されました。12.0(7)S

このコマンドが Cisco IOS Release 12.1(1)Eに統合されました。12.1(1)E

このコマンドが Cisco IOS Release 12.1(13)Eに統合され、Catalyst 6000
ファミリスイッチで FlexWANモジュールなしで実装されました。

12.1(13)E

このコマンドが Cisco IOS Release 12.2(8)Tに統合されました。12.2(8)T
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変更内容リリース

このコマンドは、一致基準として使用するプロトコルのリストから、

apollo、vines、xnsを除外するように変更されました。これらのプロト
コルは、ApolloDomain、BanyanVINES、XeroxNetwork Systems（XNS）
がこのリリースで廃止されたため、削除されました。 IPv6プロトコル
は IPv6パケットのマッチングをサポートするために追加されました。

12.2(13)T

このコマンドが、IPv6用の Cisco IOS Release 12.0(28)Sに統合されまし
た。

12.0(28)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(14)Sに統合されました。12.2(14)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(17a)SX1に統合されました。12.2(17a)SX1

このコマンドが Cisco IOS Release 12.2(18)SXEに統合され、Supervisor
Engine 720に実装されました。

12.2(18)SXE

このコマンドが変更されました。 Napsterプロトコルは、現在サポート
されていないため、削除されました。

12.4(6)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2(31)SB2に統合され、Cisco 10000
シリーズルータに実装されました。

12.2(31)SB2

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(18)ZYに統合されました。この
コマンドは、Supervisor 32/プログラマブルインテリジェントサービス
アクセラレータ（PISA）エンジンに搭載されているCatalyst6500シリー
ズスイッチの Network-Based Application Recognition（NBAR）機能を拡
張するため、変更されました。

12.2(18)ZY

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.4(15)XZに統合されました。12.4(15)XZ

このコマンドが Cisco IOS Release 12.4(20)Tに統合され、Cisco 1700、
Cisco 1800、Cisco 2600、Cisco 2800、Cisco 3700、Cisco 3800、Cisco 7200、
および Cisco 7300シリーズルータに実装されました。

12.4(20)T

このコマンドが Cisco IOS XE Release 2.2に統合され、Cisco ASR 1000シ
リーズルータに実装されました。

Cisco IOSXERelease 2.2

このコマンドが変更されました。より多くのプロトコルのサポートが追

加されました。

Cisco IOS XE Release
3.1S

このコマンドは、Cisco PerformanceMonitor用のCisco IOSRelease 15.1(3)T
に統合されました。ポリシーインラインコンフィギュレーションモー

ドのサポートが追加されました。

15.1(3)T
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変更内容リリース

このコマンドは、Cisco Performance Monitor用の Cisco IOS Release
12.2(58)SEに統合されました。

12.2(58)SE

___________________
使用上のガイドライン このコマンドは、Flexible NetFlowおよび PerformanceMonitorの両方で使用できます。これらの製

品は、このコマンドを発行するコンフィギュレーションモードを開始する際に異なるコマンドを

使用します。

Cisco IOS Release 15.1(3)Tおよび 12.2(58)SEの Cisco Performance Monitor

最初に service-policytypeperformance-monitorinlineコマンドを入力する必要があります。

Cisco 7600ルータおよびCisco 10000シリーズルータ以外のサポートされているプラットフォーム

クラスベース重み付け均等化キューイング（CBWFQ）では、一致基準にプロトコル、アクセス
コントロールリスト（ACL）、入力インターフェイス、Quality of Service（QoS）ラベル、
Experimental（EXP）フィールド値に基づいてトラフィッククラスを定義します。クラスの一致
基準を満たすパケットは、そのクラスのトラフィックの一部となります。

matchprotocolコマンドは、パケットがクラスマップで指定されたクラスに属するかどうか判別
するのに照合される一致基準として使用されるプロトコル名を指定します。

matchprotocolipxコマンドは、出力方向のみのパケットに一致します。

matchprotocolコマンドを使用するには、先に class-mapコマンドを入力して、一致基準を確立す
るクラスの名前を指定する必要があります。クラスを指定したら、次のいずれかのコマンドを使

用してそのクラスの一致基準を設定できます。

• match access-group

• match input-interface

• match mpls experimental

クラスマップで複数のコマンドを指定する場合、最後に入力されたコマンドだけが適用されま

す。最後のコマンドは、それ以前に入力されたコマンドを無効にします。

NBARを NBARトラフィックでサポートされるプロトコルタイプに一致するように設定するに
は、matchprotocol（NBAR）コマンドを使用します。

Cisco 7600シリーズルータ

QoSクラスマップコンフィギュレーションのmatchprotocolコマンドは、NBARを設定し、マル
チレイヤスイッチフィーチャカード2（MSFC2）のソフトウェアで処理される入出力ポート上の
すべてのトラフィックを送信します。

CBWFQでは、プロトコル、ACL、入力インターフェイス、QoSラベル、マルチプロトコルラベ
ルスイッチング（MPLS）EXPフィールド値などの一致基準に基づいてトラフィッククラスを定
義します。クラスの一致基準を満たすパケットは、そのクラスのトラフィックの一部となりま

す。
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matchprotocolコマンドは、パケットがクラスマップで指定されたクラスに属するかどうか判別
するのに照合される一致基準として使用されるプロトコル名を指定します。

matchprotocollコマンドを使用する場合は、まず class-mapコマンドを入力して一致基準を確立す
るクラス名を指定する必要があります。

クラスマップで複数のコマンドを指定する場合、最後に入力されたコマンドだけが適用されま

す。最後のコマンドは、それ以前に入力されたコマンドを無効にします。

このコマンドは、NBAR機能が認知するプロトコルを照合するのに使用されます。NBARが現在
サポートするプロトコルの一覧については、『Cisco IOS Quality of Service Solutions Configuration
Guide』の「Classification」部を参照してください。

Cisco 10000シリーズルータ

CBWFQの場合、一致基準（プロトコル、ACL、入力インターフェイス、QoSラベル、およびEXP
フィールド値など）に基づいてトラフィッククラスを定義します。クラスの一致基準を満たすパ

ケットは、そのクラスのトラフィックの一部となります。

matchprotocolコマンドは、パケットがクラスマップで指定されたクラスに属するかどうか判別
するのに照合される一致基準として使用されるプロトコル名を指定します。

matchprotocolipxコマンドは、出力方向のみのパケットに一致します。

matchprotocolコマンドを使用するには、先に class-mapコマンドを入力して、一致基準を確立す
るクラスの名前を指定する必要があります。

NBARプロトコルに一致している場合は、matchprotocol（NBAR）コマンドを使用します。

Match Protocolコマンドの制限（Catalyst 6500シリーズスイッチのみ）

ポリシーマップには、トラフィッククラスが含まれます。トラフィッククラスには、プロトコ

ルタイプまたはアプリケーションに基づいてパケットを照合する（およびこれらをグループに編

成する）ために使用できる 1つまたは複数のmatchコマンドを含めることができます。必要に応
じて任意の数のトラフィッククラスを作成できます。

Cisco IOS Release 12.2(18)ZYには、Supervisor 32/PISAエンジンに搭載されている Catalyst 6500シ
リーズスイッチ用に設計されたソフトウェアが含まれます。このリリースとプラットフォームで

は、ポリシーマップと matchprotocolコマンドを使用する場合は、次の制限事項に注意してくだ
さい。

• 1つのトラフィッククラスは、最大 8個のプロトコルまたはアプリケーションに一致するよ
うに設定できます。

•複数のトラフィッククラスは累積最大 95個のプロトコルまたはアプリケーションに一致す
るように設定できます。

サポートされるプロトコル

次の表に、大部分のルータがサポートするプロトコルを示します。一部のルータは、追加プロト

コルをサポートします。たとえば、Cisco 7600ルータは、AARPおよび DECnetプロトコルをサ
ポートし、Cisco 7200ルータは直接接続および PPPOEプロトコルをサポートします。サポートさ
れているプロトコルの完全なリストについては、使用しているルータの matchprotocolコマンド
のオンラインヘルプを参照してください。
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表 3：サポートされるプロトコル

説明プロトコル名

IEEE 802.11無線ローカルエリアネットワーク
Working Groupの Internet Access Point Protocol

802-11-iapp

ACEサーバ/伝播ace-svr

America-Online Instant Messengeraol

Apple QuickTimeappleqtc

IPアドレス解決プロトコル（ARP）arp *

Border Gateway Protocol（ボーダーゲートウェ
イプロトコル）

bgp

Biffのメール通知biff

Bootstrap Protocol Client（ブートストラッププ
ロトコルクライアント）

bootpc

Bootstrap Protocol Server（ブートストラッププ
ロトコルサーバ）

bootps

bridgingbridge *

CDデータベースプロトコルcddbp

Cisco Discovery Protocolcdp *

CIFScifs

Cisco FNATIVEcisco-fna

cisco-net-mgmtcisco-net-mgmt

Cisco license/perf/GDP/X.25/ident svcscisco-svcs

Cisco SYSMAINTcisco-sys

cisco-tdpcisco-tdp

Cisco TNATIVEcisco-tna

Citrix Systems Metaframecitrix

Citrix IMA Clientcitriximaclient
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説明プロトコル名

ISOコネクションレス型ネットワークサービスclns *

ISO CLNSエンドシステムclns_es *

ISO CLNS中継システムclns_is *

シスコの回線プロトコルclp

ISOコネクションモードネットワークサービスcmns *

Cluster Membership Protocolcmp

Compressed TCPcompressedtcp *

クリエイティブパートナーcreativepartnr

クリエイティブサーバcreativeserver

CU-SeeMeデスクトップビデオ会議cuseeme

日時（RFC 867）daytime

dBASE Unixdbase

Oracle Database Control Agentdbcontrol_agent

ダイナミック DNSバージョン 3ddns-v3

ダイナミックホストコンフィギュレーションdhcp

DHCPフェールオーバーdhcp-failover

Direct Connectdirectconnect

ポートの廃棄discard

Domain Name Server lookup（ドメインネーム
サーバルックアップ）

dns

DNSIXセキュリティ属性のトークンマップdnsix

ポートのエコーecho

eDonkeyedonkey
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説明プロトコル名

Exterior Gateway Protocol（エクステリアゲート
ウェイプロトコル）

egp

Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（拡張
内部ゲートウェイルーティングプロトコル）

eigrp

KM/Adminサービスハンドラの委任entrust-svc-handler

sps/aaas/aamsの委任entrust-svcs

リモートプロセスの実行exec

Microsoft RPC for Exchangeexchange

FastTrackトラフィック（KaZaA、Morpheus、
Groksterなど）

fasttrack

FCIPfcip-port

Fingerfinger

File Transfer Protocolftp

TLS/SSLを介した FTPftps

グループドメインオブインタープリテーショ

ン

gdoi

Oracle GIOP/SSLgiop

Gnutellaバージョン2トラフィック（BearShare、
Shareeza、Morpheusなど）

gnutella

Gophergopher

Generic Routing Encapsulation（総称ルーティン
グカプセル化）

gre

GPRSトンネリングプロトコルバージョン 0gtpv0

GPRSトンネリングプロトコルバージョン 1gtpv1

ユニキャストを介した H225 RASh225ras

H323プロトコルh323
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説明プロトコル名

H323コール信号の代替h323callsigalt

HP Performance data alarm managerhp-alarm-mgr

HP Performance data collectorhp-collector

HP Performance data managed nodehp-managed-node

Hot Standby Router Protocol（ホットスタンバイ
ルータプロトコル）

hsrp

Hypertext Transfer Protocolhttp

セキュアハイパーテキスト転送プロトコルhttps

ica（Citrix）ica

icabrowser（Citrix）icabrowser

Internet Control Message Protocol（インターネッ
ト制御メッセージプロトコル）

icmp

認証サービスident

SSM用の UDPを介した IGMPigmpv3lite

Internet Message Access Protocolimap

インタラクティブメールアクセスプロトコル
3

imap3

TLS/SSLを介した IMAPimaps

IP（バージョン 4）ip *

IPASSipass

IP in IP（カプセル化）ipinip

IPセキュリティプロトコル（ESP/AH）ipsec

Microsoft IPsec NAT-Tipsec-msft

IP（バージョン 6）ipv6 *

IPXipx
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説明プロトコル名

Internet Relay Chatirc

IRC-SERVirc-serv

TLS/SSLを介した IRCircs

IRCUircu

ISAKMPisakmp

iSCSIiscsi

iSCSIポートiscsi-target

Kazaaバージョン 2kazaa2

Kerberoskerberos

Layer 2 Tunnel Protocol（レイヤ 2トンネルプロ
トコル）

l2tp

Lightweight Directory Access Protocol。ldap

LDAP管理サーバポートldap-admin

LDAP over TLS/SSLldaps

llc2llc2 *

Remote login（リモートログイン）login

Lotus Mail Tracking Agent Protocollotusmtap

Lotus Noteslotusnote

Media Gateway Control Protocolmgcp

Microsoft-DSmicrosoft-ds

Microsoft Exchange Routingmsexch-routing

MSN Instant Messengermsnmsgr

Microsoft Remote Procedure Callmsrpc

TCPポート 445を介したMSRPCmsrpc-smb-netbios
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説明プロトコル名

MS Cluster Netms-cluster-net

Microsoft .NETster Portms-dotnetster

Microsoft SNA Server/Basems-sna

Microsoft SQLms-sql

Microsoft SQL Monitorms-sql-m

MySQLmysql

N2H2フィルタサービスポートn2h2server

NCP（Novell）ncp

Oracle Net8 Cman/Adminnet8-cman

Network Basic Input/Output Systemnetbios

NETBIOS Datagram Servicenetbios-dgm

NETBIOS Name Servicenetbios-ns

NETBIOS Session Servicenetbios-ssn

Microsoft Netshownetshow

systatのバリアントnetstat

Network File Systemnfs

Network News Transfer Protocolnntp

Novadigm Enterprise Desktop Manager（EDM）novadigm

Network Time Protocol（ネットワークタイムプ
ロトコル）

ntp

OEMエージェント（Oracle）oem-agent

Oracleoracle

Oracle EM/VPoracle-em-vp

Oracle Namesoraclenames
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説明プロトコル名

Oracle SQL*Net v1/v2orasrv

Open Shortest Path First（オープンショーテスト
パスファースト）

ospf

パケットアセンブラ/ディスアセンブラ（PAD）
リンク

pad *

Symantec pcANYWHEREpcanywhere

pcANYWHEREdatapcanywheredata

pcANYWHEREstatpcanywherestat

Post Office Protocolpop3

TLS/SSLを介した POP3pop3s

Point-to-Point Protocol over Ethernet（PPPoE）pppoe

Point-to-Point Tunneling Protocol（ポイントツー
ポイントトンネリングプロトコル）

pptp

印刷スプーラ/ldpprinter

パスワードジェネレータプロトコルpwdgen

クイックメール転送プロトコルqmtp

RADIUS & Accountingradius

Berkeley Software Distribution（BSD）r-コマン
ド（rsh、rlogin、rexec）

rcmd

Oracle RDBrdb-dbs-disp

RealNetwork’s Realmedia Protocolrealmedia

ISS Real Secure Console Service Portrealsecure

Routing Information Protocol（ルーティング情報
プロトコル）

rip

ローカルルーティングプロセスrouter

リモートソースルートブリッジングrsrb *
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説明プロトコル名

RSVDrsvd

Resource Reservation Protocol（リソース予約プ
ロトコル）

rsvp

RSVP ENCAPSULATION-1/2rsvp-encap

RSVPトンネルrsvp_tunnel

Oracle RTC-PMポートrtc-pm-port

Remote Telnet Servicertelnet

Real-Time Protocol（リアルタイムプロトコル）rtp

Real Time Streaming Protocolrtsp

remote-winsockr-winsock

Transport Layer Security/Secure Sockets Layer
（TLS/SSL）を介した FTP

secure-ftp

セキュリティ保護されている HTTPsecure-http

TLS/SSLを介したインターネットメッセージ
アクセスプロトコル

secure-imap

TLS/SSLを介したインターネットリレーチャッ
ト

secure-irc

TLS/SSLを介した Lightweight Directory Access
Protocol

secure-ldap

TLS/SSLを介したNetworkNews Transfer Protocolsecure-nntp

TLS/SSLを介した Post Office Protocolsecure-pop3

TLS/SSLを介した Telnetsecure-telnet

SENDsend

リモートコマンドshell

Session Initiation Protocolsip

Session Initiation Protocol-Transport Layer Securitysip-tls
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説明プロトコル名

Skinny Client Control Protocolskinny

SMS RCINFO/XFER/CHATsms

Simple Mail Transfer Protocolsmtp

スナップショットルーティングのサポートsnapshot

単純なネットワークプロトコルsnmp

SNMPトラップsnmptrap

ソケットのネットワークプロトコル（SOCKS）socks

StructuredQuery Language（SQL）*NET forOraclesqlnet

SQLサービスsqlserv

SQLサービスsqlsrv

Microsoft SQL Serversqlserver

セキュアシェルssh

SSLshellsshell

状態同期プロトコルssp

Xing Technology StreamWorksプレーヤーstreamwork

cisco Serial Tunnelstun

Sunリモートプロシージャコール（RPC）sunrpc

System Logging Utilitysyslog

信頼できる Syslogサービスsyslog-conn

ログインホストプロトコル（TACACS）tacacs

TACACS-Databaseサービスtacacs-ds

Tarantellatarantella

Transport Control Protocoltcp
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説明プロトコル名

TelnetTelnet

TLS/SSLを介した Telnettelnets

Trivial File Transfer Protocoltftp

Timetime

タイムサーバtimed

cisco RSRBtr-rsrb

Oracle TTC/SSLtto

UserDatagramProtocol（ユーザデータグラムプ
ロトコル）

udp

UUCPD/UUCP-RLOGINuucp

VDOLiveストリーミングビデオvdolive

Voice over Frame Relayvofr *

VLAN Query Protocolvqp

Network Dictionarywebster

Whoのサービスwho

Microsoft WINSwins

X Windowシステムx11

XDM制御プロトコルxdmcp

X-Windowsリモートアクセスxwindows *

Yahoo! Instant Messengerymsgr

*このプロトコルは、Supervisor 32/PISAエンジンに搭載されている Catalyst 6500シリーズスイッ
チではサポートされません。
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___________________
例 次に、ftpという名前のクラスマップを指定し、一致条件として FTPプロトコルを設定する例を

示します

Router(config)# class-map ftp
Router(config-cmap)
#
match protocol ftp

Cisco IOS Release 15.1(3)Tおよび 12.2(58)SEの Cisco Performance Monitor

次に、PerformanceMonitorのサービスポリシーを設定するために、ポリシーインラインコンフィ
ギュレーションモードを使用する例を示します。このポリシーは、IPプロトコルのイーサネット
インターフェイス 0/0を通過するパケットが、fm-2という名前のフローモニタの設定で指定され
たパラメータに基づいてモニタされることを指定します。

Router(config)# interface ethernet 0/0
Router(config-if)# service-policy type performance-monitor inline input
Router(config-if-spolicy-inline)# match protocol ip
Router(config-if-spolicy-inline)# flow monitor fm-2
Router(config-if-spolicy-inline)# exit

___________________
関連コマンド

説明コマンド

指定したクラスへのパケットのマッチングに使

用するクラスマップを作成します。

class-map

Performance Monitorポリシーとインターフェイ
スを関連付けます。

service-policy type performance-monitor

指定した ACLに基づいてクラスマップの一致
基準を設定します。

match access-group

指定された入力インターフェイスを一致基準と

して使用するクラスマップを設定します。

match input-interface

指定された experimentalフィールドの値を一致
基準として使用するクラスマップを設定しま

す。

match mpls experimental

IP precedence値を一致基準として識別します。match precedence

NBARに認識されるプロトコルタイプごとのト
ラフィックと照合するよう NBARを設定しま
す。

match protocol（NBAR）

指定した EXPフィールド値を一致基準として
使用するクラスマップを設定します。

match qos-group
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match qos-group
特定の Quality of Service（QoS）グループ値を一致基準として指定するには、クラスマップコン
フィギュレーションモードでmatchqos-groupコマンドを使用します。クラスマップから特定の
QoSグループ値を削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

match qos-group qos-group-value

no match qos-group qos-group-value

___________________
構文の説明 QoSグループ値の識別に使用される、0～99か

らの正確な値。

qos-group-value

___________________
コマンドデフォルト 一致基準は指定されていません。

___________________
コマンドモード クラスマップコンフィギュレーション（config-cmap）ポリシーインラインコンフィギュレーショ

ン（config-if-spolicy-inline）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。11.1CC

このコマンドが Cisco IOS Release 12.0(5)XEに統合されました。12.0(5)XE

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(13)Tに統合されました。12.2(13)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2(31)SBに統合され、Cisco 10000
シリーズルータに実装されました。

12.2(31)SB

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされま
す。このトレインの特定の12.2SXリリースにおけるサポートは、フィー
チャセット、プラットフォーム、およびプラットフォームハードウェ

アによって異なります。

12.2SX

このコマンドが、Cisco IOS XE Release 2.1に統合され、Cisco ASR 1000
シリーズルータに実装されました。

Cisco IOS XE Release 2.1
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変更内容リリース

このコマンドは、Cisco PerformanceMonitor用のCisco IOSRelease 15.1(3)T
に統合されました。ポリシーインラインコンフィギュレーションモー

ドのサポートが追加されました。

15.1(3)T

このコマンドは、Cisco Performance Monitor用の Cisco IOS Release
12.2(58)SEに統合されました。

12.2(58)SE

___________________
使用上のガイドライン このコマンドは、Flexible NetFlowおよび PerformanceMonitorの両方で使用できます。これらの製

品は、このコマンドを発行するコンフィギュレーションモードを開始する際に異なるコマンドを

使用します。

matchqos-groupコマンドは、特定の QoSグループ値でのパケットのマーキングを識別するため
に、クラスマップで使用します。このコマンドは、受信したマルチプロトコルラベルスイッチ

ング（MPLS）の Experimental（EXP）フィールド値を出力インターフェイスに搬送するのにも使
用できます。

qos-group-value引数は、マーキングにだけ使用します。 QoSグループ値に数学的な意味はありま
せん。たとえば、2という qos-group-valueは 1より大きいわけではありません。値は単に 2とい
う qos-group-valueでマーキングされているパケットが 1という qos-group-valueでマーキングされ
ているパケットとは異なるということを示しているに過ぎません。これらのパケットの処理は、

ユーザが、QoSポリシーマップクラスコンフィギュレーションモードでの QoSポリシーの設定
を通じて定義します。

QoSグループ値は、ルータにローカルです。つまり、パケットにマーキングされている QoSグ
ループ値は、パケットがそのルータを離れてもルータから離れません。パケット内に存在する

マーキングが必要な場合は、IP優先順位設定、IPDiffservコードポイント（DSCP）値、またはそ
の他のパケットマーキング手法を使用してください。

このコマンドは、random-detectdiscard-class-basedコマンドと一緒に使用できます。

Cisco IOS Release 15.1(3)Tおよび 12.2(58)SEの Cisco Performance Monitor

最初に service-policytypeperformance-monitorinlineコマンドを入力する必要があります。

___________________
例 次に、priority50という名前のサービスポリシーを設定してインターフェイスに対応付ける例を示

します。この例では、qosgroup5というクラスマップで、ファストイーサネットインターフェイ
ス 1/0/0に入ってきたすべてのパケットについて、QoSグループ値が 5かどうかを評価します。
受信パケットがQoSグループ値 5でマーキングされていれば、そのパケットはプライオリティレ
ベル 50で処理されます。

Router(config)#

class-map qosgroup5
Router(config-cmap)
#
match qos-group 5
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Router(config)#

exit
Router(config)#

policy-map priority50
Router(config-pmap)#

class qosgroup5
Router(config-pmap-c)#

priority 50
Router(config-pmap-c)#

exit
Router(config-pmap)#

exit
Router(config)#

interface fastethernet1/0/0
Router(config-if)#

service-policy output priority50

___________________
例 次に、PerformanceMonitorのサービスポリシーを設定するために、ポリシーインラインコンフィ

ギュレーションモードを使用する例を示します。このポリシーは、QoS値 4の基準に一致する
イーサネットインターフェイス 0/0を通過するパケットが、fm-2という名前のフローモニタの設
定で指定されたパラメータに基づいてモニタされることを指定します。

Router(config)# interface ethernet 0/0
Router(config-if)# service-policy type performance-monitor inline input
Router(config-if-spolicy-inline)# match qosgroup 4
Router(config-if-spolicy-inline)# flow monitor fm-2
Router(config-if-spolicy-inline)# exit

___________________
関連コマンド

説明コマンド

指定したクラスへのパケットのマッチングに使

用するクラスマップを作成します。

class-map

Performance Monitorポリシーとインターフェイ
スを関連付けます。

service-policy type performance-monitor

1つ以上のインターフェイスに対応付けること
ができるポリシーマップを作成または修正し、

サービスポリシーを指定します。

policy-map

WREDの基礎をパケットのクラス廃棄値にしま
す。

random-detect discard-class-based
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説明コマンド

入力インターフェイスまたは VC、あるいは出
力インターフェイスまたは VCに、そのイン
ターフェイスまたはVCのサービスポリシーと
して使用するポリシーマップを対応付けます。

service-policy

トラフィッククラス内のパケットの IP優先順
位値を指定します。

set precedence

後からパケットの分類に使用できるグループ ID
を設定します。

set qos-group
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mls qos（グローバルコンフィギュレーションモード）
Quality of Service（QoS）機能を全体的にイネーブルにするには、グローバルコンフィギュレー
ションモードで mlsqosコマンドを使用します。 QoS機能をグローバルにディセーブルにするに
は、このコマンドの no形式を使用します。

mls qos

no mls qos

___________________
構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト QoSはグローバルにディセーブルです。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドのサポートが Supervisor Engine 720に追加されまし
た。

12.2(14)SX

このコマンドは Supervisor Engine 2に実装され、Cisco IOS Release
12.2(17d)SXBに統合されました。

12.2(17d)SXB

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されまし
た。

12.2(33)SRA

___________________
使用上のガイドライン QoSがグローバルにイネーブルの場合は、QoSがディセーブル化されているインターフェイスを

除いて、すべてのインターフェイスで QoSがイネーブルになります。 QoSがグローバルにディ
セーブルの場合は、すべてのトラフィックが QoSパススルーモードで渡されます。

ポートキューイングモードでは、ポリシーフィーチャカード（PFC）の QoS（マーキングおよ
びポリシング）がディセーブルで、パケットのタイプオブサービス（ToS）およびサービスクラ
ス（CoS）は PFCによって変更されません。受信および送信に関するすべてのキューイングは、
着信パケットの QoSタグに基づいて行われます。この QoSタグは、着信 CoSに基づきます。

802.1Qまたはスイッチ間リンク（ISL）でカプセル化したポートリンクでは、キューイングはパ
ケット 802.1Qまたは ISL CoSに基づきます。
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ルータのメインインターフェイスまたはアクセスポートでは、キューイングは設定されたポート

単位の CoS（デフォルト CoSは 0）に基づいて行われます。

このコマンドは、オフの状態のすべてのインターフェイス上でTernaryContentAddressableMemory
（TCAM）QoSをイネーブルまたはディセーブルにできます。

___________________
例 次に、QoSをグローバルにイネーブルにする例を示します。

Router(config)# mls qos
Router(config)#

次に、Cisco 7600シリーズルータで QoSを全体的にディセーブルにする例を示します。

Router(config)# no mls qos
Router(config)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

インターフェイスでのQoS機能をイネーブルに
します。

mls qos（インターフェイスコンフィギュレー
ションモード）

MLS QoS情報を表示します。show mls qos
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mls qos（インターフェイスコンフィギュレーションモー
ド）

インターフェイスのQuality of Service（QoS）機能をイネーブルにするには、インターフェイスコ
ンフィギュレーションコマンドモードで mlsqosコマンドを使用します。インターフェイスで
QoS機能をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

mls qos

no mls qos

___________________
構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト イネーブル

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドのサポートが Supervisor Engine 720に追加されまし
た。

12.2(14)SX

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されまし
た。

12.2(33)SRA

___________________
使用上のガイドライン このコマンドは、Supervisor Engine 2が搭載されたCisco 7600シリーズルータではサポートされま

せん。

CLIを使用すると、OC-12 ATM OSMのWANポートおよびチャネライズド OSMのWANポート
に PFCベースの QoSを設定できますが、PFCベースの QoSはこれらの OSMのWANポートでは
サポートされていません。

QoSをグローバルにディセーブルにすると、すべてのインターフェイスでディセーブルになりま
す。

このコマンドは、インターフェイスの TCAM QoS（分類、マーキング、およびポリシング）をイ
ネーブルまたはディセーブルにします。
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___________________
例 次に、インターフェイス上で QoSをイネーブルにする例を示します。

Router(config-if)# mls qos

___________________
関連コマンド

説明コマンド

QoS機能をグローバルにイネーブルにします。mls qos（グローバルコンフィギュレーション
モード）

MLS QoS情報を表示します。show mls qos
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policy-map
ポリシーマップコンフィギュレーションモードを開始し、サービスポリシーを指定する 1つま
たは複数のインターフェイスに付加できるポリシーマップを作成または変更するには、グローバ

ルコンフィギュレーションモードで policy-mapコマンドを使用します。ポリシーマップを削除
するには、このコマンドの no形式を使用します。

Supported Platforms Other Than Cisco 10000 and Cisco 7600 Series Routers

policy-map [type {stack| access-control| port-filter| queue-threshold| logging log-policy}] policy-map-name

no policy-map [type {stack| access-control| port-filter| queue-threshold| logging log-policy}]
policy-map-name

Cisco 10000 Series Router

policy-map [type {control| service}] policy-map-name

no policy-map [type {control| service}] policy-map-name

Cisco CMTS and 7600 Series Router

policy-map [type {class-routing ipv4 unicast unicast-name| control control-name| service service-name}]
policy-map-name

no policy-map [type {class-routing ipv4 unicast unicast-name| control control-name| service service-name}]
policy-map-name

___________________
構文の説明

（任意）ポリシーマップタイプを指定します。type

（任意）該当するプロトコルスタックで検索す

る完全一致パターンを決定します。

stack

（任意）Flexible PacketMatching（FPM）機能用
のポリシーマップをイネーブルにします。

access-control

（任意）ポートフィルタ機能用のポリシーマッ

プをイネーブルにします。

port-filter

（任意）キューのしきい値機能用のポリシー

マップをイネーブルにします。

queue-threshold

（任意）コントロールプレーンのパケットロ

ギング機能用のポリシーマップをイネーブルに

します。

logging

（任意）コントロールプレーンロギングのロ

グポリシーのタイプ。

log-policy
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ポリシーマップ名です。policy-map-name

（任意）制御ポリシーマップを作成します。control

制御ポリシーマップの名前。control-name

（任意）サービスポリシーマップを作成しま

す。

service

サービスポリシーマップの名前。service-name

クラスルーティングポリシーマップを設定し

ます。

class-routing

クラスルーティング IPv4ポリシーマップを設
定します。

ipv4

クラスルーティング IPv4ユニキャストポリシー
マップを設定します。

unicast

ユニキャストポリシーマップ名。unicast-name

___________________
コマンドデフォルト ポリシーマップは設定されません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.0(5)T

このコマンドが変更されました。 Flexible Packet Matchingをサポートする
ため、typeキーワードと access-controlキーワードが追加されました。コ
ントロールプレーン保護をサポートするため、port-filterキーワードと
queue-thresholdキーワードが追加されました。

12.4(4)T

このコマンドが変更されました。コントロールプレーンパケットロギン

グをサポートするために、loggingキーワードが追加されました。
12.4(6)T

このコマンドが変更されました。 Cisco 10000シリーズルータをサポート
するために、controlキーワードと serviceキーワードが追加されました。

12.2(31)SB
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変更内容リリース

このコマンドが変更されました。

• typeキーワードと access-controlキーワードが、Supervisor
32/Programmable Intelligent ServicesAccelerator（PISA）エンジンに搭載
されている Catalyst 6500シリーズスイッチの Cisco IOS Release
12.2(18)ZYに統合されました。

•コマンドは、Supervisor 32/PISAエンジンに搭載されている Catalyst
6500シリーズスイッチの Network-Based Application Recognition
（NBAR）機能を拡張するため、変更されました。

12.2(18)ZY

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。
このトレインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャ
セット、プラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによっ

て異なります。

12.2SX

このコマンドが変更されました。このコマンドのサポートが Cisco 7600シ
リーズルータに実装されました。

12.2(33)SRC

このコマンドが、Cisco IOS XE Release 2.1に統合され、Cisco ASR 1000シ
リーズルータに実装されました。

Cisco IOSXERelease
2.1

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SCFに統合されました。12.2(33)SCF

___________________
使用上のガイドライン 一致基準がクラスマップに定義されているクラスのポリシーを設定する前に、作成、追加、また

は変更するポリシーマップの名前を指定するには、policy-mapコマンドを使用します。policy-map
コマンドにより、ポリシーマップコンフィギュレーションモードが開始されます。このモード

では、ポリシーマップのクラスポリシーを設定または変更することができます。

クラスポリシーをポリシーマップ内で設定できるのは、クラスに一致基準が定義されている場合

だけです。クラスの一致基準を設定するには、class-mapコマンドと matchコマンドを使用しま
す。最大 64のクラスマップを設定できるため、特に注意が示されている場合以外では、Cisco
7600システムの Quality of Service（QoS）クラスマップに、64を超えるクラスポリシーをポリ
シーマップに含めることはできません。

Cisco 7600シリーズルータの QoSクラスマップでは、ポリシーマップの制限は 1024クラス
マップおよび 256クラスです。

（注）

ATMセル損失率優先度（CLP）ビット QoSを含むポリシーマップは、PPP over X（PPPoX）セッ
ションに付加できません。ポリシーマップは、set atm-clpコマンドを指定しない場合にだけ受け
入れられます。
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1つのポリシーマップは、同時に複数のインターフェイスに付加できます。特に注意が示されて
いる場合以外では、ポリシーマップをインターフェイスに付加しようとするときに、インター

フェイス上の使用可能な帯域幅が、ポリシーマップを構成しているクラスポリシーで必要な合計

帯域幅に満たない場合、付加は拒否されます。このような場合、ポリシーマップが他のインター

フェイスにすでに付加されている場合、マップはそのインターフェイスから削除されます。

この制限は、Session Initiation Protocol（SIP）-400アクセス対向ラインカードを持つ Cisco 7600
シリーズルータでは適用されません。

（注）

適用されたポリシーマップ内のクラスポリシーを変更する場合、常にクラスベース均等化キュー

イング（CBWFQ）が通知され、新しいクラスは CBWFQシステムのポリシーマップの一部とし
てインストールされます。

サブスクライバプロファイルを介したポリシーマップのインストールは、サポートされませ

ん。サポートされていないポリシーマップを設定した場合で、多数のセッションがある場合、

同等数の多数のメッセージがコンソールに印刷されます。たとえば、32,000のセッションが
ある場合、32,000のメッセージが 9,600ボーでコンソールに印刷されます。

（注）

クラスキュー（Cisco 10000 シリーズルータのみ）

Performance Routing Engine（PRE）2によって、ポリシーマップに 31のクラスキューを設定する
ことができます。

PRE3により、プライオリティレベル1の1個のキュー、プライオリティレベル2の1個のキュー、
12個のクラスキューと、1個のデフォルトキューをポリシーマップに設定することができます。

制御ポリシー（Cisco 10000 シリーズルータのみ）

制御ポリシーは、指定されたイベントと条件に対応してシステムが実行するアクションを定義し

ます。

制御ポリシーは 1つ以上の制御ポリシールールで作成されます。制御ポリシールールは、制御
クラスを 1つ以上のアクションに関連付けます。制御クラスはアクションが実行される前に満た
す必要がある条件を定義します。

制御ポリシーの定義には 3つの手順があります。

1 class-map type controlコマンドを使用して、1つ以上の制御クラスマップを作成します。

2 policy-map type controlコマンドを使用して、制御クラスマップを作成します。

制御ポリシーマップには1つ以上の制御ポリシールールが含まれます。制御ポリシールールは、
制御クラスマップを 1つ以上のアクションに関連付けます。アクションに番号が付けられ、順に
実行されます。

1 service-policy type controlコマンドを使用して、制御ポリシーマップをコンテキストに適用し
ます。
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サービスポリシー（Cisco 10000 シリーズルータのみ）

サービスポリシーマップおよびサービスプロファイルには、トラフィックポリシーおよびその

他の機能の集まりが含まれます。トラフィックポリシーによって、セッショントラフィックに

適用される機能が決まります。また、サービスポリシーマップまたはサービスプロファイルに

は、ネットワーク転送ポリシーという、セッションデータパケットをネットワークに転送する方

法を指定する特定のタイプのトラフィックポリシーが含まれています。

ポリシーマップの制限（Catalyst 6500 シリーズスイッチのみ）

Cisco IOS Release 12.2(18)ZYには、Supervisor 32/PISAエンジンに搭載されている Catalyst 6500シ
リーズスイッチ用に設計されたソフトウェアが含まれます。このリリースとプラットフォームに

は、ポリシーマップと matchコマンドを使用する場合、次の制限があります。

•ポリシーマップがインターフェイスに付加されている場合、既存のポリシーマップを変更
できません。ポリシーマップを変更するには、service-policyコマンドの no形式を使用して
インターフェイスからポリシーマップを削除します。

•ポリシーマップには、トラフィッククラスが含まれます。トラフィッククラスには、プロ
トコルタイプまたはアプリケーションに基づいてパケットを照合する（およびこれらをグ

ループに編成する）ために使用できる 1つまたは複数のmatchコマンドを含めることができ
ます。必要に応じて任意の数のトラフィッククラスを作成できます。ただし、次の制限が

適用されます。

• 1つのトラフィッククラスは、最大 8個のプロトコルまたはアプリケーションに一致す
るように設定できます。

•複数のトラフィッククラスは累積最大 95個のプロトコルまたはアプリケーションに一
致するように設定できます。

___________________
例 次に、「policy1」というポリシーマップの作成方法と、そのポリシーマップに含まれる 2つのク

ラスポリシーの設定方法の例を示します。「class1」というクラスポリシーにより、アクセスコ
ントロールリスト（ACL）136に一致するトラフィックのためのポリシーが指定されます。 2つ
目のクラスは、設定されている一致基準を満たさないパケットが誘導されるデフォルトクラスで

す。

! The following commands create class-map class1 and define its match criteria:
class-map class1
match access-group 136
! The following commands create the policy map, which is defined to contain policy
! specification for class1 and the default class:
policy-map policy1
class class1
bandwidth 2000
queue-limit 40
class class-default
fair-queue 16
queue-limit 20

次に、「policy9」というポリシーマップの作成方法と、そのポリシーマップに属する 3つのクラ
スポリシーの設定方法の例を示します。これらのクラスのうち、2つが、番号付き ACLまたは
インターフェイス名に基づく一致基準を指定するクラスマップ付きクラスのポリシーを指定し、
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残りの1つが、設定されている一致基準を満たしていないパケットが向けられている「class-default」
というデフォルトのクラスのポリシーを指定します。

policy-map policy9

class acl136
bandwidth 2000
queue-limit 40

class ethernet101
bandwidth 3000
random-detect exponential-weighting-constant 10
class class-default
fair-queue 10
queue-limit 20

次に、セッションの開始時点でQoSサービスを開始するように設定されたモジュラQoSコマンド
ラインインターフェイス（MQC）のポリシーマップの例を示します。

Router> enable
Router# configure terminal
Router(config)# policy-map type control TEST
Router(config-control-policymap)# class type control always event session-start
Router(config-control-policymap-class-control)# 1
service-policy type service name QoS_Service
Router(config-control-policymap-class-control)# end

___________________
例 次に、「rule4」という制御ポリシーマップの設定例を示します。制御ポリシーマップ rule4に

は、Network Access Server（NAS）ポート IDを使用して加入者を許可する操作で、「class3」とい
う制御クラスに関連付けられた 1個のポリシールールが含まれます。 service-policy type control
コマンドは、制御ポリシーマップを全体的に適用するために使用されます。

class-map type control match-all class3
match access-type pppoe
match domain cisco.com
available nas-port-id
!
policy-map type control rule4
class type control class3
authorize nas-port-id

!
service-policy type control rule4

次に、「redirect-profile」というサービスポリシーマップ設定の例を示します。

policy-map type service redirect-profile
class type traffic CLASS-ALL
redirect to group redirect-sg

___________________
例 次に、802.1pドメイン用のポリシーマップを定義する例を示します。

enable
configure terminal
policy-map cos7
class cos7
set cos 2
end

次に、MPLSドメイン用のポリシーマップを定義する例を示します。
enable
configure terminal
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policy-map exp7
class exp7
set mpls experimental topmost 2
end

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ポリシーマップに属するクラスに割り当てる帯

域幅を指定または変更します。

bandwidth（ポリシーマップクラス）

ポリシーを作成または変更するクラスの名前

と、ポリシーを設定する前のデフォルトクラス

を指定します。

class（ポリシーマップ）

帯域幅が設定または変更されるデフォルトクラ

スを指定します。

class class-default

指定したクラスへのパケットのマッチングに使

用するクラスマップを作成します。

class-map

デフォルトクラスポリシーの一部として

class-defaultクラスで使用するために予約するダ
イナミックキューの数を指定します。

fair-queue（class-default）

指定した ACLをベースにクラスマップに対し
て一致基準を設定します。

match access-group

ポリシーマップで設定されているクラスポリ

シー用にキューで維持できるパケットの最大数

の指定または修正を行います。

queue-limit

WREDまたはDWREDをイネーブルにします。random-detect（インターフェイス）

キューの平均サイズ計算のためのWREDおよ
び DWRED指数加重係数を設定します。

random-detect exponential-weighting-constant

特定の IP precedenceに対するWREDパラメー
タと DWREDパラメータを設定します。

random-detectservice-policy precedence

入力インターフェイスまたは VC、あるいは出
力インターフェイスまたは VCに、そのイン
ターフェイスまたはVCのサービスポリシーと
して使用するポリシーマップを対応付けます。

service-policy

ポリシーマップが設定されている場合、ATM
CLPビットを設定します。

set atm-clp precedence
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priority-group

Cisco IOSRelease 15.1(3)T以降、priority-groupコマンドは非表示です。このコマンドは、Cisco
IOSソフトウェアでも使用できますが、CLI対話型ヘルプは、コマンドラインに疑問符を入力
して表示しようとしても表示されません。このコマンドは、将来のリリースで完全に廃止さ

れます。これは、適切な交換用コマンド（または一連のコマンド）を使用する必要があること

を意味します。詳細（交換用コマンドのリストを含む）については『Cisco IOSQuality of Service
Solutions Configuration Guide』の「Legacy QoS Command Deprecation」機能マニュアルを参照し
てください。

（注）

インターフェイスに指定されたプライオリティリストを割り当てるには、インターフェイスコン

フィギュレーションモードで priority-groupコマンドを使用します。指定されたプライオリティ
のグループ割り当てを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

priority-group list-number

no priority-group list-number

___________________
構文の説明

インターフェイスに割り当てられたプライオリ

ティリスト番号。1～16の番号が割り当てられ
ます。

list-number

___________________
コマンドデフォルト ディセーブル

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。10.0

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされま
す。このトレインの特定の12.2SXリリースにおけるサポートは、フィー
チャセット、プラットフォーム、およびプラットフォームハードウェ

アによって異なります。

12.2SX
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変更内容リリース

このコマンドが変更されました。このコマンドは非表示です。15.1(3)T

___________________
使用上のガイドライン 1つのインターフェイスに 1つのリストのみを割り当てることができます。プライオリティ出力

キューイングにより、インターフェイスに送信されるパケットに順位づけする機能が提供されま

す。

出力キューの現在のステータスを表示するには、showqueueingコマンドと showinterfacesコマン
ドを使用します。

___________________
例 次の例では、シリアルインターフェイス 0で送信するパケットがプライオリティリスト 1に分類

されます。

interface serial 0
priority-group 1

次に、シリアルトンネル（STUN）接続でのシリアルリンクのアドレスに基づいてキューイング
の優先順位を設定する例を示します。出力インターフェイスへのポリシーグループを割り当てる

には、priority-groupインターフェイスコンフィギュレーションコマンドを使用する必要がある
ことに注意してください。

stun peer-name 172.16.0.0
stun protocol-group 1 sdlc
!
interface serial 0
! Disable the ip address for interface serial 0:
no ip address
! Enable the interface for STUN:
encapsulation stun
!
stun group 2
stun route address 10 tcp 172.16.0.1 local-ack priority
!
! Assign priority group 1 to the input side of interface serial 0:
priority-group 1
! Assign a low priority to priority list 1 on serial link identified
! by group 2 and address A7:
priority-list 1 stun low address 2 A7

___________________
関連コマンド

説明コマンド

LUアドレスに基づいてキューイングの優先順
位設定するための手順の 1つとして、キューイ
ングの優先順位を LUにマッピングします。

locaddr-priority-list

プライオリティリストの他のルールに一致しな

いパケット用にプライオリティキューを割り当

てます。

priority-list default
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説明コマンド

特定のインターフェイスから着信するパケット

にキューイングの優先順位を設定します。

priority-list interface

プロトコルタイプに基づいてキューイングの優

先順位を設定します。

priority-list protocol

TCPポートに基づいて BSTUNまたは STUNの
キューイングの優先順位を設定します。

priority-list protocol ip tcp

シリアルリンクアドレスに基づいて STUNの
キューイングの優先順位を設定します。

priority-list protocol stun address

各プライオリティキューで待機できるパケット

の最大数を指定します。

priority-list queue-limit

ルータまたはアクセスサーバで設定されている

すべてのインターフェイスの統計情報を表示し

ます。

show interfaces

特定のインターフェイスまたは VCのキュー内
部のパケットのコンテンツを表示します。

show queue

すべてまたは選択した設定済みキューイング戦

略を表示します。

show queueing
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priority level
複数のプライオリティキューを設定するには、ポリシーマップクラスコンフィギュレーション

モードで priority levelコマンドを使用します。クラスに指定したプライオリティレベルを削除す
るには、このコマンドの no形式を使用します。

priority level level

no priority level level

___________________
構文の説明

完全プライオリティサービスモデルの複数の

レベルを定義します。特定レベルのプライオリ

ティサービスを持つトラフィッククラスをイ

ネーブルにすると、特定レベルのプライオリ

ティサービスでイネーブルになっているすべて

のトラフィックに単一のプライオリティキュー

が関連付けられることを意味します。

有効な値は、1（高プライオリティ）～4（低プ
ライオリティ）です。デフォルトは 1です。
Cisco ASR 1000シリーズルータおよび Cisco
ASR 903シリーズルータでは、有効値は 1（高
プライオリティ）～2（低プライオリティ）で
す。デフォルトは 1です。

level

___________________
コマンドデフォルト プライオリティレベルには 1のデフォルトレベルがあります。

___________________
コマンドモード ポリシーマップクラスコンフィギュレーション（config-pmap-c）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドは、複数レベルの完全プライオリティキューイン

グを提供するために導入され、PRE3向け Cisco 10000シリーズ
ルータに実装されました。

12.2(31)SB2

このコマンドが Cisco ASR 1000シリーズルータに実装されまし
た。

Cisco IOS XE Release 2.1
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変更内容リリース

このコマンドが Cisco ASR 903シリーズルータに実装されまし
た。

Cisco IOS XE Release 3.7S

___________________
使用上のガイドライン bandwidthコマンドと priority levelコマンドは、同じポリシーマップ内の同じクラスでは使用で

きません。ただし、これらのコマンドは同じポリシーマップでは使用できます。

shapeコマンドと priority levelコマンドは、同じポリシーマップ内の同じクラスでは使用できま
せん。ただし、これらのコマンドは同じポリシーマップでは使用できます。

ポリシーマップで、1つまたは複数のクラスにプライオリティステータスを指定できます。ルー
タは、同じプライオリティレベルでイネーブルになっているトラフィックすべてに単一のプライ

オリティキューを関連付け、次のレベルのプライオリティキューおよび非プライオリティキュー

を処理する前に空になるまで、高レベルプライオリティキューを処理します。

同じポリシーマップ内の異なる 2つのクラスに同じプライオリティレベルを指定することはでき
ません。

同じポリシーマップ内の異なる 2種類のクラスに priorityコマンドと priority levelコマンドを指
定することはできません。たとえば、異なるクラスに priority bandwidth kbpsまたは priority
percent percentageコマンドと priority levelコマンドを指定することはできません。

priority levelコマンドが特定のレベルのプライオリティサービスに設定されると、そのレベルの
プライオリティに1つのクラスが設定されている場合のみ、queue-limitコマンドと random-detect
コマンドが使用できます。

任意のプライオリティレベルのプライオリティキューとしてデフォルトキューを設定すること

はできません。

Cisco 10000シリーズルータ、Cisco ASR 1000シリーズルータ、および Cisco ASR 903シリーズ
ルータ

Cisco 10000シリーズルータ、Cisco ASR 1000シリーズルータ、および Cisco ASR 903シリーズ
ルータは、2つのレベルのプライオリティサービス（レベル 1（高）とレベル 2（低））をサポー
トします。プライオリティレベルを指定しなかった場合、ルータはデフォルトレベルの 1を使
用します。トラフィッククラスに低遅延動作を指定する必要があることをレベル 1で指定しま
す。高レベルキューは、次のレベルのキューおよび非プライオリティキューの前に空になるま

で処理されます。

___________________
例 次に、複数のプライオリティキューを設定する例を示します。例では、Customer1というトラ

フィッククラスには、高いプライオリティ（レベル1）が指定され、Customer2というクラスには
レベル 2のプライオリティが指定されます。 Customer2トラフィックで帯域幅不足が発生しない
ようにするため、Customer1トラフィックは使用可能な帯域幅の 30%でポリシングされます。

Router> enable
Router# config terminal
Router(config)# policy-map Business
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Router(config-pmap)# class Customer1
Router(config-pmap-c)# priority level 1
Router(config-pmap-c)# police 30
Router(config-pmap-c)# exit
Router(config-pmap)# class Customer2
Router(config-pmap-c)# priority level 2

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ポリシーマップに属するクラスに割り当てる帯

域幅を指定または変更します。

bandwidth

トラフィッククラスにプライオリティを割り当

てます。

priority

指定したインターフェイスまたはサブインター

フェイス上か、インターフェイス上の特定の

PVCに対し、すべてのサービスポリシーに対
して設定されているすべてのクラスのパケット

統計情報を表示します。設定されているすべて

のプライオリティレベルの統計情報を表示しま

す。

show policy-map interface
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priority-list default
プライオリティリストの他のどのルールにも一致しないパケットにプライオリティキューを割り

当てるには、グローバルコンフィギュレーションモードで priority-listdefaultコマンドを使用し
ます。デフォルトに戻す場合やデフォルトとして normalを割り当てるには、このコマンドの no
形式を使用します。

priority-list list-number default {high| medium| normal| low}

no priority-list list-number default

___________________
構文の説明

プライオリティリストを識別する 1～16の番
号。

list-number

プライオリティキューのレベル。このコマン

ドの no形式を使用すると、normalキューが使
用されます。

high |medium | normal | low

___________________
コマンドデフォルト このコマンドはデフォルトではディセーブルになっています。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。10.0

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOSRelease12.2SXトレインでサポートされます。
このトレインの特定の12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャ
セット、プラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアに

よって異なります。

12.2SX

___________________
使用上のガイドライン 複数のルールを使用すると、システムが出現順にプライオリティ設定を読み取ることに注意して

ください。パケットを分類すると、一致するプロトコルまたはインターフェイスのタイプについ

て、priority-listコマンドで指定されたルールのリストを検索します。一致が見つかると、システ
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ムは適切なキューにパケットを割り当てます。システムは、指定された順序でリストを検索し、

最初に一致するルールで検索が終了します。

___________________
例 次に、プライオリティリストの他のどのルールにも一致しないパケット用のプライオリティキュー

を低プライオリティに設定する例を示します。

priority-list 1 default low

___________________
関連コマンド

説明コマンド

インターフェイスに指定されたプライオリティ

リストを割り当てます。

priority-group

特定のインターフェイスから着信するパケット

にキューイングの優先順位を設定します。

priority-list interface

プロトコルタイプに基づいてキューイングの優

先順位を設定します。

priority-list protocol

各プライオリティキューで待機できるパケット

の最大数を指定します。

priority-list queue-limit

特定のインターフェイスまたは VCのキュー内
部のパケットのコンテンツを表示します。

show queue

すべてまたは選択した設定済みキューイング戦

略を表示します。

show queueing
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priority-list interface
特定のインターフェイスから着信するパケットのキューイング優先度を設定するには、グローバ

ルコンフィギュレーションモードで priority-listinterfaceコマンドを使用します。リストからエ
ントリを削除するには、適切な引数を指定してこのコマンドの no形式を使用します。

priority-list list-number interface interface-type interface-number {high| medium| normal| low}

no priority-list list-number interface interface-type interface-number {high| medium| normal| low}

___________________
構文の説明

プライオリティリストを識別する 1～16の番
号。

list-number

インターフェイスのタイプ。interface-type

インターフェイスの番号。interface-number

プライオリティキューのレベル。high |medium | normal | low

___________________
コマンドデフォルト キューイングプライオリティはデフォルトで設定されていません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。10.0

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOSRelease12.2SXトレインでサポートされます。
このトレインの特定の12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャ
セット、プラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアに

よって異なります。

12.2SX

___________________
使用上のガイドライン 複数のルールを使用すると、システムが出現順にプライオリティ設定を読み取ることに注意して

ください。パケットを分類すると、一致するプロトコルまたはインターフェイスのタイプについ
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て、priority-listコマンドで指定されたルールのリストを検索します。一致が見つかると、システ
ムは適切なキューにパケットを割り当てます。システムは、指定された順序でリストを検索し、

最初に一致するルールで検索が終了します。

___________________
例 次に、ミディアムプライオリティキューレベルにシリアルインターフェイス 0に着信するリス

トを割り当てる例を示します。

priority-list 3 interface serial 0 medium

このコマンドは、パケットがインターフェイスに接続されるする方法を規定するルールを定義

します。ルールが定義されると、パケットは priority-groupコマンドを使用して、インター
フェイスに実際に接続されます。

（注）

___________________
関連コマンド

説明コマンド

インターフェイスに指定されたプライオリティ

リストを割り当てます。

priority-group

プライオリティリストの他のルールに一致しな

いパケット用にプライオリティキューを割り当

てます。

priority-list default

プロトコルタイプに基づいてキューイングの優

先順位を設定します。

priority-list protocol

各プライオリティキューで待機できるパケット

の最大数を指定します。

priority-list queue-limit

特定のインターフェイスまたは VCのキュー内
部のパケットのコンテンツを表示します。

show queue

すべてまたは選択した設定済みキューイング戦

略を表示します。

show queueing
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priority-list protocol
プロトコルタイプに基づいてキューイングの優先順位を設定するには、グローバルコンフィギュ

レーションモードで priority-listprotocolコマンドを使用します。プロトコルタイプによって割
り当てられたプライオリティリストエントリを削除するには、適切な引数を指定してこのコマン

ドの no形式を使用します。

priority-list list-number protocol protocol-name {high|medium| normal| low} queue-keyword keyword-value

no priority-list list-number protocol protocol-name {high| medium| normal| low} queue-keyword
keyword-value

___________________
構文の説明

プライオリティリストを識別する 1～16の番
号。

list-number

プロトコルタイプ：aarp、appletalk、arp、
bridge (transparent)、clns、clns_es、clns_is、
compressedtcp、cmns、decnet、decnet_node、
decnet_router-l1、decnet_router-l2、dlsw、ip、
ipx、pad、rsrb、stun、および x25。

protocol-name

プライオリティキューのレベル。high |medium | normal | low

利用可能なキーワードは、fragments、gt、list、
lt、tcp、およびudpです。キーワードと値に関
する詳細については、「使用上のガイドライ

ン」の項の表 20を参照してください。

queue-keyword keyword-value

___________________
コマンドデフォルト キューイングの優先度は設定されていません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。10.0

   QoS ソリューションコマンドリファレンス、Cisco IOS XE Release 3SE（Catalyst 3850 スイッチ）
98

P から V
priority-list protocol



変更内容リリース

このコマンドが変更されました。apollo、vines、およびxnsキーワードは、
プロトコルタイプのリストから除外されました。これらのプロトコルは、

Apollo Domain、Banyan VINES、Xerox Network Systems（XNS）が Release
12.2(13)Tで廃止されたため、削除されました。

12.2(13)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。
このトレインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャ
セット、プラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによっ

て異なります。

12.2SX

___________________
使用上のガイドライン 単一プロトコルに複数のルールを使用すると、システムが出現順にプライオリティ設定を読み取

ることに注意してください。パケットを分類すると、一致するプロトコルのタイプについて、

priority-listコマンドで指定されたルールのリストを検索します。一致が見つかると、システムは
適切なキューにパケットを割り当てます。システムは、指定された順序でリストを検索し、最初

に一致するルールで検索が終了します。

decnet_router-l1キーワードは、エリア内ルータである、すべてのレベル 1ルータのマルチキャス
トアドレスを示し、decnet_router-l2キーワードは、エリア間ルータである、すべてのレベル 2
ルータを示します。

dlsw、rsrb、および stunキーワードはダイレクトカプセル化だけを示します。

システムのキューイングプライオリティを設定するには、次の表を使用します。
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表 4：プロトコルのプライオリティキューのキーワードと値

説明オプション

フラグメント化された IPパケットに定義済み
のプライオリティレベルを割り当てます（IP
のみで使用）。具体的には、このコマンドは、

フラグメントオフセットフィールドがゼロ以

外の IPパケットに一致します。フラグメント
化された IPパケットの初期フラグメントには、
ゼロのフラグメントオフセットがあるため、そ

のようなパケットは、このコマンドと一致しま

せん。

ゼロ以外のフラグメントオフセット

が設定されたパケットには、TCPヘッ
ダーまたはユーザデータグラムプロ

トコル（UDP）ヘッダーが含まれない
ため、tcpキーワードまたは udpキー
ワードを使用するこのコマンドの他の

インスタンスは、このようなパケット

に一致しません。

（注）

fragments

より大きい数を指定します。割り当てられたプ

ライオリティレベルは、パケットサイズが

byte-count引数に入力した値を超えると有効に
なります。

発信インターフェイス上でのMACカ
プセル化のため、パケットのサイズ

に追加バイトが含まれている必要も

あります。

（注）

gt byte-count

AppleTalk、ブリッジング、IP、IPX、VINES、
または XNSで使用されるときに、指定された
リストに従ってトラフィックプライオリティを

割り当てます。 list-number引数は、指定された
protocol-nameに対する access-listグローバルコ
ンフィギュレーションコマンドによって指定さ

れるアクセスリスト番号です。たとえば、プ

ロトコルが AppleTalkの場合は、list-numberは
有効な AppleTalkアクセスリスト番号である必
要があります。

list list-number
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説明オプション

より少ない数を指定します。割り当てられたプ

ライオリティレベルは、パケットサイズが

byte-count引数に入力した値よりも小さいと有
効になります。

発信インターフェイス上でのMACカ
プセル化のため、パケットのサイズ

に追加バイトが含まれている必要も

あります。

（注）

lt byte-count

指定されたポートから発信する、またはポート

を宛先とするTCPセグメントに定義済みのプラ
イオリティレベルを割り当てます（IPのみで
使用）。表 21に、共通 TCPサービスおよび
ポート番号を示します。

tcp port

指定されたポートから発信する、またはポート

を宛先とする UDPパケットに定義済みのプラ
イオリティレベルを割り当てます（IPのみで
使用）。表 22に、共通 UDPサービスおよび
ポート番号を示します。

udp port

表 5：共通 TCP サービスおよびポート番号

ポートサービス

20FTPデータ

21FTP

25シンプルメール転送プロトコル（SMTP）

23Telnet

TCPサービスおよびポート番号の完全なリストを表示するには、次の例のようなヘルプスト
リングを入力してください：Router(config)#prioritylist4protocolipmediumtcp?

（注）
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表 6：共通 UDP サービスとポート番号

ポートサービス

53ドメインネームシステム（DNS）

2049ネットワークファイルシステム（NFS）

111リモートプロシージャコール（RPC）

161SNMP

69TFTP

UDPサービスとポート番号の完全なリストを表示するには、次の例のようなヘルプストリン
グを入力してください:Router(config)#prioritylist4protocolipmediumudp?

（注）

表の上部には、共通のTCPおよびUDPポート番号の一部が含まれます。順位付けするすべて
のポート番号を指定することができます。ここにリストされている番号には限定されません。

TFTPや FTPなどの一部のプロトコルでは、最初の要求だけがポート 69を使用します。後続
のパケットは任意に選択されているポート番号を使用します。このようなタイプのプロトコ

ルの場合は、ポート番号の使用はキュートラフィックを管理する効率的な方法ではありませ

ん。

（注）

___________________
例 次に、1を任意のプライオリティリスト番号として割り当て、DECnetをプロトコルタイプとし

て指定し、このインターフェイスで送信される DECnetパケットに高プライオリティレベルを割
り当てる例を示します。

priority-list 1 protocol decnet high

次に、サイズが 200バイトよりも大きいすべての DECnetパケットにミディアムプライオリティ
レベルを割り当てる例を示します。

priority-list 2 protocol decnet medium gt 200

次に、サイズが 200バイトよりも小さいすべての DECnetパケットにミディアムプライオリティ
レベルを割り当てる例を示します。

priority-list 4 protocol decnet medium lt 200

次に、IPアクセスリスト 10に一致するトラフィックに高プライオリティレベルを割り当てる例
を示します。

priority-list 1 protocol ip high list 10
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次に、Telnetパケットにミディアムプライオリティレベルを割り当てる例を示します。

priority-list 4 protocol ip medium tcp 23

次に、UDP DNSパケットにミディアムプライオリティレベルを割り当てる例を示します。

priority-list 4 protocol ip medium udp 53

次に、イーサネットアクセスリスト 201に一致するトラフィックに高プライオリティレベルを
割り当てる例を示します。

priority-list 1 protocol bridge high list 201

次に、TCPカプセル化を使用したデータリンクスイッチングプラス（DLSw+）トラフィックに
高プライオリティレベルを割り当てる例を示します。

priority-list 1 protocol ip high tcp 2065

次に、直接カプセル化を使用した DLSw+トラフィックに高プライオリティレベルを割り当てる
例を示します。

priority-list 1 protocol dlsw high

このコマンドは、パケットがインターフェイスに接続される方法を規定するルールを定義しま

す。ルールが定義されると、パケットは priority-groupコマンドを使用して、インターフェイ
スに実際に接続されます。

（注）

___________________
関連コマンド

説明コマンド

インターフェイスに指定されたプライオリティ

リストを割り当てます。

priority-group

プライオリティリストの他のルールに一致しな

いパケット用にプライオリティキューを割り当

てます。

priority-list default

特定のインターフェイスから着信するパケット

にキューイングの優先順位を設定します。

priority-list interface

各プライオリティキューで待機できるパケット

の最大数を指定します。

priority-list queue-limit

特定のインターフェイスまたは VCのキュー内
部のパケットのコンテンツを表示します。

show queue

すべてまたは選択した設定済みキューイング戦

略を表示します。

show queueing
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priority-list queue-limit
各プライオリティキューで待機できるパケットの最大数を指定するには、グローバルコンフィ

ギュレーションモードで priority-listqueue-limitコマンドを使用します。標準キューを選択する
には、このコマンドの no形式を使用します。

priority-list list-number queue-limit high-limit medium-limit normal-limit low-limit

no priority-list list-number queue-limit

___________________
構文の説明

プライオリティリストを識別する 1～16の番
号。

list-number

プライオリティキューの最大長。この 4個の
引数うち、いずれかの値が 0の場合、キュー
は、その特定のキューの無制限サイズにできる

ことを意味します。これらの引数のデフォルト

値については、次の表を参照してください。

high-limit medium-limit normal-limit low-limit

___________________
コマンドデフォルト なし。デフォルトのキュー制限引数のリストについては、このコマンドの「使用上のガイドライ

ン」の項に含まれる以下の表を参照してください。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。10.0

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされま
す。このトレインの特定の12.2SXリリースにおけるサポートは、フィー
チャセット、プラットフォーム、およびプラットフォームハードウェ

アによって異なります。

12.2SX
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___________________
使用上のガイドライン プライオリティキューでオーバーフローが生じた場合、超過パケットは廃棄され、必要に応じて

プロトコルに関するメッセージが送信される場合があります。

デフォルトのキュー制限値は次の表のとおりです。

表 7：デフォルトのプライオリティキューのパケット制限

パケットの制限プライオリティキューの引数

20high-limit

40medium-limit

60normal-limit

80low-limit

プライオリティキューイングがイネーブルで、キューにアクティブな Integrated ServicesDigital
Network（ISDN）コールが存在する場合、priority-listqueue-limitコマンドの設定を変更する
と、キューからコールがドロップされます。プライオリティキューイングの詳細については、

『Cisco IOS Quality of Service Solutions Configuration Guide』を参照してください。

（注）

___________________
例 次に、プライオリティキュー 10に最大パケットを設定する例を示します。

Router(config)# priority-list 2 queue-limit 10 40 60 80

___________________
関連コマンド

説明コマンド

インターフェイスに指定されたプライオリティ

リストを割り当てます。

priority-group

プライオリティリストの他のルールに一致しな

いパケット用にプライオリティキューを割り当

てます。

priority-list default

特定のインターフェイスから着信するパケット

にキューイングの優先順位を設定します。

priority-list interface
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説明コマンド

プロトコルタイプに基づいてキューイングの優

先順位を設定します。

priority-list protocol

特定のインターフェイスまたは VCのキュー内
部のパケットのコンテンツを表示します。

show queue

すべてまたは選択した設定済みキューイング戦

略を表示します。

show queueing
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service-policy
入力インターフェイス、仮想回線（VC）、出力インターフェイス、または、インターフェイスか
VCのサービスポリシーとして使用される VCに、ポリシーマップを付加するには、適切なコン
フィギュレーションモードで service-policyコマンドを使用します。入力インターフェイス、出
力インターフェイス、入力 VC、出力 VCからサービスポリシーを削除するには、このコマンド
の no形式を使用します。

service-policy [type access-control] {input| output} policy-map-name

no service-policy [type access-control] {input| output} policy-map-name

Cisco 10000 Series and Cisco 7600 Series Routers

service-policy [history| {input| output} policy-map-name| type control control-policy-name]

no service-policy [history| {input| output} policy-map-name| type control control-policy-name]

___________________
構文の説明

（任意）該当するプロトコルスタックで検索す

る完全一致パターンを決定します。

type access-control

指定されたポリシーマップを入力インターフェ

イスまたは入力 VCに対応付けます。
input

指定されたポリシーマップを出力インターフェ

イスまたは出力 VCに対応付けます。
output

付加されるサービスポリシーマップ

（policy-mapコマンドを使用して作成）の名
前。名前には最大 40文字までの英数字を指定
できます。

policy-map-name

（任意）Quality of Service（QoS）メトリックの
履歴を保持します。

history

（任意）コンテキストに適用されるクラスベー

スのポリシー言語（CPL）制御ポリシーマップ
を作成します。

type control control-policy-name

___________________
コマンドデフォルト サービスポリシーは指定されていません。コントロールポリシーは、コンテキストには適用さ

れません。ポリシーマップは適用されません。___________________
コマンドモード ATM VCバンドルコンフィギュレーション（config-atm-bundle）
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ATM PVPコンフィギュレーション（config-if-atm-l2trans-pvp）

ATM VCコンフィギュレーションモード（config-if-atm-vc）

イーサネットサービスコンフィギュレーション（config-if-srv）

グローバルコンフィギュレーション（config）

インターフェイスコンフィギュレーション（config-if）

スタティックマップクラスコンフィギュレーション（config-map-class）

ATM PVC-in-rangeコンフィギュレーション（cfg-if-atm-range-pvc）

サブインターフェイスコンフィギュレーション（config-subif）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.0(5)T

このコマンドが Cisco IOS Release 12.0(5)XEに統合されました。12.0(5)XE

このコマンドが Cisco IOS Release 12.0(7)Sに統合されました。12.0(7)S

このコマンドが Cisco 10000シリーズルータに実装されました。12.0(17)SL

このコマンドが Cisco IOS Release 12.1(1)Eに統合されました。12.1(1)E

このコマンドは、フレームリレーVCで低遅延キューイング（LLQ）を
イネーブルにするよう、変更されました。

12.1(2)T

このコマンドのサポートが Cisco 7600シリーズルータに実装されまし
た。出力ポリシーマップのサポートが追加されました。

12.2(14)SX

このコマンドが ESR-PRE2に実装されました。12.2(15)BX

このコマンドは Supervisor Engine 2に実装され、Cisco IOS Release
12.2(17d)SXBに統合されました。

12.2(17d)SXB

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドが変更されました。 ATM VCでのポリシーマップ機能を
ATMVC範囲に拡張できるように、サブインターフェイスコンフィギュ
レーションモードとATMPVC-in-rangeコンフィギュレーションモード
のサポートが追加されました。

12.4(2)T

Flexible Packet Matching（FPM）をサポートするため、type stackキー
ワードと type controlキーワードが追加されました。

12.4(4)T
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変更内容リリース

このコマンドがCisco IOS Release 12.2(28)SBに統合され、Cisco 10000シ
リーズルータに実装されました。

12.2(28)SB

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2(31)SB2に統合されました。12.2(31)SB2

このコマンドは、Cisco 10000シリーズルータおよび Cisco 7200シリー
ズルータでのATMVCについてサブインターフェイスコンフィギュレー
ションモードとATMPVC-in-rangeコンフィギュレーションモードをサ
ポートするように変更されました。

12.3(7)XI2

type stackキーワードと type controlキーワードが、Programmable
Intelligent Services Accelerator（PISA）に搭載されている Catalyst 6500シ
リーズスイッチの Cisco IOS Release 12.2(18)ZYに統合されました。

12.2(18)ZY

このコマンドのサポートが Cisco 7600シリーズルータで拡張されまし
た。

12.2(33)SRC

このコマンドが変更されました。コマンドは、PRE3と PRE4の Cisco
10000シリーズルータに実装されました。

12.2(33)SB

このコマンドは、ATM PVPコンフィギュレーションモードをサポート
するよう、変更されました。

Cisco IOSXERelease 2.3

このコマンドは、従来のトラフィックシェーピングと、Ciscoモジュラ
QoSCLI（MQC）シェーピングを同じインターフェイスに同時に設定す
ることを防ぐために変更されました。

12.4(18e)

このコマンドは、イーサネットサービスコンフィギュレーションモー

ドをサポートするように変更されました。

Cisco IOS XE Release
3.3S

このコマンドが変更されました。 ip subscriber interfaceコマンドがイン
ターフェイスにすでに設定されいて、service-policy inputコマンドまた
は service-policy outputコマンドを設定しようとするとエラーが表示さ
れます。

Cisco IOS XE Release
3.5S

同時非キューイングポリシーをサブインターフェイスでイネーブルに

できるように、このコマンドが変更されました。

15.2(1)S

___________________
使用上のガイドライン 次の表に、コマンドの使用目的に基づいて選択するコンフィギュレーションモードを示します。
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表 8：コマンドアプリケーションに基づくコンフィギュレーションモード

モードアプリケーション

ATM VCサブモード独立型 VC

ATM VCバンドルコンフィギュレーションATM VCバンドルメンバー

サブインターフェイスコンフィギュレーションATM PVCの範囲

ATM PVC-in-rangeコンフィギュレーションPVC範囲内の個別の PVC

スタティックマップクラスコンフィギュレー

ション

フレームリレー VC

イーサネットサービスコンフィギュレーショ

ン

イーサネットサービス、イーサネット VC
（EVC）

1つまたは複数のインターフェイスや、1つまたは複数の VCに、1つのポリシーマップを付加
し、これらのインターフェイスまたは VCにサービスポリシーを指定できます。

クラスベースWFQ（CBWFQ）。ポリシーマップに含まれるクラスポリシーは、そのクラスの
クラスマップの一致基準を満たすパケットに適用されます。

インターフェイスまたは ATM VCにポリシーマップを付加する前に、ポリシーマップに含まれ
るクラスに設定されている最小帯域幅の集約値が、インターフェイス帯域幅または VCに割り当
てられている帯域幅の 75%（Cisco 10008ルータの 99%）以下である必要があります。

フレームリレー（プライオリティキューイング（PQ）/CBWFQ）の低遅延キューイング（LLQ）
をイネーブルにするには、先にインターフェイスコンフィギュレーションモードで frame-relay
traffic-shapingコマンドを使用してインターフェイスでフレームリレートラフィックシェーピン
グ（FRTS）をイネーブルにしておく必要があります。次にスタティックマップクラスコンフィ
ギュレーションモードで service-policyコマンドを使用してフレームリレー VCに出力サービス
ポリシーを付加します。

インターフェイスまたは ATM VCにポリシーマップを付加するには、ポリシーマップに含まれ
るクラスに設定されている最小帯域幅の集約値が、インターフェイス帯域幅または VCに割り当
てられている帯域幅の 75%以下である必要があります。フレームリレー VCに割り当てられて
いる帯域幅の合計は、frame-relay voice bandwidth または frame-relay ip rtp priorityスタティック
マップクラスコンフィギュレーションモードコマンドで予約された、VCの少ないすべての帯域
幅に設定されている最小認定情報レート（CIR）を超えてはいけません。これらの値が設定され
ていない場合、最小 CIRのデフォルトは CIRの半分になります。

物理インターフェイスでの CBWFQは、インターフェイスがデフォルトのキューイングモードに
ある場合のみ設定可能です。 E1（2.048Mbps）以下のシリアルインターフェイスでは、重み付け
均等化キューイング（WFQ）がデフォルトで使用されます。他のインターフェイスでは、先入れ
先出し（FIFO）がデフォルトで使用されます。物理インターフェイスでCBWFQをイネーブルに
すると、デフォルトのインターフェイスキューイング方式が上書きされます。 ATM相手先固定
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接続（PVC）で CBWFQをイネーブルにしても、デフォルトのキューイング方式は無効になりま
せん。

インターフェイスで CBWFQがイネーブルになっているサービスポリシーを付加する場合、ファ
ンシーキューイングに関連するコマンド（均等化キューイング、カスタムキューイング、プライ

オリティキューイング、重み付けランダム早期検出（WRED）に関連するコマンドなど）は、モ
ジュラQoSCLI（MQC）を使用して利用できます。ただし、インターフェイスからポリシーマッ
プを削除するまで、インターフェイス上でこの機能を直接設定することはできません。

Cisco IOS Release 12.4(18e)以降は、トラフィックシェーピングレートとMQCシェーピングを
同じインターフェイス上に同時に設定することはできません。サービスポリシーを付加する

前に、インターフェイス上に設定されているトラフィックシェーピングレートを削除する必

要があります。たとえば、service-policy {input | output} policy-map-nameコマンドを traffic-shape
rate コマンドがすでに有効な場合に入力しようとすると、次のメッセージが表示されます。
Remove traffic-shape rate configured on the interface before attaching the service-policy.

MQCシェーパーが最初に付加されていて、同じインターフェイスで従来の traffic-shape rate
コマンドを入力すると、コマンドは拒否され、エラーメッセージが表示されます。

（注）

マップを構成するクラスいずれかの帯域幅を変更するインターフェイスまたは VCに付加された
ポリシーマップを変更できます。付加されたポリシーマップに対して行った帯域幅の変更が有

効なのは、変更されたクラス帯域幅を含む、ポリシーマップを構成するすべてのクラスの帯域幅

の合計が、インターフェイス帯域幅またはVC帯域幅の 75パーセント以下の場合のみです。新し
い集約帯域幅の量がインターフェイス帯域幅またはVC帯域幅の 75%を超えると、ポリシーマッ
プは変更されません。

サービスクラス（CoS）ビットを設定するため、service-policyコマンドをイーサネットインター
フェイスに適用した後も、8021.Qまたはスイッチ間リンク（ISL）トランキングを実行している
サブインターフェイスがある限り、ポリシーはアクティブな状態を維持します。ただし、リロー

ド時には、サービスポリシーは、次のエラーメッセージを出して設定から削除されます。

Process "set" action associated with class-map voip failed: Set cos supported only with
IEEE 802.1Q/ISL interfaces.

service-policy inputコマンドと service-policy outputコマンドは、ip subscriber interfaceコマン
ドがすでに設定されている場合は設定できません。これらのコマンドは相互に排他的です。

（注）

同時非キューイング QoS ポリシー

Cisco IOS Release 15.2(1)S以降では、ATMサブインターフェイス、ATM PVC、フレームリレー
（FR）のサブインターフェイスとデータリンク接続識別子（DLCI）に同時非キューイング QoS
ポリシーを設定できます。ただし、同時キューイングポリシーは、階層型キューイングフレー

ムワーク層の競合を作成するため、引き続き許可されません。同時キューイングポリシーを設定

しようとすると、ポリシーは拒否され、ルータはエラーメッセージを表示します。
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PVCまたは DLCIおよびサブインターフェイスポリシーの両方が同じサブインターフェイス
に適用された場合、PVCまたはDLCIのポリシーが優先され、サブインターフェイスポリシー
は有効になりません。

（注）

Cisco 10000 シリーズルータの使用上のガイドライン

Cisco 10000シリーズルータは、未指定ビットレート（UBR）VCに対する CBWFQポリシーの適
用をサポートしません。

インターフェイスまたはVCにポリシーマップを付加するには、ポリシーマップに含まれるクラ
スに設定されている最小帯域幅の集約値が、インターフェイス帯域幅または VCに割り当てられ
ている帯域幅の99%以下である必要があります。クラスに割り当てられた帯域幅の合計が、使用
可能な帯域幅の 99%よりも多い場合にインターフェイスにポリシーマップを付加しようとする
と、ルータは警告メッセージを記録し、すべてのクラスには要求された帯域幅が割り当てられま

せん。ポリシーマップが他のインターフェイスにすでに付加されている場合、そのインターフェ

イスから削除されます。

総帯域幅は物理インターフェイスの ATM層の速度（レート）です。ルータは、指定した最小帯
域幅をインターフェイス速度の 1/255（ESR-PRE1）または 1/65,535（ESR-PRE2）の倍数に最も近
い値に変換します。 1/255または 1/65,535の倍数でない値が要求されると、ルータは最も近い倍
数を選択します。

帯域幅の割合は、インターフェイスの帯域幅に基づきます。階層型ポリシーでは、帯域幅の割合

は、最も近い親シェーピングレートに基づいています。

デフォルトでは、最小帯域幅によって保証されるキューには、ラインレートで32パケット以上、
最大 50ミリ秒の 256バイトのパケットのバッファがあります。

Cisco IOSRelease 12.0(22)S以降のリリースでは、Cisco 10000シリーズルータでのフレームリレー
（プライオリティキューイング（PQ）/CBWFQ）の LLQをイネーブルにするには、最初にポリ
シーマップを作成し、定義したトラフィッククラスに priorityコマンドを使用して優先順位を割
り当てます。たとえば、保証された 8000 kb/sの帯域幅を含むプライオリティキューを設定する
方法の例を示します。この例では、「map1」という名前のポリシーマップのビジネスクラスが
プライオリティキューとしてが設定されます。 map1ポリシーには、48 kb/sの最小帯域幅保証を
含む、非ビジネスクラスも含まれます。 map1ポリシーは、発信方向のシリアルインターフェイ
ス 2/0/0に付加されます。

class-map Business
match ip precedence 3
policy-map map1
class Business
priority
police 8000
class Non-Business
bandwidth 48
interface serial 2/0/0
frame-relay encapsulation
service-policy output map1
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PRE2では、service-policyコマンドを使用して ATMサブインターフェイスまたは PVCに QoSポ
リシーを付加することができます。ただし、PRE3でQoSポリシーを付加できるのは PVCに対し
てのみです。

Cisco 7600 シリーズルータ

outputキーワードは、Supervisor Engine 2が搭載された Cisco 7600シリーズルータではサポート
されません。

EtherChannelのメンバーであるポートに、サービスポリシーを付加しないでください。

CLIを使用すると、OC-12 ATMオプティカルサービスモジュール（OSM）のWANポートおよ
びチャネライズドOSMのWANポートにあるポリシー機能カード（PFC）に基づいてQoSを設定
できますが、PFCベースの QoSはこれらの OSMのWANポートではサポートされていません。
OSMは、Supervisor Engine32が搭載された Catalyst 7600シリーズルータではサポートされませ
ん。

PFC QoSは、VLANインターフェイス上だけで outputキーワード（任意）をサポートします。
VLANインターフェイスには、入力ポリシーマップおよび出力ポリシーマップの両方を対応付け
られます。

Cisco 10000 シリーズルータ制御ポリシーマップ

コンテキストに適用することによって制御ポリシーマップをアクティブ化します。制御ポリシー

マップは、優先順位の高い順にリストされている次のタイプのコンテキストの 1つ以上に適用で
きます。

1 グローバル

2 インターフェイス

3 サブインターフェイス

4 仮想テンプレート

5 VCクラス

6 PVC

一般的に、より限定的なコンテキストに適用される制御ポリシーマップが、より汎用的なコンテ

キストに適用されるポリシーマップよりも優先されます。このリストは、コンテキストのタイプ

を優先順位の高い順から番号付けされます。たとえば、相手先固定接続（PVC）に適用される制
御ポリシーマップは、インターフェイスに適用される制御ポリシーマップよりも優先されます。

コンテキストでホストされるすべてのセッションに制御ポリシーが適用されます。特定のコンテ

キストに適用できる制御ポリシーマップは 1つだけです。

service-policy コマンドの省略形

Cisco IOS Release 12.2(33)SB以降のリリースでは、ルータは、service-policyコマンドの省略形
（ser）を受け入れません。代わりに、ルータがコマンドを受け入れる前にコマンド名 service-を
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明記する必要があります。たとえば、service-policyコマンドの省略形を使用しようとすると、次
のエラーメッセージが表示されます。

interface GigabitEthernet1/1/0
ser out ?
% Unrecognized command
ser ?
% Unrecognized command

次の例に示すように、コマンドを service-として入力し、その後に 1個のスペースを入れると、
ルータはコマンドを service-policyとして分析します。疑問符を入力すると、ルータは、
service-policyコマンドのコマンドオプションを表示します。

service- ?
input Assign policy-map to the input of an interface
output Assign policy-map to the output of an interface
type Configure CPL Service Policy

Cisco IOS Release 12.2(33)SB以前のリリースでは、ルータは、service-policyコマンドの省略形を
受け入れます。たとえば、ルータは次のコマンドを受け入れます。

interface GigabitEthernet1/1/0
ser out test

___________________
例 次に、ポリシーマップをファストイーサネットインターフェイスに付加する例を示します。

interface fastethernet 5/20
service-policy input pmap1

次に、出力シリアルインターフェイス 1上の DLCI 100に「policy9」という名前のサービスポリ
シーマップを付加する方法を示し、フレームリレー向けに LLQをイネーブルにします。

interface Serial1/0.1 point-to-point
frame-relay interface-dlci 100
class fragment
map-class frame-relay fragment
service-policy output policy9

次に、「policy9」という名前のサービスポリシーマップを入力シリアルインターフェイス 1に
付加する例を示します。

interface Serial1
service-policy input policy9

次に、「cisco」という名前の入力 PVCに「policy9」という名前のサービスポリシーマップを付
加する例を示します。

pvc cisco 0/34
service-policy input policy9
vbr-nt 5000 3000 500
precedence 4-7

次に、インターフェイスにサービスポリシーを指定し、インターフェイス上で CBWFQをイネー
ブルにするように、「policy9」という名前のサービスポリシーを出力シリアルインターフェイス
1に付加する例を示します。

interface serial1
service-policy output policy9
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次に、「cisco」という名前の出力 PVCに「policy9」という名前のサービスポリシーマップを付
加する例を示します。

pvc cisco 0/5
service-policy output policy9
vbr-nt 4000 2000 500
precedence 2-3

___________________
例 次に、発信パケットのシリアルサブインターフェイス 1/0/0.1上の DLCI 100に「userpolicy」とい

う名前のサービスポリシーを付加する例を示します。

interface serial 1/0/0.1 point-to-point
frame-relay interface-dlci 100
service-policy output userpolicy

ポリシーをこのように DLCIに付加するには、Cisco IOS Release 12.0(22)S以降のリリースを実
行している必要があります。 Cisco IOS Release 12.0(22)S以前のリリースを実行している場合
は、「出力シリアルインターフェイス 1上のDLCI 100に「policy9」という名前のサービスポ
リシーマップを付加し、フレームリレー向けに LLQをイネーブルにする方法」の例で示す、
従来の Frame Relayコマンドを使用する以前の設定例に従い、サービスポリシーを付加しま
す。

（注）

次に、着信トラフィックの ATMサブインターフェイス 3/0/0.1上で PVC 0/101に「map2」という
名前の QoSサービスポリシーを適用する例を示します。

interface atm 3/0/0
atm pxf queueing
interface atm 3/0/0.1
pvc 0/101
service-policy input map2

atm pxf queueingコマンドは、PRE3と PRE4ではサポートされません。（注）

次に、着信トラフィックの物理ギガビットイーサネットインターフェイス 1/0/0に「myQoS」と
いう名前のサービスポリシーを付加する例を示します。ギガビットイーサネットサブインター

フェイス 1/0/0.3に設定された VLAN 4は、物理ギガビットイーサネットインターフェイス 1/0/0
のサービスポリシーを継承します。

interface GigabitEthernet 1/0/0
service-policy input myQoS
interface GigabitEthernet 1/0/0.3
encapsulation dot1q 4

次に、「policy1」という名前のポリシーマップを、すべての着信トラフィックの「virtual-template1」
という名前の仮想テンプレートに付加する例を示します。この例では、仮想テンプレート設定に

は、チャレンジハンドシェイク認証プロトコル（CHAP）認証と PPP許可およびアカウンティン
グも含まれます。

interface virtual-template1
ip unnumbered Loopback1
no peer default ip address
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ppp authentication chap vpn1
ppp authorization vpn1
ppp accounting vpn1
service-policy input policy1

次に、合計 3個の PVCの PVC範囲内のATMVC 2/0/0に「voice」という名前のサービスポリシー
マップを付加し、ポイントツーポイントサブインターフェイスが範囲内の各PVCに対して作成さ
れるサブインターフェイスコンフィギュレーションモードをイネーブルにする例を示します。

範囲の一部として作成された各 PVCに、付加されている音声サービスポリシーがあります。

configure terminal
interface atm 2/0/0
range pvc 1/50 1/52
service-policy input voice

次に、PVC範囲内の ATMVC 2/0/0に「voice」という名前のサービスポリシーマップを付加する
例を示します。ここでは範囲の一部として作成された各 VCに、付加されている音声サービスポ
リシーがあります。例外はPVC1/51で、範囲内の個々のPVCとして設定され、ATMPVC-in-range
コンフィギュレーションモードで「data」という名前の別のサービスポリシーが付加されていま
す。

configure terminal
interface atm 2/0/0
range pvc 1/50 1/52
service-policy input voice
pvc-in-range 1/51
service-policy input data

次に、「PREMIUM-SERVICE」という名前のサービスグループを設定し、「PREMIUM-MARK-IN」
という名前の入力ポリシーと「PREMIUM-OUT」という名前の出力ポリシーをサービスグループ
に適用する例を示します。

policy-map type service PREMIUM-SERVICE
service-policy input PREMIUM-MARK-IN
service-policy output PREMIUM-OUT

次に、同時非キューイングポリシーをサポートするポリシーマップおよびインターフェイス設定

を示します。

Policy-map p-map
class c-map
set mpls experimental imposition 4

interface ATM1/0/0.1 multipoint
no atm enable-ilmi-trap
xconnect 10.1.1.1 100001 encapsulation mpls
service-policy input p-map
pvc 1/41 l2transport
no epd
!
pvc 1/42 l2transport
no epd
!
pvc 1/43 l2transport
no epd
interface ATM1/0/0.101 multipoint
no atm enable-ilmi-trap
pvc 9/41 l2transport
xconnect 10.1.1.1 1001011 encapsulation mpls
service-policy input p-map
!
pvc 10/41 l2transport
xconnect 10.1.1.1 1001012 encapsulation mpls
!
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次に、ATMサブインターフェイスとATM PVCでの同時非キューイングQoSポリシーを付加する
例を示します。

interface atm 1/0/0.101
pvc 9/41
service-policy input p-map

___________________
関連コマンド

説明コマンド

QoSクラスマップコンフィギュレーションモー
ドにアクセスし、QoSクラスマップを設定しま
す。

class-map

UDP宛先ポートの範囲に属する一連の RTPパ
ケットフローに対して、フレームリレー PVC
上に完全プライオリティキューを予約します。

frame-relay ip rtp priority

フレームリレーインターフェイス上のすべて

の PVCおよび SVCについて、トラフィック
シェーピングと仮想回線単位のキューイングの

両方をイネーブルにします。

frame-relay traffic-shaping

特定の DLCI上の音声トラフィック用に予約す
る帯域幅の量を指定します。

frame-relay voice bandwidth

ISGIPインターフェイスセッションを作成しま
す。

ip subscriber interface

1つ以上のインターフェイスに対応付けること
ができるポリシーマップを作成または修正し、

サービスポリシーを指定します。

policy-map

ポリシーマップに属するトラフィックのクラス

にプライオリティを与えます。

priority

指定されたサービスポリシーマップに対する

すべてのクラスの設定、または、すべての既存

ポリシーマップに対するすべてのクラスの設定

を表示します。

show policy-map

指定されたインターフェイスのすべてのサービ

スポリシーに対して設定されている、全クラス

の設定を表示するか、または、インターフェイ

ス上の特定の PVCに対するサービスポリシー
のクラスを表示します。

show policy-map interface
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説明コマンド

インターフェイス上で発信トラフィックのトラ

フィックシェーピングをイネーブルにします。

traffic-shape rate

   QoS ソリューションコマンドリファレンス、Cisco IOS XE Release 3SE（Catalyst 3850 スイッチ）
118

P から V
service-policy



set cos
発信パケットでレイヤ 2サービスクラス（CoS）の値を設定するには、ポリシーマップコンフィ
ギュレーションモードで setcosコマンドを使用します。特定の CoS値設定を削除するには、こ
のコマンドの no形式を使用します。

set cos {cos-value| from-field [table table-map-name]}

no set cos {cos-value| from-field [table table-map-name]}

Cisco CMTS and 10000 Series Router

set cos cos-value

___________________
構文の説明 0～ 7の特定の IEEE 802.1Q CoS値です。cos-value

パケットのCoS値の設定に使用される特定のパ
ケットマーキングカテゴリです。パケットマー

キング値のマッピングと変換用テーブルマップ

を使用している場合、このテーブルマップが

「map-from」パケットマーキングカテゴリを確
立します。パケットマーキングカテゴリキー

ワードは次のとおりです。

• Precedence

• dscp

from-field

（任意）指定のテーブルマップに設定された値

がCoS値の設定に使用されることを示します。
table

（任意）CoS値の指定に使用されるテーブル
マップ名です。テーブルマップ名には、最大

64の英数字を使用できます。

table-map-name

___________________
コマンドデフォルト 発信パケットには CoS値は設定されていません。

___________________
コマンドモード ポリシーマップクラスコンフィギュレーション
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___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.1(5)T

このコマンドは、拡張パケットマーキングで、マッピングテーブル

（テーブルマップ）を使用して packet-markingの値を変換し、送信でき
るよう、変更されました。

12.2(13)T

このコマンドは、ESR-PRE2用の Cisco 10000シリーズルータに実装さ
れました。

12.0(16)BX

このコマンドが Cisco IOS Release 12.0(31)Sに統合されました。12.0(31)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドが Cisco IOS Release 12.2(31)SBに統合され、Cisco 10000
シリーズルータに実装されました。

12.2(31)SB

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされま
す。このトレインの特定の12.2SXリリースにおけるサポートは、フィー
チャセット、プラットフォーム、およびプラットフォームハードウェ

アによって異なります。

12.2SX

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SCFに統合されました。12.2(33)SCF

このコマンドが Cisco IOS XE Release 3.2SEに統合されました。3.2SE

___________________
使用上のガイドライン CoSパケットマーキングは、シスコエクスプレスフォワーディングのスイッチングパスでのみ

サポートされます。

スイッチに送信中のパケットにマーク付けをする場合、ルータによって setcosコマンドが使用さ
れる必要があります。スイッチは、CoS値のマーキングを含むレイヤ 2ヘッダー情報を利用でき
ます。

setcosコマンドは、インターフェイスの出力方向に対応付けられたサービスポリシーでのみ使用
できます。インターフェイスが受信するパケットは、CoS値で設定できません。

matchcosコマンドと setcosコマンドを併用すると、CoSマーキングに基づいて、ルータとスイッ
チが相互動作し、Quality of Service（QoS）を提供できます。

スイッチにより、CoS値がすでに一致および設定できるため、CoS値の一致によってレベル 2と
レベル 3のマッピングを設定できます。ユーザ定義QoSサービスを区別するようマーク付けする
必要があるパケットが、ルータから出てスイッチに入る場合、スイッチではレイヤ 2ヘッダーを
処理できるため、ルータによりパケットの CoS値を設定する必要があります。
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拡張パケットマーキング機能でのこのコマンドの使用

このコマンドを、拡張パケットマーキング機能の一部として使用すると、CoS値のマッピングと
設定に使用されるパケットマーキングカテゴリ「from-field」を指定できます。「from-field」パ
ケットマーキングカテゴリは次のとおりです。

• Precedence

• Diffservコードポイント（DSCP）

「from-field」カテゴリを指定したものの tableキーワードと適用可能な table-map-name引数を指
定していない場合、デフォルトアクションは、「from-field」カテゴリに関連付けられた値をCoS
値としてコピーすることです。たとえば、setcosprecedenceコマンドを設定する場合、precedence
値がコピーされ、CoS値として使用されます。

DSCPマーキングカテゴリに対して同じことを行うことができます。つまり、setcosdscpコマン
ドを設定できます。この場合、DSCP値がコピーされ、CoS値として使用されます。

setcosdscpコマンドを設定する場合、DSCPフィールドの最初の 3ビット（クラスセレクタ
ビット）のみが使用されます。

（注）

___________________
例 次の例では、異なるタイプのトラフィックに対して異なるCoS値を割り当てるために、「cos-set」

という名前のポリシーマップが作成されます。この例では、「voice」および「video-data」のク
ラスマップがすでに作成されているものと想定しています。

Router(config)#

policy-map cos-set

Router(config-pmap)#

class voice

Router(config-pmap-c)#

set cos 1

Router(config-pmap-c)#

exit

Router(config-pmap)#

class video-data

Router(config-pmap-c)#

set cos 2

Router(config-pmap-c)#

end
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___________________
例 次の例では、定義されている「table-map1」というテーブルマップで値を使用する場合は、

「policy-cos」というポリシーマップが作成されます。「table-map1」というテーブルマップは、
table-map（値マッピング）コマンドで前に作成されたものです。 table-map（値マッピング）コ
マンドの詳細については、table-map（値マッピング）コマンドページを参照してください。

この例では、CoS値の設定は、「table-map1」に定義されている precedence値に基づいています。

Router(config)#

policy-map policy-cos

Router(config-pmap)#

class class-default

Router(config-pmap-c)#

set cos precedence table table-map1
Router(config-pmap-c)#

end

___________________
例 次に、802.1pドメインのサービスクラスを設定する例を示します。

Router(config)# policy-map cos7
Router(config-pmap)# class cos7
Router(config-pmap-c)# set cos 2
Router(config-pmap-c)# end

QoSポリシーマップコンフィギュレーションモードでサービスポリシーを作成し、インター
フェイスまたはATM仮想回線（VC）にサービスポリシーを付加する場合、setcosコマンドを
使用します。サービスポリシーの付加についての詳細は、『Cisco IOSQuality of Service Solutions
Configuration Guide』の「Modular Quality of Service Command-Line Interface Overview」の章を参
照してください。

（注）

___________________
関連コマンド

説明コマンド

レイヤ 2 CoSマーキングに基づいて、パケット
を一致させます。

match cos

1つ以上のインターフェイスに対応付けること
ができるポリシーマップを作成または修正し、

サービスポリシーを指定します。

policy-map
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説明コマンド

入力インターフェイスまたは VC、あるいは出
力インターフェイスまたは VCに、そのイン
ターフェイスまたはVCのサービスポリシーと
して使用するポリシーマップを対応付けます。

service-policy

ToSバイトにレイヤ 3 DSCP値を設定すること
により、パケットにマーク付けします。

set dscp

パケットヘッダーに precedence値を設定しま
す。

set precedence

指定されたサービスポリシーマップに対する

すべてのクラスの設定、または、すべての既存

ポリシーマップに対するすべてのクラスの設定

を表示します。

show policy-map

指定されたポリシーマップの指定されたクラス

の設定を表示します。

show policy-map class

指定されたインターフェイスのすべてのサービ

スポリシーに対して設定されている、全クラス

の設定を表示するか、または、インターフェイ

ス上の特定の PVCに対するサービスポリシー
のクラスを表示します。

show policy-map interface
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set qos-group
あとでパケットの分類に使用できる QoS（Quality of Service）グループ IDを設定するには、ポリ
シーマップクラスコンフィギュレーションモードで setqos-groupコマンドを使用します。グルー
プ IDを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

Supported Platforms Except the Cisco 10000 Series Router

set qos-group {group-id| from-field [table table-map-name]}

no set qos-group {group-id| from-field [table table-map-name]}

Cisco 10000 Series Router

set qos-group group-id

no set qos-group group-id

___________________
構文の説明

グループ ID番号の範囲は 0～ 99です。group-id

パケットのQoSグループ値を設定するために使
用される、特定の packet-markingのカテゴリ。
パケットマーキング値のマッピングと変換用

テーブルマップを使用している場合、このテー

ブルマップが「map-from」パケットマーキング
カテゴリを確立します。パケットマーキング

カテゴリキーワードは次のとおりです。

• cos：QoSグループ値が、パケットのオリ
ジナル 802.1Pサービスクラス（CoS）
フィールドから設定されることを指定しま

す。

• precedence：QoSグループ値が、パケット
のオリジナル IP precedenceフィールドから
設定されることを指定します。

• dscp：QoSグループ値が、パケットのオリ
ジナル Diffservコードポイント（DSCP）
フィールドから設定されることを指定しま

す。

• mpls exp topmost：QoSグループ値が、パ
ケットのオリジナル最上位MPLS EXP
フィールドから設定されることを指定しま

す。

from-field
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（任意）from-field引数とともに使用します。
table-map-nameによって指定されたテーブル
マップに設定されている値が、QoSグループ値
の設定に使用されることを示します。

table table-map-name

___________________
コマンドデフォルト グループ IDは指定されていません。

___________________
コマンドモード ポリシーマップクラスコンフィギュレーション（config-pmap-c）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。11.1CC

このコマンドが Cisco IOS Release 12.0(5)XEに統合されました。12.0(5)XE

このコマンドが Cisco 10000シリーズルータに追加されました。12.0(17)SL

このコマンドは、random-detectdiscard-class-basedコマンドとともに
使用でき、拡張パケットマーキング機能にあわせて変更されました。

マッピングテーブル（テーブルマップ）を使用して、packet-marking
の値を変換し、送信できます。

12.2(13)T

このコマンドがCisco IOS 12.2(18)SXEに統合され、cosキーワードが
追加されました。

12.2(18)SXE

このコマンドが Cisco IOS Release 12.2(31)SBに統合されました。12.2(31)SB

このコマンドが Cisco ASR 1000シリーズルータに実装されました。Cisco IOS XE Release 2.1

このコマンドが、CiscoASR901シリーズの集約サービスルータに実
装されました。

15.1(2)SNH

___________________
使用上のガイドライン setqos-groupコマンドでは、グループ IDをパケットと関連付けることができます。後でグループ

IDを使用して、プレフィックス、自律システム、コミュニティストリングに基づいて、パケット
を QoSグループに分類できます。

QoSグループと廃棄クラスは、入力Per-HopBehaviorマーキング（PHB）を使用して出力インター
フェイスのパケットが分類される場合に必要です。

拡張パケットマーキング機能でのこのコマンドの使用

QoS ソリューションコマンドリファレンス、Cisco IOS XE Release 3SE（Catalyst 3850 スイッチ）
125

P から V
set qos-group



このコマンドを、拡張パケットマーキング機能の一部として使用すると、このコマンドを使用し

て、precedence値のマッピングと設定に使用されるパケットマーキングカテゴリ「from-field」を
指定できます。

「from-field」カテゴリを指定したものの tableキーワードと適用可能な table-map-name引数を指
定していない場合、デフォルトアクションは、「from-field」カテゴリに関連付けられた値を
precedence値としてコピーすることです。たとえば、setqos-groupprecedenceコマンドを入力する
場合、precedence値がコピーされ、QoSグループ値として使用されます。

パケットは、ルータ内で処理中の間だけ、QoSグループ値でマーク付けされます。パケットが出
力インターフェイスを介して送信される場合、QoSグループ値はパケットのヘッダーに含めるこ
とはできません。ただし、QoSグループ値を使用すると（MPLSEXP、CoS、DSCPフィールドな
ど）、パケットのヘッダーの一部として含まれるレイヤ 2フィールドまたはLayer 3フィールドの
値を設定できます。

setqos-groupcosコマンドと setqos-groupprecedenceコマンドは、mlsqostrustcosコマンドと
mlsqostrustprecコマンドと同じです。

（注）

ポリシーマップコンフィギュレーションモードでサービスポリシーを作成し、インターフェ

イスまたはATM仮想回線（VC）にサービスポリシーを付加するまで、setqos-groupコマンド
は適用されません。サービスポリシーの付加についての詳細は、『Cisco IOS Quality of Service
Solutions Configuration Guide』の「Modular Quality of Service Command-Line Interface Overview」
の章を参照してください。

ヒント

___________________
例 次に、class1という名前のクラスマップの一致基準を満たすすべてのパケットの QoSを 1に設定

する例を示します。これらのパケットは、QoSグループ IDに基づいてレートが制限されます。

Router(config)#

policy-map policy1
Router(config-pmap)#

class class1
Router(config-pmap-c)#

set qos-group 1
Router(config-pmap-c)#

end

次に、パケットのオリジナル 802.1P CoS値に基づいて、QoSグループ値を設定する例を示しま
す。

Router(config)# policy map policy1

Router(config-pmap)# class class-default

Router(config-pmap-c)#

set qos-group cos
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Router(config-pmap-c)#

end

___________________
例 次に、table-map1という名前のテーブルマップで定義される値に基づいて、QoSグループ値を設

定する例を示します。このテーブルマップは、policy1という名前のポリシーマップで設定され
ます。ポリシーマップ policy1により、table-map1に定義されている値に従って QoS値が変換さ
れ、送信されます。

この例では、table-map1に定義されている precedenceの値に従って、QoSグループの値が設定さ
れます。

Router(config)# policy map policy1
Router(config-pmap)# class class-default
Router(config-pmap-c)#

set qos-group precedence table table-map1
Router(config-pmap-c)#

end

___________________
関連コマンド

説明コマンド

特定の VLAN IDを持つ着信パケットに一致す
るクラスマップを設定します。

match input vlan

一致基準として特定のQoSグループ値を指定し
ます。

match qos-group

保存する必要があるパケットの着信QoSフィー
ルドを決めるために、インターフェイスの信頼

状態を設定します。

mls qos trust

1つ以上のインターフェイスに対応付けること
ができるポリシーマップを作成または修正し、

サービスポリシーを指定します。

policy-map

入力インターフェイスまたは VC、あるいは出
力インターフェイスまたは VCに、そのイン
ターフェイスまたはVCのサービスポリシーと
して使用するポリシーマップを対応付けます。

service-policy

指定されたサービスポリシーマップに対する

すべてのクラスの設定、または、すべての既存

ポリシーマップに対するすべてのクラスの設定

を表示します。

show policy-map
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説明コマンド

指定されたインターフェイスのすべてのサービ

スポリシーに対して設定されている、全クラス

の設定を表示するか、または、インターフェイ

ス上の特定の PVCに対するサービスポリシー
のクラスを表示します。

show policy-map interface
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show auto discovery qos
AutoQoS for the Enterprise機能の自動検出（データ収集）フェーズで収集されたデータを表示する
には、特権 EXECモードで showautodiscoveryqosコマンドを使用します。

show auto discovery qos [interface [type number]]

___________________
構文の説明

（任意）特定のインターフェイスタイプの設定

が表示されることを示します。

interface

（任意）インターフェイスタイプおよび番号を

指定します。

type number

___________________
コマンドデフォルト すべてのインターフェイスタイプに対して作成した設定を表示します。

___________________
コマンドモード 特権 EXEC

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.3(7)T

提案されたポリシーマップ情報を含むようにコマンド出力が変

更されました。

12.3(11)T

___________________
使用上のガイドライン 提示されたポリシーの出力（以下の例で示した）により、インターフェイスで autoqosコマンド

を発行する前にクラスマップとポリシーマップをプレビューすることができます。より多くの

データを収集するまで自動検出フェーズを引き続き続行するか、既存のデータをカットアンド

ペーストし、必要に応じて編集することができます。

___________________
例 次に、showautodiscoveryqosコマンドの出力例を示します。この例は、信頼モードで DSCP分類

を使用して自動検出（データ収集）フェーズで収集されたデータを表示し、提示されたポリシー

マップ情報を示します。

Router# show auto discovery qos
Serial2/1.1
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AutoQoS Discovery enabled for trusted DSCP
Discovery up time: 2 hours, 42 minutes
AutoQoS Class information:
Class Voice:
Recommended Minimum Bandwidth: 118 Kbps/1% (PeakRate)
Detected DSCPs and data:
DSCP value AverageRate PeakRate Total

(kbps/%) (kbps/%) (bytes)
----------- ----------- -------- ------------
46/ef 106/1 118/1 129510064
Class Interactive Video:
Recommended Minimum Bandwidth: 25 Kbps/<1% (AverageRate)
Detected DSCPs and data:
DSCP value AverageRate PeakRate Total

(kbps/%) (kbps/%) (bytes)
----------- ----------- -------- ------------
34/af41 25/<1 28/<1 31084292
Class Signaling:
Recommended Minimum Bandwidth: 50 Kbps/<1% (AverageRate)
Detected DSCPs and data:
DSCP value AverageRate PeakRate Total

(kbps/%) (kbps/%) (bytes)
----------- ----------- -------- ------------
24/cs3 50/<1 56/<1 61838040
Class Streaming Video:
Recommended Minimum Bandwidth: 79 Kbps/<1% (AverageRate)
Detected DSCPs and data:
DSCP value AverageRate PeakRate Total

(kbps/%) (kbps/%) (bytes)
----------- ----------- -------- ------------
32/cs4 79/<1 88/<1 96451788
Class Transactional:
Recommended Minimum Bandwidth: 105 Kbps/1% (AverageRate)
Detected DSCPs and data:
DSCP value AverageRate PeakRate Total

(kbps/%) (kbps/%) (bytes)
----------- ----------- -------- ------------
18/af21 105/1 117/1 127798678
Class Bulk:
Recommended Minimum Bandwidth: 132 Kbps/1% (AverageRate)
Detected DSCPs and data:
DSCP value AverageRate PeakRate Total

(kbps/%) (kbps/%) (bytes)
----------- ----------- -------- ------------
10/af11 132/1 147/1 160953984
Class Scavenger:
Recommended Minimum Bandwidth: 24 Kbps (AverageRate)/0% (fixed)
Detected DSCPs and data:
DSCP value AverageRate PeakRate Total

(kbps/%) (kbps/%) (bytes)
----------- ----------- -------- ------------
8/cs1 24/<1 27/<1 30141238
Class Management:
Recommended Minimum Bandwidth: 34 Kbps/<1% (AverageRate)
Detected DSCPs and data:
DSCP value AverageRate PeakRate Total

(kbps/%) (kbps/%) (bytes)
----------- ----------- -------- ------------
16/cs2 34/<1 38/<1 41419740
Class Routing:
Recommended Minimum Bandwidth: 7 Kbps/<1% (AverageRate)
Detected DSCPs and data:
DSCP value AverageRate PeakRate Total

(kbps/%) (kbps/%) (bytes)
----------- ----------- -------- ------------
48/cs6 7/<1 7/<1 8634024
Class Best Effort:
Current Bandwidth Estimation: 820 Kbps/8% (AverageRate)
Detected DSCPs and data:
DSCP value AverageRate PeakRate Total

(kbps/%) (kbps/%) (bytes)
----------- ----------- -------- ------------
0/default 820/8 915/9 997576380

   QoS ソリューションコマンドリファレンス、Cisco IOS XE Release 3SE（Catalyst 3850 スイッチ）
130

P から V
show auto discovery qos



Suggested AutoQoS Policy based on a discovery uptime of 2 hours, 42 minutes:
!
class-map match-any AutoQoS-Voice-Trust
match ip dscp ef
!
class-map match-any AutoQoS-Inter-Video-Trust
match ip dscp af41
!
class-map match-any AutoQoS-Signaling-Trust
match ip dscp cs3
!
class-map match-any AutoQoS-Stream-Video-Trust
match ip dscp cs4
!
class-map match-any AutoQoS-Transactional-Trust
match ip dscp af21
match ip dscp af22
match ip dscp af23
!
class-map match-any AutoQoS-Bulk-Trust
match ip dscp af11
match ip dscp af12
match ip dscp af13
!
class-map match-any AutoQoS-Scavenger-Trust
match ip dscp cs1
!
class-map match-any AutoQoS-Management-Trust
match ip dscp cs2
!
class-map match-any AutoQoS-Routing-Trust
match ip dscp cs6
!
policy-map AutoQoS-Policy-S2/1.1Trust
class AutoQoS-Voice-Trust
priority percent 1
class AutoQoS-Inter-Video-Trust
bandwidth remaining percent 1
class AutoQoS-Signaling-Trust
bandwidth remaining percent 1
class AutoQoS-Stream-Video-Trust
bandwidth remaining percent 1
class AutoQoS-Transactional-Trust
bandwidth remaining percent 1
random-detect dscp-based
class AutoQoS-Bulk-Trust
bandwidth remaining percent 1
random-detect dscp-based
class AutoQoS-Scavenger-Trust
bandwidth remaining percent 1
class AutoQoS-Management-Trust
bandwidth remaining percent 1
class AutoQoS-Routing-Trust
bandwidth remaining percent 1
class class-default
fair-queue

下の表で、この出力で表示される重要なフィールドについて説明しています。

表 9：show auto discovery qos フィールドの説明

説明フィールド

データが収集されているインターフェイスまた

はサブインターフェイス。

Serial2/1.1
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説明フィールド

AutoQoSのデータ収集フェーズがイネーブルに
されていることを示します。

AutoQoS Discovery enabled for trusted DSCP

データを収集する期間を表示します。Discovery up time

各 AutoQoSの情報を表示します。AutoQoS Class information

検出されたアプリケーションに関するデータと

名前付きクラスの情報。このデータには、DSCP
値、平均レート（キロビット/秒（kbps））、
ピークレート（kbps）、および合計パケット
（バイト）が含まれています。

Class Voice

指定検出時間に基づくポリシーマップとクラス

マップ統計情報。

Suggested AutoQoS Policy based on a discovery
uptime of hours and minutes

___________________
関連コマンド

説明コマンド

AutoQoS for the Enterprise機能によって作成され
る QoSクラスマップとポリシーマップをイン
ストールします。

auto qos

AutoQoS for the Enterprise機能を設定するため、
データの検出と収集を開始します。

auto discovery qos

特定のインターフェイスまたはすべてのイン

ターフェイス上でAutoQoSにより作成されたイ
ンターフェイス設定、ポリシーマップ、クラス

マップを表示します。

show auto qos
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show auto qos
特定のインターフェイスまたはすべてのインターフェイス上で AutoQoSにより作成されたイン
ターフェイス設定、ポリシーマップ、クラスマップを表示するには、特権 EXECモードで
showautoqosコマンドを使用します。

show auto qos [interface [type slot/ port]]

___________________
構文の説明

（任意）AutoQoS--VoIP機能がイネーブルになっ
ているすべてのインターフェイスまたは PVC
で、AutoQoS--VoIP機能で作成された設定を表
示します。

• interfaceキーワードが設定されていて、イ
ンターフェイスタイプを指定しない場合、

showautoqosinterfaceコマンドは、
AutoQoS--VoIP機能がイネーブルになって
いるすべてのインターフェイスまたはPVC
で、AutoQoS--VoIPによって作成された設
定を表示します。

interface

（任意）インターフェイスタイプ。有効な値

は、atm、ethernet、fastethernet、ge-wan、
gigabitethernet、pos、および tengigabitethernet
です。

type

（任意）スロット番号およびポート番号。slot / port

___________________
コマンドデフォルト 引数またはキーワードを指定しない場合、すべてのインターフェイスタイプに対して作成された

構成が表示されます。

___________________
コマンドモード 特権 EXEC（#）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドは、AutoQoS--VoIP機能の一部として導入されました。12.2(15)T
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変更内容リリース

このコマンドは、AutoQoS for the Enterprise機能のために変更されまし
た。この出力は、AutoQoS for the Enterprise機能の自動検出フェーズで収
集されたデータに基づいて作成されたクラス、クラスマップとポリシー

マップを表示するために変更されました。

12.3(7)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SXHに統合されました。12.2(33)SXH

このコマンドが変更されました。出力には、フレームリレートラフィッ

クシェーピングの設定は表示されません。

15.2(1)T

___________________
使用上のガイドライン showautoqosinterfaceコマンドは、フレームリレーデータリンク接続識別子（DLCI）と ATM

PVCで使用できます。

AutoQoS--VoIP機能またはAutoQos for the Enterprise機能がイネーブルになっていると、各インター
フェイスまたはPVCに対して設定が生成されます。これらの設定は、ネットワークで使用するイ
ンターフェイス設定、ポリシーマップ、クラスマップ、およびアクセスコントロールリスト

（ACL）を作成するために使用されます。 showautoqosコマンドは、インターフェイス設定、ポ
リシーマップ、クラスマップ、および ACLの内容を確認するために使用できます。

Catalyst 6500シリーズスイッチ

AutoQoSは次のモジュールでサポートされています。

• WS-X6548-RJ45

• WS-X6548-RJ21

• WS-X6148-GE-TX

• WS-X6548-GE-TX-CR

• WS-X6148-RJ45V

• WS-X6148-RJ21V

• WS-X6348-RJ45

• WS-X6348-RJ21

• WS-X6248-TEL

___________________
例

___________________
例 showautoqosinterfacetypeslot/portコマンドは、指定したインターフェイス上のAutoQoS--VoIP機能

によって作成された設定を表示します。
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次の例では、シリアルサブインターフェイス 6/1.1が指定されました。

Router# show auto qos interface serial 6/1.1
S6/1.1: DLCI 100 -
!
interface Serial6/1.1 point-to-point
frame-relay interface-dlci 100
class AutoQoS-VoIP-FR-Serial6/1-100
frame-relay ip rtp header-compression
!
map-class frame-relay AutoQoS-VoIP-FR-Serial6/1-100
frame-relay cir 512000
frame-relay bc 5120
frame-relay be 0
frame-relay mincir 512000
service-policy output AutoQoS-Policy-UnTrust
frame-relay fragment 640

interfaceキーワードが設定されていて、インターフェイスタイプを指定しない場合、
showautoqosinterfaceコマンドは、AutoQoS--VoIP機能がイネーブルになっているすべてのイン
ターフェイスまたは PVCで、AutoQoS--VoIPによって作成された設定を表示します。

Router# show auto qos interface
Serial6/1.1: DLCI 100 -
!
interface Serial6/1.1 point-to-point
frame-relay interface-dlci 100
class AutoQoS-VoIP-FR-Serial6/1-100
frame-relay ip rtp header-compression
!
map-class frame-relay AutoQoS-VoIP-FR-Serial6/1-100
frame-relay cir 512000
frame-relay bc 5120
frame-relay be 0
frame-relay mincir 512000
service-policy output AutoQoS-Policy-UnTrust
frame-relay fragment 640
ATM2/0.1: PVC 1/100 -
!
interface ATM2/0.1 point-to-point
pvc 1/100
tx-ring-limit 3
encapsulation aal5mux ppp Virtual-Template200

!
interface Virtual-Template200
bandwidth 512
ip address 10.10.107.1 255.255.255.0
service-policy output AutoQoS-Policy-UnTrust
ppp multilink
ppp multilink fragment-delay 10
ppp multilink interleave

次の例では、AutoQoS--VoIP機能によって作成された設定をすべて表示する例を示します。

Router# show auto qos
Serial6/1.1: DLCI 100 -
!
interface Serial6/1.1 point-to-point
frame-relay interface-dlci 100
class AutoQoS-VoIP-FR-Serial6/1-100

frame-relay ip rtp header-compression
!
map-class frame-relay AutoQoS-VoIP-FR-Serial6/1-100
frame-relay cir 512000
frame-relay bc 5120
frame-relay be 0
frame-relay mincir 512000
service-policy output AutoQoS-Policy-UnTrust
frame-relay fragment 640
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下の表で、この出力で表示される重要なフィールドについて説明しています。

表 10：show auto qos のフィールドの説明（AutoQoS--VoIP 機能が設定済み）

説明フィールド

AutoQoS-VoIP機能により作成されたクラスの
名前。この場合、クラス名は、

AutoQoS-VoIP-FR-Serial6/1-100です。

class AutoQoS-VoIP-FR-Serial6/1-100

「AutoQoSポリシー UnTrust」というポリシー
マップが、インターフェイスの発信方向のイン

ターフェイスに付加されていることを示しま

す。

service-policy output AutoQoS-Policy-UnTrust

show auto qos interfaceコマンド：AutoQoS for the Enterprise機能の場合に設定

次に、showautoqosコマンドの出力例を示します。このテンプレートでは、AutoQoSfor theEnterprise
機能の自動検出フェーズで収集されたデータに基づいて作成されたクラス、クラスマップとポリ

シーマップを表示します。

Router# show auto qos
!
policy-map AutoQoS-Policy-Se2/1.1
class AutoQoS-Voice-Se2/1.1
priority percent 70
set dscp ef
class AutoQoS-Inter-Video-Se2/1.1
bandwidth remaining percent 10
set dscp af41
class AutoQoS-Stream-Video-Se2/1.1
bandwidth remaining percent 1
set dscp cs4
class AutoQoS-Transactional-Se2/1.1
bandwidth remaining percent 1
set dscp af21
class AutoQoS-Scavenger-Se2/1.1
bandwidth remaining percent 1
set dscp cs1
class class-default
fair-queue

!
policy-map AutoQoS-Policy-Se2/1.1-Parent

class class-default
shape average 1024000
service-policy AutoQoS-Policy-Se2/1.1

!
class-map match-any AutoQoS-Stream-Video-Se2/1.1
match protocol cuseeme
!
class-map match-any AutoQoS-Transactional-Se2/1.1
match protocol sqlnet
!
class-map match-any AutoQoS-Voice-Se2/1.1
match protocol rtp audio
!
class-map match-any AutoQoS-Inter-Video-Se2/1.1
match protocol rtp video
!
rmon event 33333 log trap AutoQoS description "AutoQoS SNMP traps for Voice Drops" owner
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AutoQoS
Serial2/1.1: DLCI 58 -
!
interface Serial2/1.1 point-to-point
frame-relay interface-dlci 58
class AutoQoS-FR-Serial2/1-58

!
map-class frame-relay AutoQoS-FR-Serial2/1-58
frame-relay cir 1024000

frame-relay bc 10240
frame-relay be 0
frame-relay mincir 1024000
service-policy output AutoQoS-Policy-Se2/1.1-Parent

下の表で、この出力で表示される重要なフィールドについて説明しています。

表 11：show auto qos のフィールドの説明（AutoQoS for the Enterprise 機能が設定済み）

説明フィールド

AutoQoS機能により作成されたポリシーマップ
の名前。この場合、ポリシーマップ名は

AutoQoS-Policy-Se2/1.1です。

policy-map AutoQoS-Policy-Se2/1.1

AutoQoS機能により作成されたクラスの名前。
この場合、クラス名は、AutoQoS-Voice-Se2/1.1
です。クラス名に続いて、クラスに設定された

特定の QoS機能が表示されます。

class AutoQoS-Voice-Se2/1.1

priority percent 70 set dscp ef

指定したクラスとパケットの一致基準の名前。class-mapmatch-anyAutoQoS-Stream-Video-Se2/1.1

match protocol cuseeme

___________________
関連コマンド

説明コマンド

AutoQoS for the Enterprise機能を設定するため、
データの検出と収集を開始します。

auto discovery qos

AutoQoS for the Enterprise機能によって作成され
る QoSクラスマップとポリシーマップをイン
ストールします。

auto qos

インターフェイスに AutoQoS--VoIP機能を設定
します。

auto qos voip

AutoQoS for the Enterprise機能の自動検出フェー
ズで収集されたデータを表示します。

show auto discovery qos
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show policy-map
指定されたサービスポリシーマップのすべてのクラスまたは既存のポリシーマップのすべての

クラスの設定を表示するには、ユーザEXECモードまたは特権EXECモードで showpolicy-mapコ
マンドを使用します。

show policy-map [ policy-map ]

___________________
構文の説明

（任意）全設定を表示するサービスポリシー

マップの名前最大40字の名前を指定できます。
policy-map

___________________
コマンドデフォルト すべての既存のポリシーマップコンフィギュレーションが表示されます。

___________________
コマンドモード ユーザ EXEC（>）特権 EXEC（#）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.0(5)T

このコマンドが Cisco IOS Release 12.0(5)XEに統合されました。12.0(5)XE

このコマンドが Cisco IOS Release 12.0(7)Sに統合されました。12.0(7)S

このコマンドが Cisco IOS Release 12.1(1)Eに統合されました。12.1(1)E

2レートトラフィックポリシングに対してバーストパラメータおよび関連
付けられたアクションを表示するようにこのコマンドは変更されました。

12.2(4)T

このコマンドは、PolicerEnhancement（MultipleActions機能）およびWeighted
Random Early Detection（WRED）（明示的輻輳通知（ECN）機能）のため
に変更されました。

12.2(8)T
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変更内容リリース

次の点が変更されました。

•パーセントベースポリシングおよびシェーピング機能のために出力が
変更されました。

•このコマンドはモジュラ QoSコマンドラインインターフェイス
（MQC）無条件パケット廃棄機能の一部として変更されました。ト
ラフィッククラスは、特定のクラスに属するパケットを廃棄するよう

に設定されます。

•このコマンドは、拡張パケットマーキング機能のために変更されまし
た。マッピングテーブル（テーブルマップ）を使用して、

packet-markingの値を変換し、送信できます。

12.2(13)T

フレームリレーの音声適応トラフィックシェーピング情報の表示をサポー

トするように変更されました。

12.2(15)T

このコマンドの出力が変更され、QoS（パーセントベースポリシング機能）
が、認定（適合）バーストサイズ（bc）および超過（ピーク）バーストサ
イズ（be）をミリ秒（ms）単位で表示するようになりました。

12.0(28)S

このコマンドのサポートが Supervisor Engine 720に追加されました。12.2(14)SX

このコマンドは Supervisor Engine 2に実装され、Cisco IOS Release
12.2(17d)SXBに統合されました。

12.2(17d)SXB

このコマンドは Cisco IOS Release 12.2(28)SBに統合され、レイヤ 2トンネ
ルプロトコルバージョン 3（L2TPv3）トンネルマーキングに関する情報
を表示するように変更されました。

12.2(28)SB

このコマンドは、トラフィッククラスに関して設定された帯域幅残量割合

および ATMオーバーヘッドアカウンティングを表示するように機能拡張
され、Cisco 10000シリーズルータ PRE3に実装されました。

12.2(31)SB2

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

Cisco 7600シリーズルータのサポートが追加されました。12.2(33)SRC

このコマンドは、Generic Routing Encapsulation（GRE）トンネルマーキン
グに関する情報を表示するように変更されました。

このリリースの場合、Cisco MGXルートプロセッサモジュール
（RPM-XF）プラットフォームだけで GREトンネルマーキング
がサポートされます。

（注）

12.4(15)T2
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変更内容リリース

このコマンドは、GREトンネルマーキングに関する情報を表示するように
変更され、Cisco 7300シリーズルータのサポートが追加されました。この
コマンドの出力は、PRE3用と PRE4用の Cisco 10000シリーズルータで変
更されました。

12.2(33)SB

このコマンドはCisco IOSXERelease 2.1に統合され、CiscoASR1000シリー
ズルータ上に実装されました。

Cisco IOS XE 2.1

このコマンドが変更されました。モジュラQuality of Service（QoS）コマン
ドラインインターフェイス（CLI）（MQC）を使用した階層型キューイン
グフレームワーク（HQF）のサポートが追加されました。

12.4(20)T

___________________
使用上のガイドライン showpolicy-mapコマンドは、policy-mapコマンドを使用して作成されたポリシーマップコンフィ

ギュレーションを表示します。ポリシーマップがインターフェイスに付加されているかどうかに

かかわらず、showpolicy-mapコマンドを使用して、既存のサービスポリシーマップを構成するす
べてのクラス設定を表示できます。コマンドは次を表示します。

•インターフェイスで ECNがイネーブルである場合にかぎり、ECNマーキング情報。

•輻輳時にクラスキューに割り当てるために未使用（過剰）帯域幅の量を計算するように設定
および使用されている場合は、帯域幅残量割合設定および統計情報。

Cisco 10000シリーズルータ

Cisco IOS Release 12.2(33)SBでは、show policy-mapコマンドの出力は、ポリシーが階層型である
以前のリリースとは多少異なります。

たとえば、show policy-mapコマンドに階層型ポリシーを指定すると、Cisco IOSRelease 12.2(33)SB
では次に類似した出力が表示されます。

Router# show policy-map Bronze
policy-map bronze
class class-default
shape average 34386000
service-policy Child

show policy-mapコマンドに階層型ポリシーを指定すると、Cisco IOS Release 12.2(31)SBでは次に
類似した出力が表示されます。

Router# show policy-map Gold
policy-map Gold
Class class-default
Average Rate Traffic Shaping
cir 34386000 (bps)
service-policy Child2

Cisco IOSRelease 12.2(33)SBでは、showpolicy-mapコマンドの出力は、次の出力例のように、別々
の行にポリシングアクションを表示します。

Router# show policy-map Premium
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Policy Map Premium
Class P1
priority
police percent 50 25 ms 0 ms
conform-action transmit
exceed-action transmit
violate-action drop

Cisco IOS Release 12.2(31)SBでは、show policy-mapコマンドの出力は、次の出力例のように、1行
にポリシングアクションを表示します。

Router# show policy-map Premium
Policy Map Premium
Class P2
priority
police percent 50 25 ms 0 ms conform-action transmit exceed-action transmit violate- action
drop

___________________
例 このセクションは、一般的な showpolicy-mapコマンドのサンプル出力を示します。使用されるイ

ンターフェイスまたはプラットフォーム、および、イネーブルにされたオプション（WeightedFair
Queueing（WFQ）など）によって、表示される出力は次に示すものと若干異なります。

重み付け均等化キューイング：例

次に、po1というサービスポリシーマップの内容を表示する例を示します。この例では、WFQ
はイネーブルです。

Router# show policy-map po1
Policy Map po1
Weighted Fair Queueing

Class class1
Bandwidth 937 (kbps) Max thresh 64 (packets)

Class class2
Bandwidth 937 (kbps) Max thresh 64 (packets)

Class class3
Bandwidth 937 (kbps) Max thresh 64 (packets)

Class class4
Bandwidth 937 (kbps) Max thresh 64 (packets)

Class class5
Bandwidth 937 (kbps) Max thresh 64 (packets)

Class class6
Bandwidth 937 (kbps) Max thresh 64 (packets)

Class class7
Bandwidth 937 (kbps) Max thresh 64 (packets)

Class class8
Bandwidth 937 (kbps) Max thresh 64 (packets)

次に、ルータ上のすべてのポリシーマップの内容を表示する例を示します。WFQは再びイネー
ブルになります。

Router# show policy-map

Policy Map poH1
Weighted Fair Queueing

Class class1
Bandwidth 937 (kbps) Max thresh 64 (packets)

Class class2
Bandwidth 937 (kbps) Max thresh 64 (packets)

Class class3
Bandwidth 937 (kbps) Max thresh 64 (packets)

Class class4
Bandwidth 937 (kbps) Max thresh 64 (packets)

Class class5
Bandwidth 937 (kbps) Max thresh 64 (packets)

Class class6
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Bandwidth 937 (kbps) Max thresh 64 (packets)
Class class7

Bandwidth 937 (kbps) Max thresh 64 (packets)
Class class8

Bandwidth 937 (kbps) Max thresh 64 (packets)
Policy Map policy2
Weighted Fair Queueing

Class class1
Bandwidth 300 (kbps) Max thresh 64 (packets)

Class class2
Bandwidth 300 (kbps) Max thresh 64 (packets)

Class class3
Bandwidth 300 (kbps) Max thresh 64 (packets)

Class class4
Bandwidth 300 (kbps) Max thresh 64 (packets)

Class class5
Bandwidth 300 (kbps) Max thresh 64 (packets)

Class class6
Bandwidth 300 (kbps) Max thresh 64 (packets)

下の表で、この出力で表示される重要なフィールドについて説明しています。

表 12：show policy-map のフィールドの説明 -- WFQ の場合に設定

説明フィールド

ポリシーマップ名です。Policy Map

クラス名です。Class

クラスに割り当てる帯域幅の量（kbps単位）。Bandwidth

パケット数での最大しきい値。Max thresh

フレームリレー音声適応型トラフィックシェーピング：例

次は、show-policymapコマンドの出力例で、フレームリレー音声適応型トラフィックシェーピン
グがポリシーマップMQC-SHAPE-LLQ1で、class-defaultクラスで設定され、非アクティブ化タイ
マーが 30秒に設定されていることを示します。

Router# show policy-map
Policy Map VSD1
Class VOICE1
Strict Priority
Bandwidth 10 (kbps) Burst 250 (Bytes)

Class SIGNALS1
Bandwidth 8 (kbps) Max Threshold 64 (packets)

Class DATA1
Bandwidth 15 (kbps) Max Threshold 64 (packets)

Policy Map MQC-SHAPE-LLQ1
Class class-default
Traffic Shaping

Average Rate Traffic Shaping
CIR 63000 (bps) Max. Buffers Limit 1000 (Packets)
Adapt to 8000 (bps)
Voice Adapt Deactivation Timer 30 Sec

service-policy VSD1
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Cisco IOS Release 12.4(20)Tでは、ポリシーマップで設定されたインターフェイスが大量のト
ラフィックで満たされている場合、暗黙のポリサーにより、各トラフィッククラスのbandwidth
ステートメントで定義されているトラフィックが許可されます。

（注）

下の表で、この出力で表示される重要なフィールドについて説明しています。

表 13：show policy-map のフィールドの説明 -- フレームリレー音声適応型トラフィックシェーピングの場合
に設定

説明フィールド

このクラスのトラフィックに割り当てられる

キューイングの優先順位を示します。

Strict Priority

トラフィックバーストサイズ（バイト単位）

を指定します。

Burst

トラフィックシェーピングがイネーブルである

ことを示します。

Traffic Shaping

トラフィックシェーピングのタイプがイネーブ

ルであることを示します。ピークレートトラ

フィックシェーピングまたは平均レートトラ

フィックシェーピングを選択することができま

です。

Average Rate Traffic Shaping

認定情報レート（CIR）（バイト単位）。CIR

最大メモリバッファサイズ（パケット単位）。Max. Buffers Limit

シェーピングがアクティブな場合のトラフィッ

クレート。

Adapt to

フレームリレー音声適応型トラフィックシェー

ピングが設定され、非アクティブ化タイマーが

30秒に設定されていることを示します。

Voice Adapt Deactivation Timer

ポリシーマップ「MQC-SHAPE-LLQ1」で設定
したサービスポリシーの名前。

service-policy

トラフィックポリシング：例

次は、showpolicy-mapコマンドのサンプル出力です。この出力例では、policy1というポリシー
マップの内容を表示します。 policy 1では、20%の認定情報レート（CIR）に基づくトラフィック
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ポリシングが設定され、bcと beがミリ秒単位で指定されます。トラフィックポリシング設定の
一部として、オプションの一致（conform）、超過（exceed）、および違反（violate）アクション
が指定されています。

Router# show policy-map policy1
Policy Map policy1
Class class1
police cir percent 20 bc 300 ms pir percent 40 be 400 ms
conform-action transmit
exceed-action drop
violate-action drop

下の表で、この出力で表示される重要なフィールドについて説明しています。

表 14：show policy-map のフィールドの説明 -- トラフィックポリシングの場合に設定

説明フィールド

表示されているポリシーマップの名前Policy Map

表示されたポリシーマップ内に設定されたクラ

スの名前

Class

帯域幅の割合に基づいたトラフィックポリシン

グがイネーブルにされていることを示します。

認定バースト（Bc）サイズおよび超過バースト
（Be）サイズがミリ秒（ms）単位で設定されて
おり、任意の適合アクション、超過アクション

および違反アクションが指定されています。

police

2レートトラフィックポリシング：例

次に、2レートトラフィックポリシングが設定されている場合の show policy-mapコマンドの出
力例を示します。次に示すように、2レートトラフィックポリシングは policeというクラスに設
定されました。次に、policeというクラスは、policy1というポリシーマップで設定されます。 2
レートトラフィックポリシングは、500 kbpsの平均認定レートと 1 Mbpsのピークレートのトラ
フィックを制限するように設定されています。

Router(config)# class-map police
Router(config-cmap)# match access-group 101
Router(config-cmap)# policy-map policy1
Router(config-pmap)# class police
Router(config-pmap-c)# police cir 500000 bc 10000 pir 1000000 be 10000 conform-action
transmit exceed-action set-prec-transmit 2 violate-action drop
Router(config-pmap-c)# interface serial3/0
Router(config-pmap-c)# exit
Router(config-pmap)# exit
Router(config)# interface serial3/0
Router(config-if)# service-policy output policy1
Router(config-if)# end
The following sample output shows the contents of the policy map called policy1 :
Router# show policy-map policy1

Policy Map policy1
Class police
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police cir 500000 conform-burst 10000 pir 1000000 peak-burst 10000 conform-action
transmit exceed-action set-prec-transmit 2 violate-action drop

平均認定レート（500kbps）に準拠するとしてマークされたトラフィックは、そのまま送信されま
す。 500 kbpsを超過しているものの 1Mbpsは超過していないとマークされたトラフィックは、IP
precedence 2でマークされてから送信されます。 1 Mbpsを超過するすべてのトラフィックは、ド
ロップされます。バーストパラメータは 10000バイトに設定されています。

下の表で、この出力で表示される重要なフィールドについて説明しています。

表 15：show policy-map のフィールドの説明 --2 レートトラフィックポリシングの場合に設定

説明フィールド

トラフィックポリシングをイネーブルにするた

めに policeコマンドが設定されていることを示
します。また、パケットのマーキングに使用さ

れる、指定された CIR、認定バーストサイズ
（bc）、ピーク情報レート（PIR）、および、
ピークバースト（BE）サイズも表示します。

police

指定した比率に適合するパケットに実行される

アクションを表示します。

conform-action

指定した比率を超えるパケットに実行されるア

クションを表示します。

exceed-action

指定した比率に違反するパケットに実行される

アクションを表示します。

violate-action

複数トラフィックポリシングアクション：例

次に、Policer Enhancement（Multiple Actions機能）が設定されている場合の showpolicy-mapコマ
ンドの出力例を示します。次の出力例は、showpolicy-mapコマンドを使用してポリシーマップ
「police」の設定を表示する方法を示します。このサービスポリシーでは、トラフィックポリシ
ングは、例に示す CIRまたは PIRに対する準拠、超過、または違反としてマーキングされたパ
ケットの複数アクションを許可するように設定されています。

Router# show policy-map police
Policy Map police
Class class-default
police cir 1000000 bc 31250 pir 2000000 be 31250
conform-action transmit
exceed-action set-prec-transmit 4
exceed-action set-frde-transmit
violate-action set-prec-transmit 2
violate-action set-frde-transmit

指定されたCIR（1,000,000bps）に適合しているパケットは適合パケットとしてマーキングされま
す。これらは変更なしに送信されます。
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指定されたCIRを超過しているが、指定されたPIR（2,000,000 bps）を超えていないパケットは、
超過パケットとしてマーキングされます。これらのパケットは、IP precedenceレベルが 4に、
Discard Eligibility（DE）ビットが 1に設定されて送信されます。

指定された PIRを超えているパケットは、違反パケットとしてマーキングされます。これらのパ
ケットは、IP precedenceレベルが 2に、DEビットが 1に設定されて送信されます。

アクションは、policeコマンドの action引数を使用して指定されます。使用可能なアクション
の詳細については、policeコマンドのリファレンスページを参照してください。

（注）

下の表で、この出力で表示される重要なフィールドについて説明しています。

表 16：show policy-map のフィールドの説明 -- 複数のトラフィックポリシングアクションの場合に設定

説明フィールド

トラフィックポリシングをイネーブルにするた

めに policeコマンドが設定されていることを示
します。また、パケットのマーキングに使用さ

れる、指定されたCIR、BC、PIR、および、BE
も表示します。

police

指定した比率に適合するパケットに実行される

アクションを表示します。

conform-action

指定した比率を超えるパケットに実行されるア

クションを表示します。

exceed-action

指定した比率に違反するパケットに実行される

アクションを表示します。

violate-action

明示的輻輳通知：例

次に、WRED--Explicit（明示的輻輳通知（ECN）機能）が設定されている場合の showpolicy-map
コマンドの出力例を示します。出力に含まれる「explicit congestion notification」という単語（およ
び ECNマーキング情報）は ECNがイネーブルにされていることを示します。

Router# show policy-map
Policy Map pol1
Class class-default
Weighted Fair Queueing

Bandwidth 70 (%)
exponential weight 9
explicit congestion notification
class min-threshold max-threshold mark-probability
----------------------------------------------------------
----------------------------------------------------------

0 - - 1/10
1 - - 1/10
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2 - - 1/10
3 - - 1/10
4 - - 1/10
5 - - 1/10
6 - - 1/10
7 - - 1/10
rsvp - - 1/10

下の表で、この出力で表示される重要なフィールドについて説明しています。

表 17：show policy-map のフィールドの説明 --ECN の場合に設定

説明フィールド

明示的輻輳通知がイネーブルであることを示し

ます。

explicit congestion notification

IP precedence値class

最小しきい値を表します。パケット数のWRED
最小しきい値。

min-threshold

最大しきい値を表します。パケット数のWRED
最大しきい値。

max-threshold

平均キューの深さが最大しきい値の場合にド

ロップされたパケットの割合。

mark-probability

モジュラ QoS CLI（MQC）の無条件パケット廃棄：例

次に、policy1というポリシーマップの内容を表示する例を示します。 c1というクラスに属する
すべてのパケットは廃棄されます。

Router# show policy-map
policy1
Policy Map policy1
Class c1
drop

下の表で、この出力で表示される重要なフィールドについて説明しています。

表 18：show policy-map のフィールドの説明 --MQC の無条件パケット廃棄の場合に設定

説明フィールド

表示されているポリシーマップの名前Policy Map

表示されているポリシーマップ内のクラスの名

前

Class

特定のクラスに属するすべてのパケットに対す

るアクションを廃棄するパケットが設定されて

いることを示します。

drop
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パーセントベースポリシングおよびシェーピング：例

次に、2個のサービスポリシーマップ（policy1と policy2）の内容を表示する例を示します。
policy1では、50%の CIRに基づくトラフィックポリシングが設定されています。 policy2では、
35%の平均レートに基づいたトラフィックシェーピングが設定されています。

Router# show policy-map policy1
Policy Map policy1
class class1

police cir percent 50
Router# show policy-map policy2
Policy Map policy2
class class2

shape average percent 35

次に、po1というサービスポリシーマップの内容を表示する例を示します。

Router# show policy-map po1
Policy Map po1
Weighted Fair Queueing

Class class1
Bandwidth 937 (kbps) Max thresh 64 (packets)

Class class2
Bandwidth 937 (kbps) Max thresh 64 (packets)

Class class3
Bandwidth 937 (kbps) Max thresh 64 (packets)

Class class4
Bandwidth 937 (kbps) Max thresh 64 (packets)

次に、ルータ上のすべてのポリシーマップの内容を表示する例を示します。

Router# show policy-map

Policy Map poH1
Weighted Fair Queueing

Class class1
Bandwidth 937 (kbps) Max thresh 64 (packets)

Class class2
Bandwidth 937 (kbps) Max thresh 64 (packets)

Class class3
Bandwidth 937 (kbps) Max thresh 64 (packets)

Class class4
Bandwidth 937 (kbps) Max thresh 64 (packets)

Policy Map policy2
Weighted Fair Queueing

Class class1
Bandwidth 300 (kbps) Max thresh 64 (packets)

Class class2
Bandwidth 300 (kbps) Max thresh 64 (packets)

Class class3
Bandwidth 300 (kbps) Max thresh 64 (packets)

Class class4
Bandwidth 300 (kbps) Max thresh 64 (packets)

下の表で、この出力で表示される重要なフィールドについて説明しています。

表 19：show policy-map のフィールドの説明 -- パーセントベースポリシングおよびシェーピングの場合に設
定

説明フィールド

表示されているポリシーマップの名前Policy Map
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説明フィールド

Weighted Fair Queueing（WFQ）がイネーブルに
されていることを示します。

Weighted Fair Queueing

表示されたポリシーマップ内に設定されたクラ

スの名前

Class

このクラスに設定された帯域幅（単位：kbps）Bandwidth

最大しきい値を表します。パケット数のWRED
最大しきい値。

Max threshold

拡張パケットマーキング：例

showpolicy-mapコマンドの出力例は、policy1と policy2というポリシーマップの設定を表示しま
す。

policy1では、table-map-cos1というテーブルマップがサービスクラス（CoS）の値に基づいて優
先順位を指定するように設定されました。ポリシーマップ policy 1は、table-map-cos1というテー
ブルマップで定義されたパケットマーキングを変換し、伝播します。

showpolicy-mapコマンドの出力例は、policy1と policy2というサービスポリシーの設定を表示し
ます。 policy1では、table-map1というテーブルマップが CoSの値に基づいて優先順位を指定す
るように設定されました。 policy2では、table-map2というテーブルマップが優先順の値に応じて
Cos値を指定するように設定されました。

Router# show policy-map policy1
Policy Map policy1
Class class-default
set precedence cos table table-map1

Router# show policy-map policy2
Policy Map policy2
Class class-default
set cos precedence table table-map2

次の表に、この出力で表示されるフィールドについて説明します。

表 20：show policy-map のフィールドの説明 -- 拡張パケットマーキングの場合に設定

説明フィールド

表示されているポリシーマップの名前Policy Map

表示されているポリシーマップ内のクラスの名

前

Class
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説明フィールド

指定した値の設定に使用される setコマンドの
名前。

たとえば、set precedence cos table table-map1は、
table-map1というテーブルマップが、テーブル
マップで定義された値に基づいて優先順位値を

指定するように設定されていることを示しま

す。

また、set cos precedence table table-map2は、
table-map2というテーブルマップが、テーブル
マップで定義された値に基づいてCoS値を指定
するように設定されていることを示します。

set precedence cos table table-map1

または

set cos precedence table table-map2

帯域幅残量割合：例

次に、vlan10_policyという名前のポリシーマップの class-defaultクラスの帯域幅残量割合が 10で
あることを示す showpolicy-mapコマンドの出力例を示します。輻輳が発生すると、スケジューラ
は class-defaultトラフィックに他のサブインターフェイスに関して割り当てられている未使用の帯
域幅の 10倍を割り当てます。

Router# show policy-map vlan10_policy
Policy Map vlan10_policy
Class class-default
Average Rate Traffic Shaping
cir 1000000 (bps)
bandwidth remaining ratio 10
service-policy child_policy

次の表に、この出力で表示されるフィールドについて説明します。

表 21：show policy-map のフィールドの説明 --帯域幅残量割合の場合に設定

説明フィールド

表示されているポリシーマップの名前Policy Map

表示されているポリシーマップ内のクラスの名

前

Class

平均レートトラフィックシェーピングが設定

されていることを示します。

Average Rate Traffic Shaping

トラフィックのシェーピングに使用される認定

情報レート（CIR）
cir

超過帯域幅の割り当てに使用される比率を示し

ます。

bandwidth remaining ratio
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ATMオーバーヘッドアカウンティング：例

show policy-mapコマンドの次の出力例は、ATMオーバーヘッドアカウンティングが class-default
クラスでイネーブルにされていることを示します。 BRAS-DSLAMカプセル化は dot1qで、加入
者カプセル化は AAL5サービスで snap-rbeです。

Policy Map unit-test
Class class-default
Average Rate Traffic Shaping
cir 10% account dot1q aal5 snap-rbe

下の表で、この出力で表示される重要なフィールドについて説明しています。

表 22：show policy-map のフィールドの説明 --ATM オーバーヘッドアカウンティングの場合に設定

説明フィールド

認定バースト（BC）は、各間隔で送信される最
大ビット数です。

Average Rate

認定情報レート（CIR）は、使用可能なインター
フェイス帯域幅の 10%です。

cir 10%

BRAS-DSLAMカプセル化は 802.1Q VLANで
す。

dot1q

DSLAM-CPEカプセル化タイプは、ATMアダ
プテーション層 5サービスに基づいています。
AAL5はコネクション型可変ビットレート
（VBR）サービスをサポートします。

aal5

加入者のカプセル化タイプ。snap-rbe

トンネルマーキング：例

この showpolicy-mapコマンドの出力例では、文字列「ip precedence tunnel 4」が、トンネルマー
キング（L2TPv3または GRE）が設定されており、トンネリングされるパケットヘッダーで IP
precedence値を 4に指定するように設定されていることを示しています。

Cisco IOS Release 12.4(15) T2では、GREトンネルマーキングは、RPM-XFプラットフォーム
だけでサポートされます。

（注）

Router# show policy-map
Policy Map TUNNEL_MARKING

Class MATCH_FRDE
set ip precedence tunnel 4

次の表に、この出力で表示されるフィールドについて説明します。
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表 23：show policy-map のフィールドの説明 -- トンネルマーキングの場合に設定

説明フィールド

表示されているポリシーマップの名前Policy Map

表示されているポリシーマップ内のクラスの名

前

Class

トンネルマーキングが設定されていることを示

します。

set ip precedence tunnel

HQF：例 1

show policy-mapコマンドの出力例は、test1というポリシーマップの設定を表示します。

Router# show policy-map test1
Policy Map test1
Class class-default
Average Rate Traffic Shaping
cir 1536000 (bps)
service-policy test2

次の表に、この出力で表示されるフィールドについて説明します。

表 24：show policy-map のフィールドの説明 --HQF の場合に設定

説明フィールド

表示されているポリシーマップの名前Policy Map

表示されているポリシーマップ内のクラスの名

前

Class

平均レートトラフィックシェーピングが設定

されていることを示します。

Average Rate Traffic Shaping

認定情報レート（CIR）（バイト単位）。cir

ポリシーマップ「test1」で設定したサービス
ポリシーの名前。

service-policy

HQF：例 2

show policy-mapコマンドの出力例は、test2というポリシーマップの設定を表示します。

Router# show policy-map test2
Policy Map test2
Class RT
priority 20 (%)

Class BH
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bandwidth 40 (%)
queue-limit 128 packets

Class BL
bandwidth 35 (%)
packet-based wred, exponential weight 9

dscp min-threshold max-threshold mark-probablity
----------------------------------------------------------
af21 (18) 100 400 1/10
default (0) - - 1/10

次の表に、この出力で表示されるフィールドについて説明します。

表 25：show policy-map のフィールドの説明 --HQF の場合に設定

説明フィールド

表示されているポリシーマップの名前Policy Map

表示されているポリシーマップ内のクラスの名

前

Class

平均レートトラフィックシェーピングが設定

されていることを示します。

Average Rate Traffic Shaping

このクラスのトラフィックに割り当てられる

キューイングの優先順位の割合を示します。

priority

このクラスのトラフィックに割り当てられる帯

域幅の割合を示します。

bandwidth

このトラフィッククラスのキュー制限をパケッ

ト単位で示します。

queue-limit

ランダム検出が適用され、検出で使用される単

位はパケットであることを示します。指数重み

は、WREDで使用される平均キューサイズを
計算するための係数です。

packet-based wred, exponential weight

Diffservコードポイント（DSCP）。有効な値
は次のとおりです。

• 0～63：数値の DSCP値。デフォルト値は
0です

• af1～af43：相対的優先転送（AF）のDSCP
値。

• cs1～cs7：タイプオブサービス（ToS）の
優先順位の値。

• default：デフォルトの DSCP値。

• ef：急送型転送（EF）の DSCP値。

dscp
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説明フィールド

最小しきい値を表します。パケット数のWRED
最小しきい値。

min-threshold

最大しきい値を表します。パケット数のWRED
最大しきい値。

max-threshold

平均キューの深さが最大しきい値の場合にド

ロップされたパケットの割合。

mark-probability

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ポリシーマップに属するクラスに対して割り当

てられる帯域幅を指定、または変更し、ATM
オーバーヘッドアカウンティングをイネーブル

にします。

bandwidth

未使用の帯域幅の量を計算して、輻輳時に

キューに割り当てるために、クラスキューおよ

びサブインターフェイスレベルキューの帯域幅

残量割合を指定します。

bandwidth remaining ratio

クラスのポリシーを設定する前に、ポリシーを

作成または変更するクラスの名前、およびデ

フォルトクラス（一般に class-defaultクラスと
して知られるクラス）を指定します。

class（policy map）

指定したクラスへのパケットのマッチングに使

用するクラスマップを作成します。

class-map

特定のクラスに属するパケットを廃棄するトラ

フィッククラスを設定します。

drop

トラフィックポリシングを設定します。police

2レート、CIRおよびPIRを使用してトラフィッ
クポリシングを設定します。

police（2レート）

1つ以上のインターフェイスに対応付けること
ができるポリシーマップを作成または修正し、

サービスポリシーを指定します。

policy-map

   QoS ソリューションコマンドリファレンス、Cisco IOS XE Release 3SE（Catalyst 3850 スイッチ）
154

P から V
show policy-map



説明コマンド

ECNをイネーブルにします。random-detect ecn

指定されたアルゴリズムに従って指示された

ビットレートにトラフィックをシェーピング

し、ATMオーバーヘッドアカウンティングを
イネーブルにします。

shape

指定されたポリシーマップの指定されたクラス

の設定を表示します。

show policy-map class

指定したインターフェイスまたはサブインター

フェイス上か、インターフェイス上の特定の

PVCに対し、すべてのサービスポリシーに対
して設定されているすべてのクラスのパケット

統計情報を表示します。

show policy-map interface

ルータの現在の設定を表示します。設定する

と、コマンド出力に ATMオーバーヘッドアカ
ウンティングに関する情報が含まれます。

show running-config

指定されたテーブルマップまたはすべてのテー

ブルマップの設定を表示します。

show table-map

1つの packet-marking値を別の値にマッピング
および変換するための、マッピングテーブルを

作成します。

table-map（値マッピング）
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show policy-map class
指定したポリシーマップの指定クラスの設定を表示するには、EXECモードで showpolicy-mapclass
コマンドを使用します。

show policy-map policy-map class class-name

___________________
構文の説明

表示するクラス設定を含むポリシーマップの名

前。

policy-map

表示する設定のクラスの名前。class-name

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.0(5)T

このコマンドが Cisco IOS Release 12.0(5)XEに統合されました。12.0(5)XE

このコマンドが Cisco IOS Release 12.0(7)Sに統合されました。12.0(7)S

このコマンドが Cisco IOS Release 12.1(1)Eに統合されました。12.1(1)E

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOSRelease 12.2SXトレインでサポートされま
す。このトレインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、
フィーチャセット、プラットフォーム、およびプラットフォームハー

ドウェアによって異なります。

12.2SX

このコマンドが Cisco ASR 1000シリーズルータに実装されました。Cisco IOS XE Release 2.1

___________________
使用上のガイドライン 指定したサービスポリシーマップがインターフェイスに付加されているかどうかにかかわらず、

showpolicy-mapclassコマンドを使用して、すべてのサービスポリシーマップに対する単一のクラ
ス設定を表示できます。
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___________________
例 次に、po1というポリシーマップに属する class7というクラスの設定を表示する例を示します。

Router# show policy-map po1 class class7

Class class7
Bandwidth 937 (kbps) Max Thresh 64 (packets)

___________________
関連コマンド

説明コマンド

指定されたサービスポリシーマップに対する

すべてのクラスの設定、または、すべての既存

ポリシーマップに対するすべてのクラスの設定

を表示します。

show policy-map

指定されたインターフェイスのすべてのサービ

スポリシーに対して設定されている、全クラス

の設定を表示するか、または、インターフェイ

ス上の特定の PVCに対するサービスポリシー
のクラスを表示します。

show policy-map interface
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show policy-map interface
インターフェイスに付加された入力ポリシーおよび出力ポリシーの統計情報と設定を表示するに

は、ユーザ EXECモードまたは特権 EXECモードで show policy-map interfaceコマンドを使用し
ます。

ATM Shared Port Adapters

show policy-map interface slot/subslot/port .[ subinterface ]

Cisco CMTS Routers

show policy-map interface interface-type slot/subslot/port

Cisco 3660, 3845, 7200, 7400, 7500, Cisco ASR 903 Series Routers, and Cisco ASR 1000 Series Routers

show policy-map interface type type-parameter [vc [ vpi ][/]vci] [dlci dlci] [input| output] [class class-name]

Cisco 6500 Series Switches

show policy-map interface [interface-type interface-number| vlan vlan-id] [detailed] [{input| output} [class
class-name]]

show policy-map interface [port-channel channel-number [class class-name]]

Cisco 7600 Series Routers

show policy-map interface [interface-type interface-number| null 0| vlan vlan-id] [input| output]

___________________
構文の説明

（CMTSおよび ATM共有ポートアダプタの
み）シャーシスロット番号。スロット情報に

ついては該当するハードウェアマニュアルを参

照してください。 SPAインターフェイスプロ
セッサ（SIP）については、プラットフォーム
固有の SPAハードウェアインストレーション
ガイドまたはプラットフォーム固有のSPAソフ
トウェア設定ガイドの対応する「IdentifyingSlots
and Subslots for SIPs and SPAs」トピックを参照
してください。

slot
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（CMTSおよび ATM共有ポートアダプタの
み）SPAがインストールされている場合の SPA
インターフェイスプロセッサ（SIP）の第 2ス
ロット番号。サブスロット情報については、プ

ラットフォーム固有の SPAハードウェアイン
ストレーションガイドおよびプラットフォーム

固有のSPAソフトウェア設定ガイドの対応する
「Specifying the Interface Address on an SPA」ト
ピックを参照してください。

/subslot

（CMTSおよび ATM共有ポートアダプタの
み）ポートまたはインターフェイス番号。ポー

ト情報については該当するハードウェアマニュ

アルを参照してください。SPAについては、プ
ラットフォーム固有のSPAソフトウェア設定ガ
イドの対応する「Specifying the Interface
Address」トピックを参照してください。

port

（ATM共有ポートアダプタのみ、任意）サブ
インターフェイス番号。期間に優先する番号

は、このサブインターフェイスが属する番号に

一致する必要があります。指定できる値の範囲

は 1～ 4,294,967,293です。

.subinterface

ポリシー設定が表示されるサブインターフェイ

スのインターフェイスタイプ。

type

インターフェイスまたはサブインターフェイス

タイプに関連付けられたポート、コネクタ、イ

ンターフェイスカード番号、クラスマップ名

または他のパラメータ

type-parameter

（任意）ATMインターフェイスの場合にだけ、
指定されたPVCのポリシー設定を表示します。

vc
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（任意）この相手先固定接続（PVC）の ATM
ネットワーク仮想パス識別子（VPI）。 Cisco
7200および 7500シリーズルータで、この値範
囲は 0～ 255です。

vpiおよび vci引数は両方を 0に設定できませ
ん。一方が 0の場合、もう一方は 0にできませ
ん。

前方スラッシュ（/）と vpi値の両方がない場
合、vpi値のデフォルトは 0です。この値が省
略されたときは、指定されたATMインターフェ
イスまたはサブインスタンスの仮想回線（VC）
の情報が表示されます。

vpi /

（任意）この PVCの ATMネットワーク仮想
チャネル識別子（VCI）。この値は 0～1の範
囲で、atmvc-per-vpコマンドによってこのイン
ターフェイスに対して設定された最大値未満で

す。一般的に、0～ 31の低いほうの値は、特
定のトラフィック（F4Operation, Administration,
and Maintenance（OAM）、相手先選択接続
（SVC）シグナリング、統合ローカルマネジメ
ントインターフェイス（ILMI）など）のため
に予約されており、使用できません。

VCIは、ATMセルのヘッダーの 16ビット
フィールドです。VCI値はローカルにだけ意味
があるため、単一リンク上でだけ一意であり、

ATMネットワーク全体では一意ではありませ
ん。

vpiおよび vci引数は両方を 0に設定できませ
ん。一方が 0の場合、もう一方は 0にできませ
ん。

vci

（任意）ポリシー設定が表示される特定のPVC
を示します。

dlci

（任意）インターフェイスで使用される、特定

のデータリンク接続識別子（DLCI）番号。DLCI
が指定された場合、対応する PVCのポリシー
設定が表示されます。

dlci

（任意）入力ポリシーに添付された統計情報が

表示されることを示します。

input
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（任意）出力ポリシーに添付された統計情報が

表示されることを示します。

output

（任意）指定したクラスの QoSポリシーアク
ションを表示します。

class class-name

（任意）インターフェイスタイプ。有効な値

は、atm、ethernet、fastethernet、ge-wan
gigabitethernet、pos、pseudowireおよび
tengigabitethernetです。

interface-type

（任意）モジュールおよびポート番号。有効値

については「使用上のガイドライン」の項を参

照してください。

interface-number

（任意）VLANIDを指定します。有効値の範囲
は 1～ 4094です。

vlan vlan-id

（任意）その他の統計情報を表示します。detailed

（任意）EtherChannelポートチャネルインター
フェイスを表示します。

port-channel channel-number

（任意）ヌルインターフェイスを指定します。

有効値は 0だけです。
null 0

___________________
コマンドデフォルト 指定されたインターフェイスまたはサブインターフェイス、あるいはそのインターフェイス上の

特定の相手先固定接続（PVC）のすべてのサービスポリシーに設定されているすべてのクラスの
パケット統計情報を表示します。

ATM共有ポートアダプタを使用する場合は、このコマンドにデフォルトの動作または値はあり
ません。

___________________
コマンドモード 特権 EXEC（#）

ATM共有ポートアダプタ（SPA）
ユーザ EXEC (>)

特権 EXEC（#）
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___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.0(5)T

このコマンドが Cisco IOS Release 12.0(5)XEに統合されました。12.0(5)XE

このコマンドが Cisco IOS Release 12.0(7)Sに統合されました。12.0(7)S

このコマンドが変更され、QoS（パーセントベースポリシング機能）が、
認定（適合）バースト（bc）サイズおよび超過（ピーク）バースト（be）
サイズを計算する場合にミリ秒を含めるようになりました。

12.0(28)S

このコマンドが Cisco IOS Release 12.1(1)Eに統合されました。12.1(1)E

このコマンドは、インターフェイス上のすべてのフレームリレーPVCのポ
リシー、または、DLCIが指定された場合は指定された PVCのポリシーに
関する情報を表示するように変更されました。また、このコマンドは、

Quality of Service（QoS）設定アクションによってマーキングされたパケッ
トの合計数を表示するように変更されました。

12.1(2)T

このコマンドはクラスごとのアカウンティング統計情報を表示するように

変更されました。

12.1(3)T

このコマンドは、2レートトラフィックポリシングのために変更され、バー
ストパラメータと関連するアクションを表示します。

12.2(4)T

このコマンドは、Policer Enhancement（MultipleActions機能）およびWRED
（明示的輻輳通知（ECN）機能）のために変更されました

Policer Enhancement（Multiple Actions機能）の場合、このコマンドは特定の
レートに対する適合パケット、超過パケットおよび違反パケットに設定さ

れた複数のアクションを表示するように変更されました。

WRED（明示的輻輳通知（ECN）機）の場合、このコマンドは ECNマーキ
ング情報を表示します。

12.2(8)T
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変更内容リリース

次の点が変更されました。

•このコマンドは、パーセントベースポリシング機能とシェーピング機
能のために、変更されました。

•このコマンドは、クラスベースの RTPおよび TCPヘッダー圧縮のた
めに変更されました。

•このコマンドはモジュラ QoSコマンドラインインターフェイス
（MQC）無条件パケット廃棄機能の一部として変更されました。ポリ
シーマップのトラフィッククラスは、特定のクラスに属するパケット

を廃棄するように設定されます。

•このコマンドは、クラスマップ内のトラフィックの一致基準として、
フレームリレー DLCI番号を表示するように変更されました。

•このコマンドは、クラスマップ内のトラフィックの一致基準として、
レイヤ 3パケット長を表示するように変更されました。

•このコマンドは、拡張パケットマーキング機能のために変更されまし
た。マッピングテーブル（テーブルマップ）を使用して、

packet-markingの値を変換し、送信できます。

12.2(13)T

このコマンドが変更されました。このコマンドのサポートが Cisco 7600シ
リーズルータに追加されました。

12.2(14)SX

このコマンドは、フレームリレーの音声適応トラフィックシェーピング情

報を表示するように変更されました。

12.2(15)T

このコマンドは Supervisor Engine 2に実装され、Cisco IOS Release
12.2(17d)SXBに統合されました。

12.2(17d)SXB

このコマンドは、帯域幅見積もりパラメータを表示するように変更されま

した。

12.3(14)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(18)SXEに統合されました。このコ
マンドは、ATM共有ポートアダプタの集約WRED統計情報を表示するよ
うに変更されました。構文、デフォルト値、および、コマンドモードが変

更されたことに注意してください。これらの変更には、「ATM Shared Port
Adapter」のラベルが付けられています。

12.2(18)SXE

このコマンドが変更されました。 Flexible Packet Matching（FPM）をサポー
トするため、typeaccess-controlキーワードが追加されました。

12.4(4)T
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変更内容リリース

このコマンドが Cisco IOS Release 12.2(28)SBに統合され、次の変更が実施
されました。

•このコマンドは、フレームリレーインターフェイスまたは PVCのレ
ガシー QoSパラメータまたは階層型キューイングフレームワーク
（HQF）パラメータのいずれかを表示するように変更されました。

•このコマンドは、レイヤ2トンネルプロトコルバージョン3（L2TPv3）
トンネルマーキングに関する情報を表示するように変更されました。

12.2(28)SB

次の点が変更されました。

•このコマンドは、設定されたプライオリティサービスの各レベルに対
する統計情報、および、帯域幅残量割合に関する情報を表示するよう

に拡張され、Cisco 10000シリーズルータ PRE3に実装されました。

•このコマンドは、VLANID番号に基づく一致パケットの統計情報を表
示するように変更されました。 Cisco IOS Release 12.2(31)SB2の時点
で、VLANID番号に基づく一致パケットは、Cisco10000シリーズルー
タだけでサポートされます。

12.2(31)SB2

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRCに統合されました。12.2(33)SRC

このコマンドは、Generic RoutingEncapsulation（GRE）トンネルマーキング
に関する情報を表示するように変更されました。

このリリースの時点で、Cisco MGXルートプロセッサモジュー
ル（RPM-XF）プラットフォームだけで GREトンネルマーキン
グがサポートされます。

（注）

12.4(15)T2

このコマンドは、GREトンネルマーキングに関する情報を表示するように
変更され、Cisco 7300シリーズルータのサポートが追加されました。

12.2(33)SB

このコマンドはCisco IOSXERelease 2.1に統合され、CiscoASR 1000シリー
ズルータ上に実装されました。

Cisco IOS XE 2.1

このコマンドが変更されました。モジュラQuality of Service（QoS）コマン
ドラインインターフェイス（CLI）（MQC）を使用した階層型キューイン
グフレームワーク（HQF）のサポートが追加されました。

12.4(20)T

このコマンドは、Catalyst 6500シリーズスイッチに実装され、プライオリ
ティ機能の厳密なレベルおよびレベルごとのカウントを表示するように変

更されました。

12.2(33)SXI

このコマンドは、MQCポリシングポリシーマップで、bc値と be値をイン
ターフェイスのMTUサイズに自動的に丸めるように変更されました。

12.2(33)SRE
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変更内容リリース

コマンド出力では、加入者 QoS統計情報に関する情報を表示するように変
更されました。

Cisco IOS XE
Release 2.6

このコマンドは、ポリサー統計情報の適切な数だけを表示するように変更

されました。

12.2(54)SG

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SCFに統合されました。12.2(33)SCF

このコマンドが Cisco ASR 903シリーズルータに実装されました。Cisco IOS XE
Release 3.7S

このコマンドが変更されました。 pseudowireインターフェイスタイプが追
加されました。

Cisco IOS XE
Release 3.8S

このコマンドが変更されました。 pseudowireインターフェイスタイプが
Cisco 1000シリーズルータに追加されました。

Cisco IOS XE
Release 3.8S

このコマンドが変更されました。 pseudowireインターフェイスタイプが追
加されました。

Cisco IOS Release
15.3(1)S

___________________
使用上のガイドライン Cisco 3660、3845、7200、7400、7500、Cisco ASR 903シリーズルータ、および Cisco ASR 1000

シリーズルータ

show policy-map interfaceコマンドは、指定されたインターフェイスのクラスのパケット統計情
報、または、サービスポリシーがインターフェイスまたはPVCに付加されている場合にかぎり、
指定された PVCのクラスのパケット統計情報を表示します。

showpolicy-map interfaceコマンドの入力後に表示されるカウンタは、インターフェイスで輻輳が
存在する場合にだけ更新されます。

show policy-map interfaceコマンドは、フレームリレートラフィックシェーピング（FRTS）がイ
ンターフェイスでイネーブルの場合に限り、フレームリレーPVCに関するポリシー情報を表示し
ます。

showpolicy-map interfaceコマンドは、インターフェイスでECNがイネーブルの場合にだけ、ECN
マーキング情報を表示します。

シェーピングが HQFでアクティブであるかどうかを判断するには、show policy-map interfaceコ
マンド出力の「（queue depth/total drops/no-buffer drops）」行の queue depthフィールドを検査しま
す。

Cisco IOS Release 12.4(20)T以降の HQFイメージでは、遅延パケットカウンタおよび遅延バイト
カウンタはトラフィックシェーピングクラスで廃止されました。

Cisco 7600シリーズルータおよび Catalyst 6500シリーズスイッチ
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Supervisor Engine 720が搭載されたCisco 7600シリーズルータまたはCatalyst 6500シリーズスイッ
チでは、pos、atm、ge-wanインターフェイスはサポートされていません。

Supervisor Engine 2が搭載された Cisco 7600シリーズルータおよび Catalyst 6500シリーズスイッ
チではパケットカウンタが表示されます。

Supervisor Engine 720が搭載されたCisco 7600シリーズルータおよびCatalyst 6500シリーズスイッ
チではバイトカウンタが表示されます。

ポリシング済みカウンタ情報は出力されないで、代わりに 0が表示されます（0パケット、0バイ
トなど）。ドロップまたは転送されたポリシング済みカウンタ情報を表示するには、showmlsqos
コマンドを入力します。

Cisco 7600シリーズルータのOSMWANインターフェイスに限り、ポリシーマップ内にポリシン
グを設定する場合、ハードウェアカウンタが表示され、class-defaultカウンタは表示されません。
ポリシーマップ内のポリシングを設定しない場合、デフォルトクラスのカウンタが表示されま

す。

Catalyst 6500シリーズスイッチでは、show policy-map interfaceコマンドは、プライオリティ機能
の厳密なレベルおよびレベルごとのカウントを表示します。

interface-number引数では、モジュールおよびポート番号を指定します。 interface-numberの有効な
値は、指定するインターフェイスタイプと、使用するシャーシおよびモジュールによって異なり

ます。たとえば、13スロットシャーシに 48ポート 10/100BASE-Tイーサネットモジュールが搭
載されている場合に、ギガビットイーサネットインターフェイスを指定すると、モジュール番号

の有効値は 1～ 13、ポート番号の有効値は 1～ 48になります。

HQF

HQFを設定すると、show policy-map interfaceコマンドは、DiffServコードポイント（DSCP）
値、WRED統計情報（バイト単位）、WREDによって送信されたパケット数、および各クラスで
出力されたパケット数またはバイト数を表示するカウンタが含まれる追加フィールドを表示しま

す。

___________________
例 このセクションは、一般的な show policy-map interfaceコマンドのサンプル出力を示します。使

用されるインターフェイスまたはプラットフォーム、および、イネーブルにされたオプションに

よって、表示される出力は次に示すものと若干異なります。

___________________
例 次の showpolicy-map interfaceコマンド出力例では、mypolicyという名前のサービスポリシー（設

定は次のとおり）が付加されたシリアル 3/1インターフェイスの統計情報が表示されています。
重み付け均等化キューイング（WFQ）は、このインターフェイスでイネーブルになっています。
コマンド出力に共通して表示される主なフィールドの説明については、次の表を参照してくださ

い。

policy-map mypolicy
class voice
priority 128
class gold
bandwidth 100
class silver
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bandwidth 80
random-detect

Router# show policy-map interface serial3/1 output

Serial3/1
Service-policy output: mypolicy
Class-map: voice (match-all)
0 packets, 0 bytes
5 minute offered rate 0 bps, drop rate 0 bps
Match: ip precedence 5
Weighted Fair Queueing
Strict Priority
Output Queue: Conversation 264
Bandwidth 128 (kbps) Burst 3200 (Bytes)
(pkts matched/bytes matched) 0/0
(total drops/bytes drops) 0/0

Class-map: gold (match-all)
0 packets, 0 bytes
5 minute offered rate 0 bps, drop rate 0 bps
Match: ip precedence 2
Weighted Fair Queueing
Output Queue: Conversation 265
Bandwidth 100 (kbps) Max Threshold 64 (packets)
(pkts matched/bytes matched) 0/0
(depth/total drops/no-buffer drops) 0/0/0

Class-map: silver (match-all)
0 packets, 0 bytes
5 minute offered rate 0 bps, drop rate 0 bps
Match: ip precedence 1
Weighted Fair Queueing
Output Queue: Conversation 266
Bandwidth 80 (kbps)
(pkts matched/bytes matched) 0/0
(depth/total drops/no-buffer drops) 0/0/0
exponential weight: 9
mean queue depth: 0

class Transmitted Random drop Tail drop Minimum Maximum Mark
pkts/bytes pkts/bytes pkts/bytes thresh thresh prob

0 0/0 0/0 0/0 20 40 1/10
1 0/0 0/0 0/0 22 40 1/10
2 0/0 0/0 0/0 24 40 1/10
3 0/0 0/0 0/0 26 40 1/10
4 0/0 0/0 0/0 28 40 1/10
5 0/0 0/0 0/0 30 40 1/10
6 0/0 0/0 0/0 32 40 1/10
7 0/0 0/0 0/0 34 40 1/10
rsvp 0/0 0/0 0/0 36 40 1/10
Class-map: class-default (match-any)

0 packets, 0 bytes
5 minute offered rate 0 bps, drop rate 0 bps
Match: any

___________________
例 次の show policy-map interfaceコマンド出力例では、p1という名前のサービスポリシー（設定は

次のとおり）が付加されたシリアル 3/2インターフェイスの統計情報が表示されています。この
インターフェイス上では、トラフィックシェーピングがイネーブルにされています。コマンド出

力に共通して表示される主なフィールドの説明については、次の表を参照してください。

Cisco IOS Release 12.4(20)T以降の HQFイメージでは、遅延パケットカウンタおよび遅延バイ
トカウンタはトラフィックシェーピングクラスで廃止されました。

（注）

policy-map p1
class c1
shape average 320000
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Router# show policy-map interface serial3/2 output

Serial3/2
Service-policy output: p1
Class-map: c1 (match-all)
0 packets, 0 bytes
5 minute offered rate 0 bps, drop rate 0 bps
Match: ip precedence 0
Traffic Shaping
Target Byte Sustain Excess Interval Increment Adapt
Rate Limit bits/int bits/int (ms) (bytes) Active
320000 2000 8000 8000 25 1000 -
Queue Packets Bytes Packets Bytes Shaping
Depth Delayed Delayed Active
0 0 0 0 0 no

Class-map: class-default (match-any)
0 packets, 0 bytes
5 minute offered rate 0 bps, drop rate 0 bps
Match: any

次の表は、一般に表示される重要なフィールドについて説明します。表のフィールドは、関連す

る QoS機能に従ってグループ化されています。サービスポリシー出力名、クラスマップ名、お
よび、一致基準情報に続いて、丸カッコに囲まれた数字が表示されます。この番号は、Cisco内
部だけで使用されるものであり、無視できます。

表 26：show policy-map interface のフィールドの説明

説明フィールド

クラスまたはサービスポリシーに関連付けられ

たフィールド

指定されたインターフェイスまたは VCに適応
されている出力サービスポリシーの名前。

Service-policy output

表示されるトラフィックのクラス。ポリシーに

設定されている各クラスに対して出力が表示さ

れます。クラス一致の実装の選択（match-all、
match-anyなど）もトラフィッククラスの横に
表示されます。

Class-map

表示されているトラフィックのクラスに属する

と確認されたパケット数（バイト単位でも表

示）。

packets and bytes
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説明フィールド

クラスに着信するパケットのレート（単位：

kbps）。

発信インターフェイス全体でパケット

が圧縮されている場合、パケット圧縮

によって達成された改善パケットレー

トは、offered rateには反映されませ
ん。また、パケットがトンネルの組

み合わせ（例：Generic Routing
Encapsulation（GRE）トンネルおよび
IP Security（IPSec）トンネル）に入る
前に圧縮されている場合、offered rate
は、一般にトンネルカプセル化に関

連付けられたすべての追加オーバー

ヘッドを含みません。 offered rateは、
設定に応じて、オーバーヘッドを含ま

ない、1つのトンネルカプセル化だけ
のオーバーヘッドを含む、または、す

べてのトンネルカプセル化のオーバー

ヘッドを含むのいずれかです。 GRE
および IPSecトンネル設定の多くで、
offered rateは、GREトンネルカプセ
ル化のオーバーヘッドだけを含みま

す。

（注）

offered rate

クラスからパケットがドロップされるレート

（単位：kbps）。ドロップレートは、offered
rateから正常に送信されたパケット数を引いて
計算されます。

drop rate

分散アーキテクチャプラットフォー

ム（Cisco 7500シリーズプラット
フォームなど）では、offered rateカウ
ンタとドロップレートカウンタの差

として計算される送信レートの値が、

散発的に平均から 20 %またはそれ以
上逸脱することがあります。独立し

たトラフィック分析装置によって対応

するバーストが示されないにもかかわ

らず、発生することがあります。

（注）
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説明フィールド

トラフィックのクラスに指定された一致基準。

選択要素には、IP precedence、IPDiffservコード
ポイント（DSCP）値、マルチプロトコルラベ
ルスイッチング（MPLS）Experimental（EXP）
値、アクセスグループ、および、QoSグループ
などの基準があります。使用可能な各種の一致

条件の詳細については、『Cisco IOS Quality of
Service Solutions Configuration Guide』の
「ClassifyingNetwork Traffic」モジュールを参照
してください。

Match

キューイングに対応付けられているフィールド

（イネーブルの場合）

このトラフィックのクラスに割り当てられてい

るWeighted Fair Queueing（WFQ）カンバセー
ション。

Output Queue

このクラスに設定されている帯域幅（kbpsまた
は割合のいずれか）、および、バーストサイズ

Bandwidth

キューに入れられた、このクラスに一致するパ

ケット数（バイト単位でも表示）。この数は、

任意の時点でキューイングされた一致パケット

の合計数を表します。このクラスに一致するパ

ケットは、輻輳が存在するときだけキューイン

グされます。パケットがクラスに一致している

が、ネットワークが混雑していないために

キューイングされなかった場合、それらのパ

ケットはこの合計に含まれません。しかし、プ

ロセススイッチングが使用されている場合は、

ネットワークが混雑していない場合でもパケッ

ト数は常に加算されます。

pkts matched/bytes matched

このクラスに対して廃棄されたパケット数。

No-bufferは、パケットをサービスするメモリ
バッファが存在しないことを示します。

depth/total drops/no-buffer drops

Weighted Random Early Detection（WRED）に対
応付けられているフィールド（イネーブルであ

る場合）

WREDパラメータグループのために平均キュー
サイズの計算に使用される指数。

exponential weight
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説明フィールド

インターフェイスの実際のキューの深さおよび

指数重み付け定数に基づいたキューの深さの平

均。これは、変動する平均です。最小しきい

値および最大しきい値と、この値とを比較して

ドロップの是非を決定します。

mean queue depth

IP precedenceレベル。class

WREDを通過し、WREDにドロップされなかっ
たパケット数（バイト単位でも表示）。

パケットを格納するのに十分なメモリ

がバッファにない場合、パケットが

WREDを通過した後でドロップされ
ます。バッファに十分なメモリがな

いためにドロップされた（「ノーバッ

ファドロップ」とも呼ばれる）パケッ

トは、WREDパケットカウンタに算
入されます。

（注）

Transmitted pkts/bytes

キューの深さの平均が、指定された IPprecedence
レベルの最小しきい値と最大しきい値の間であ

る場合に、ランダムにドロップされたパケット

数（バイト単位でも表示）。

Random drop pkts/bytes

キューの深さの平均が、指定された IPprecedence
レベルの最大しきい値を上回る場合に、ランダ

ムにドロップされたパケット数（バイト単位で

も表示）。

Tail drop pkts/bytes

最小しきい値を表します。パケット数のWRED
最小しきい値。

Minimum thresh

最大しきい値を表します。パケット数のWRED
最大しきい値。

Maximum thresh

マーク確率。平均キューの深さが最大しきい値

の場合にドロップされたパケットの割合。

Mark prob

トラフィックシェーピングと対応付けられた

フィールド（イネーブルである場合）

シェーピングトラフィックに使用されるレー

ト。

Target Rate
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説明フィールド

インターバルあたりの送信最大バイト数。次の

ように計算されます。

((Bc+Be) /8) x 1

Byte Limit

認定バースト（Bc）レート。Sustain bits/int

超過バースト（Be）レート。Excess bits/int

ミリ秒（ms）単位の時間間隔の値。Interval (ms)

各時間間隔の間にトラフィックシェーピングの

トークンバケット内に受信したクレジット数

（単位：バイト）。

Increment (bytes)

トラフィックシェーパーの現在のキューの深

さ。

Queue Depth

トラフィックシェーパーシステムに入ったパ

ケットの合計数。

Packets

トラフィックシェーパーシステムに入ったバ

イト合計数。

Bytes

送信される前に、トラフィックシェーパーの

キュー内で遅延したパケットの合計数。

Packets Delayed

送信される前に、トラフィックシェーパーの

キュー内で遅延したバイトの合計数。

Bytes Delayed

トラフィックシェーパーがアクティブかどうか

を示します。たとえば、トラフィックシェー

パーがアクティブであり、送信されたトラ

フィックがトラフィックシェーピングレート

を上回る場合、フィールドに「yes」が表示され
ます。

Shaping Active

___________________
例 次の show policy-map interfaceコマンドの出力例では、prec-aggr-wredというサービスポリシー

（設定は次のとおり）が付加された ATM共有ポートアダプタインターフェイス 4/1/0.10の統計
情報が表示されています。集約WREDがこのインターフェイスでイネーブルになっているため、
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Marl Prob統計情報によるクラス はサブクラスによって集約されます。コマンド出力に共通して
表示される主なフィールドの説明については、次の表を参照してください。

Router(config)# policy-map prec-aggr-wred
Router(config-pmap)# class class-default
Router(config-pmap-c)# random-detect aggregate
Router(config-pmap-c)# random-detect precedence values 0 1 2 3 minimum thresh 10
maximum-thresh 100 mark-prob 10
Router(config-pmap-c)# random-detect precedence values 4 5 minimum-thresh 40 maximum-thresh
400 mark-prob 10
Router(config-pmap-c)# random-detect precedence values 6 minimum-thresh 60 maximum-thresh
600 mark-prob 10
Router(config-pmap-c)# random-detect precedence values 7 minimum-thresh 70 maximum-thresh
700 mark-prob 10
Router(config-pmap-c)# exit
Router(config-pmap)# exit
Router(config)# interface ATM4/1/0.10 point-to-point
Router(config-if)# ip address 10.0.0.2 255.255.255.0
Router(config-if)# pvc 10/110
Router(config-if)# service-policy output prec-aggr-wred

Router# show policy-map interface atm4/1/0.10

ATM4/1/0.10: VC 10/110 -
Service-policy output: prec-aggr-wred
Class-map: class-default (match-any)
0 packets, 0 bytes
5 minute offered rate 0 bps, drop rate 0 bps
Match: any
Exp-weight-constant: 9 (1/512)
Mean queue depth: 0
class Transmitted Random drop Tail drop Minimum Maximum Mark

pkts/bytes pkts/bytes pkts/bytes thresh thresh prob

0 1 2 3 0/0 0/0 0/0 10 100 1/10
4 5 0/0 0/0 0/0 40 400 1/10
6 0/0 0/0 0/0 60 600 1/10
7 0/0 0/0 0/0 70 700 1/10

___________________
例 次の show policy-map interfaceコマンドの出力例では、dscp-aggr-wredというサービスポリシー

（設定は次のとおり）が付加された ATM共有ポートアダプタインターフェイス 4/1/0.11の統計
情報が表示されています。集約WREDがこのインターフェイスでイネーブルになっているため、
MarlProb統計情報によるクラスはサブクラスによって集約されます。コマンド出力に共通して表
示される主なフィールドの説明については、次の表を参照してください。

Router(config)# policy-map dscp-aggr-wred
Router(config-pmap)# class class-default
Router(config-pmap-c)# random-detect dscp-based aggregate minimum-thresh 1 maximum-thresh
10 mark-prob 10
Router(config-pmap-c)# random-detect dscp values 0 1 2 3 4 5 6 7 minimum-thresh 10
maximum-thresh 20 mark-prob 10
Router(config-pmap-c)# random-detect dscp values 8 9 10 11 minimum-thresh 10 maximum-thresh
40 mark-prob 10
Router(config-pmap-c)# exit
Router(config-pmap)# exit
Router(config)# interface ATM4/1/0.11 point-to-point
Router(config-subif)# ip address 10.0.0.2 255.255.255.0
Router(config-subif)# pvc 11/101
Router(config-subif)# service-policy output dscp-aggr-wred
Router# show policy-map interface atm4/1/0.11

ATM4/1/0.11: VC 11/101 -
Service-policy output: dscp-aggr-wred
Class-map: class-default (match-any)
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0 packets, 0 bytes
5 minute offered rate 0 bps, drop rate 0 bps
Match: any
Exp-weight-constant: 0 (1/1)
Mean queue depth: 0
class Transmitted Random drop Tail drop Minimum Maximum Mark

pkts/bytes pkts/bytes pkts/bytes thresh thresh prob
default 0/0 0/0 0/0 1 10 1/10
0 1 2 3
4 5 6 7 0/0 0/0 0/0 10 20 1/10
8 9 10 11 0/0 0/0 0/0 10 40 1/10

次の表は、集約WREDが ATM共有ポートアダプタに設定されている場合の出力に表示される重
要なフィールドについて説明します。

表 27：show policy-map interface のフィールドの説明：ATM 共有ポートアダプタの集約 WRED の場合に設定

説明フィールド

重み付きランダム早期検出（WRE）パラメータ
グループの平均キューサイズの計算に使用され

る指数。

exponential weight

インターフェイスの実際のキューの深さおよび

指数重み付け定数に基づいたキューの深さの平

均。これは、変動する平均です。最小しきい

値および最大しきい値と、この値とを比較して

ドロップの是非を決定します。

mean queue depth

集約重み付きランダム早期検出

（WRED）がイネーブルの場合、次
のWRED統計情報がサブクラス（IP
precedenceまたは DiffServコードポ
イント（DSCP）値）に基づいて集約
されます。

（注）

IP precedenceレベルまたはDiffServコードポイ
ント（DSCP）値。

class

WREDを通過し、WREDにドロップされなかっ
たパケット数（バイト単位でも表示）。

パケットを格納するのに十分なメモリ

がバッファにない場合、パケットが

WREDを通過した後でドロップされ
ます。バッファに十分なメモリがな

いためにドロップされた（「ノーバッ

ファドロップ」とも呼ばれる）パケッ

トは、WREDパケットカウンタに算
入されます。

（注）

Transmitted pkts/bytes
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説明フィールド

キューの深さの平均が、指定された IPprecedence
レベルまたはDSCP値の最小しきい値と最大し
きい値の間である場合に、ランダムにドロップ

されたパケット数（バイト単位でも表示）。

Random drop pkts/bytes

キューの深さの平均が、指定された IPprecedence
レベルまたはDSCP値の最大しきい値を上回る
場合に、ランダムにドロップされたパケット数

（バイト単位でも表示）。

Tail drop pkts/bytes

最小しきい値を表します。パケット数のWRED
最小しきい値。

Minimum thresh

最大しきい値を表します。パケット数のWRED
最大しきい値。

Maximum thresh

マーク確率。平均キューの深さが最大しきい値

の場合にドロップされたパケットの割合。

Mark prob

___________________
例 次は、フレームリレー音声適応型トラフィックシェーピングが現在アクティブで、非アクティブ

化タイマーが 29秒残っている出力例です。トラフィックシェーピングがアクティブで、非アク
ティブ化時刻が設定されていると、DLCI 201の現在の送信レートが minCIRで、音声パケットが
29秒間検出されない場合、送信レートが CIRに増加することを意味します。

Cisco IOS Release 12.4(20)T以降の HQFイメージでは、遅延パケットカウンタおよび遅延バイ
トカウンタはトラフィックシェーピングクラスで廃止されました。

（注）

Router# show policy interface Serial3/1.1

Serial3/1.1:DLCI 201 -
Service-policy output:MQC-SHAPE-LLQ1

Class-map:class-default (match-any)
1434 packets, 148751 bytes
30 second offered rate 14000 bps, drop rate 0 bps
Match:any
Traffic Shaping

Target/Average Byte Sustain Excess Interval Increment
Rate Limit bits/int bits/int (ms) (bytes)
63000/63000 1890 7560 7560 120 945

Adapt Queue Packets Bytes Packets Bytes Shaping
Active Depth Delayed Delayed Active
BECN 0 1434 162991 26 2704 yes
Voice Adaptive Shaping active, time left 29 secs
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下の表で、この出力で表示される重要なフィールドについて説明しています。次の表で説明され

ていない重要なフィールドは、上記の表（「show policy-map interfaceのフィールドの説明」）に
記載されています。

表 28：show policy-map interface のフィールドの説明：フレームリレー音声適応型トラフィックシェーピン
グの場合に設定

説明フィールド

フレームリレー音声適応型トラフィックシェー

ピングがアクティブまたは非アクティブかどう

かを示します。

Voice Adaptive Shaping active/inactive

フレームリレー音声適応型トラフィックシェー

ピングの非アクティブ化タイマーの残り秒数。

Time left

___________________
例 次に 2レートトラフィックポリシングが設定されている場合の show policy-map interfaceコマン

ドの出力例を示します。次の例では、1.25 Mbpsのトラフィックがポリサークラスに送信
（「offered」）されます。

Router# show policy-map interface serial3/0

Serial3/0
Service-policy output: policy1
Class-map: police (match all)
148803 packets, 36605538 bytes
30 second offered rate 1249000 bps, drop rate 249000 bps
Match: access-group 101
police:
cir 500000 bps, conform-burst 10000, pir 1000000, peak-burst 100000
conformed 59538 packets, 14646348 bytes; action: transmit
exceeded 59538 packets, 14646348 bytes; action: set-prec-transmit 2
violated 29731 packets, 7313826 bytes; action: drop
conformed 499000 bps, exceed 500000 bps violate 249000 bps

Class-map: class-default (match-any)
19 packets, 1990 bytes
30 seconds offered rate 0 bps, drop rate 0 bps
Match: any

2レートトラフィックポリサーにより、500 kbpsのトラフィックが適合とマーク付けされ、500
kbpsのトラフィックが超過とマーク付けされ、250 kbpsのトラフィックが指定されたレートに違
反とマーク付けされています。適合とマーク付けされているパケットはそのまま送信され、超過

とマーク付けされているパケットは、IP precedence 2とマーク付けされて送信されます。指定さ
れたレートに違反するとマーク付けされているパケットはドロップされます。

下の表で、この出力で表示される重要なフィールドについて説明しています。
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表 29：2 レートトラフィックポリシングの場合に設定される show policy-map interface のフィールドの説明

説明フィールド

トラフィックポリシングをイネーブルにするた

めに policeコマンドが設定されていることを示
します。また、パケットのマーキングに使用さ

れる、指定されたCIR、認定バーストサイズ、
ピーク情報レート（PIR）、および、ピークバー
ストサイズも表示します。

police

指定した比率に適合するパケットに実行される

アクションを表示します。アクションが実施さ

れたパケット数とバイト数を表示します。

conformed

指定した比率を超えるパケットに実行されるア

クションを表示します。アクションが実施され

たパケット数とバイト数を表示します。

exceeded

指定した比率に違反するパケットに実行される

アクションを表示します。アクションが実施さ

れたパケット数とバイト数を表示します。

violated

___________________
例 次に、Policer Enhancement（Multiple Actions機能）が設定されている場合の show policy-mapコマ

ンドの出力例を示します。次の show policy-map interfaceコマンド出力例では、「police」という
名前のサービスポリシー（設定は次のとおり）が付加されたシリアル 3/2インターフェイスの統
計情報が表示されています。

policy-map police
class class-default
police cir 1000000 pir 2000000
conform-action transmit
exceed-action set-prec-transmit 4
exceed-action set-frde-transmit
violate-action set-prec-transmit 2
violate-action set-frde-transmit

Router# show policy-map interface serial3/2

Serial3/2: DLCI 100 -
Service-policy output: police

Class-map: class-default (match-any)
172984 packets, 42553700 bytes
5 minute offered rate 960000 bps, drop rate 277000 bps
Match: any
police:

cir 1000000 bps, bc 31250 bytes, pir 2000000 bps, be 31250 bytes
conformed 59679 packets, 14680670 bytes; actions:
transmit

exceeded 59549 packets, 14649054 bytes; actions:
set-prec-transmit 4
set-frde-transmit

violated 53758 packets, 13224468 bytes; actions:
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set-prec-transmit 2
set-frde-transmit

conformed 340000 bps, exceed 341000 bps, violate 314000 bps

show policy-map interfaceコマンドの出力は、次の内容を示しています。

• 59679個のパケットが、適合パケット（つまり、CIRに適合するパケット）としてマーキン
グされ、変更なしに送信されました。

• 59549個のパケットが、超過パケット（つまり、CIRを超えているが、PIRを超えないパケッ
ト）としてマーキングされました。したがって、これらのパケットの IP Precedence値は、IP
Precedenceレベル 4に変更され、Discard Eligibility（DE）ビットは 1に設定され、パケット
はこのように変更された状態で送信されました。

• 53758個のパケットが違反パケット（つまり、PIRを超えているパケット）としてマーキン
グされました。したがって、これらのパケットの IP Precedence値は、IP Precedenceレベル 2
に変更され、DEビットは 1に設定され、パケットはこのように変更された状態で送信され
ました。

アクションは、policeコマンドの action引数を使用して指定されます。使用可能なアクション
の詳細については、policeコマンドのリファレンスページを参照してください。

（注）

下の表で、この出力で表示される重要なフィールドについて説明しています。

表 30：複数トラフィックポリシングアクションの場合に設定される show policy-map interface のフィールド
の説明

説明フィールド

トラフィックポリシングをイネーブルにするた

めに policeコマンドが設定されていることを示
します。また、パケットのマーキングに使用さ

れる、指定された CIR、適合バーストサーズ
（BC）、PIR、およびピークバーストサイズ
（BE）も表示します。

police

指定されたレートに適合するとしてマーキング

されたパケット数（バイト単位でも表示）とパ

ケットに実施されたアクションを表示します。

複数のアクションがある場合は、アクションご

とに別々にリストされます。

conformed, packets, bytes, actions

指定されたレートに超過するとしてマーキング

されたパケット数（バイト単位でも表示）とパ

ケットに実施されたアクションを表示します。

複数のアクションがある場合は、アクションご

とに別々にリストされます。

exceeded, packets, bytes, actions
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説明フィールド

指定されたレートに違反するとしてマーキング

されたパケット数（バイト単位でも表示）とパ

ケットに実施されたアクションを表示します。

複数のアクションがある場合は、アクションご

とに別々にリストされます。

violated, packets, bytes, actions

___________________
例 次に、WRED（明示的輻輳通知（ECN）機能）が設定されている場合の show policy-map interface

コマンドの出力例を示します。出力に含まれる「explicit congestion notification」という単語はECN
がイネーブルにされていることを示します。

Router# show policy-map interface Serial4/1

Serial4/1
Service-policy output:policy_ecn

Class-map:prec1 (match-all)
1000 packets, 125000 bytes
30 second offered rate 14000 bps, drop rate 5000 bps
Match:ip precedence 1
Weighted Fair Queueing
Output Queue:Conversation 42
Bandwidth 20 (%)
Bandwidth 100 (kbps)
(pkts matched/bytes matched) 989/123625

(depth/total drops/no-buffer drops) 0/455/0
exponential weight:9
explicit congestion notification
mean queue depth:0

class Transmitted Random drop Tail drop Minimum Maximum Mark
pkts/bytes pkts/bytes pkts/bytes threshold threshold probability

0 0/0 0/0 0/0 20 40 1/10
1 545/68125 0/0 0/0 22 40 1/10
2 0/0 0/0 0/0 24 40 1/10
3 0/0 0/0 0/0 26 40 1/10
4 0/0 0/0 0/0 28 40 1/10
5 0/0 0/0 0/0 30 40 1/10
6 0/0 0/0 0/0 32 40 1/10
7 0/0 0/0 0/0 34 40 1/10

rsvp 0/0 0/0 0/0 36 40 1/10
class ECN Mark

pkts/bytes
0 0/0
1 43/5375
2 0/0
3 0/0
4 0/0
5 0/0
6 0/0
7 0/0

rsvp 0/0

下の表で、この出力で表示される重要なフィールドについて説明しています。
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表 31：show policy-map interface のフィールドの説明：ECN の場合に設定

説明フィールド

明示的輻輳通知がイネーブルであることを示し

ます。

explicit congestion notification

インターフェイスの実際のキューの深さおよび

指数重み付け定数に基づいたキューの深さの平

均。移動平均値です。最小しきい値および最

大しきい値と、この値とを比較してドロップの

是非を決定します。

mean queue depth

IP precedence値class

WREDを通過し、WREDにドロップされなかっ
たパケット数（バイト単位でも表示）。

パケットを格納するのに十分なメモリ

がバッファにない場合、パケットが

WREDを通過した後でドロップされ
ます。バッファに十分なメモリがな

いためにドロップされた（「ノーバッ

ファドロップ」とも呼ばれる）パケッ

トは、WREDパケットカウンタに算
入されます。

（注）

Transmitted pkts/bytes

キューの深さの平均が、指定された IPprecedence
値の最小しきい値と最大しきい値の間である場

合に、ランダムにドロップされたパケット数

（バイト単位でも表示）。

Random drop pkts/bytes

キューの深さの平均が、指定された IPprecedence
値の最大しきい値を上回る場合に、ランダムに

ドロップされたパケット数（バイト単位でも表

示）。

Tail drop pkts/bytes

パケット数のWRED最小しきい値。Minimum threshold

パケット数のWRED最大しきい値。Maximum threshold

平均キューの深さが最大しきい値の場合にド

ロップされたパケットの割合。

Mark probability

ECNによってマーキングされたパケット数（バ
イト単位でも表示）。

ECN Mark pkts/bytes
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___________________
例 次の show policy-map interfaceコマンドの出力例は、RTPヘッダー圧縮が「p1」というポリシー

マップで「prec2」というクラスに設定されたことを示します。

showpolicy-map interfaceコマンドの出力には、設定されたヘッダー圧縮のタイプ（RTP）、「p1」
というポリシーマップが付加されている（シリアル 4/1）インターフェイス、パケットの総数、
圧縮されたパケット数、保存されたパケット数、送信されたパケット数、パケットが圧縮された

レート（ビット/秒（bps））が表示されます。

この例では、ユーザデータグラムプロトコル（UDP）/RTPヘッダー圧縮が設定されており、表
示の最後に圧縮統計情報が含まれます。

Router# show policy-map interface Serial4/1

Serial4/1
Service-policy output:p1

Class-map:class-default (match-any)
1005 packets, 64320 bytes
30 second offered rate 16000 bps, drop rate 0 bps
Match:any

compress:
header ip rtp
UDP/RTP Compression:
Sent:1000 total, 999 compressed,

41957 bytes saved, 17983 bytes sent
3.33 efficiency improvement factor
99% hit ratio, five minute miss rate 0 misses/sec, 0 max
rate 5000 bps

下の表で、この出力で表示される重要なフィールドについて説明しています。

表 32：show policy-map interface のフィールドの説明：クラスベースの RTP および TCP ヘッダー圧縮の場合
に設定

説明フィールド

指定されたインターフェイスまたは VCに適応
されている出力サービスポリシーの名前。

Service-policy output

表示されるトラフィックのクラス。ポリシーに

設定されている各クラスに対して出力が表示さ

れます。クラス一致の実装の選択（match-all、
match-anyなど）もトラフィッククラスの横に
表示されます。

Class-map

表示されているトラフィックのクラスに属する

と確認されたパケット数（バイト単位でも表

示）。

packets, bytes
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説明フィールド

クラスに着信するパケットのレート（単位：

kbps）。

発信インターフェイス全体でパケット

が圧縮されている場合、パケット圧縮

によって達成された改善パケットレー

トは、offered rateには反映されませ
ん。また、パケットがトンネルの組

み合わせ（例：Generic Routing
Encapsulation（GRE）トンネルおよび
IP Security（IPSec）トンネル）に入る
前に圧縮されている場合、offered rate
は、一般にトンネルカプセル化に関

連付けられたすべての追加オーバー

ヘッドを含みません。 offered rateは、
設定に応じて、オーバーヘッドを含ま

ない、1つのトンネルカプセル化だけ
のオーバーヘッドを含む、または、す

べてのトンネルカプセル化のオーバー

ヘッドを含むのいずれかです。 GRE
および IPSecトンネル設定の多くで、
offered rateは、GREトンネルカプセ
ル化のオーバーヘッドだけを含みま

す。

（注）

offered rate

RTPヘッダー圧縮がクラスに設定されたことを
示します。

UDP/RTP Compression

圧縮パケットとフルヘッダーパケットの両方

の、すべての送信済みパケットの数。

Sent total

送信された圧縮パケットの数。Sent compressed

削減されるバイト（送信する必要がないバイ

ト）の総数。

bytes saved

圧縮パケットとフルヘッダーパケットの両方に

送信されたバイトの総数。

bytes sent

ヘッダー圧縮の結果として増加した帯域幅の効

率の割合。たとえば、RTPストリームの場合、
効率向上係数は2.9（または290）となります。

efficiency improvement factor

   QoS ソリューションコマンドリファレンス、Cisco IOS XE Release 3SE（Catalyst 3850 スイッチ）
182

P から V
show policy-map interface



説明フィールド

これは主にトラブルシューティングのために使

用され、コンテキストデータベースで見つかっ

たパケットの割合です。ほとんどの場合、この

割合は大きくなっています。

hit ratio

最近の5分で見つかった新しいトラフィックフ
ローの数。

five minute miss rate

新しく見つかったトラフィックフローの平均数

（秒単位）および新しいトラフィックフローの

現時点で最高速度のもの。

misses/sec max

パケット圧縮後の実際のトラフィックレート

（ビット/秒）。
rate

サービスポリシー出力名、および、クラスマップ名に続いて、丸カッコに囲まれた数字が表

示されます。この番号は、Cisco内部だけで使用されるものであり、無視できます。
（注）

___________________
例 次の showpolicy-map interfaceコマンドの出力例は、「policy1」というポリシーマップがSerial2/0

インターフェイスに付加された際の統計情報を表示します。廃棄アクションは、「c1」というク
ラスに属するすべてのパケットに指定されます。この例では、32000 bpsのトラフィックがクラス
に送信（「offered」）され、すべてがドロップされます。したがって、廃棄レートは 32000 bps
を示します。

Router# show policy-map interface

Serial2/0
Serial2/0
Service-policy output: policy1
Class-map: c1 (match-all)

10184 packets, 1056436 bytes
5 minute offered rate 32000 bps, drop rate 32000 bps
Match: ip precedence 0
drop

下の表で、この出力で表示される重要なフィールドについて説明しています。

表 33：show policy-map interface のフィールドの説明：MQC の無条件パケット廃棄の場合に設定

説明フィールド

指定されたインターフェイスまたは VCに適応
されている出力サービスポリシーの名前。

Service-policy output
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説明フィールド

表示されるトラフィックのクラス。ポリシーに

設定されている各クラスに対して出力が表示さ

れます。クラス一致の実装の選択（match-all、
match-anyなど）もトラフィッククラスの横に
表示されます。

Class-map

表示されているトラフィックのクラスに属する

と確認されたパケット数（バイト単位でも表

示）。

packets, bytes

クラスに着信するパケットのレート（単位：

kbps）。

発信インターフェイス全体でパケット

が圧縮されている場合、パケット圧縮

によって達成された改善パケットレー

トは、offered rateには反映されませ
ん。また、パケットがトンネルの組

み合わせ（例：Generic Routing
Encapsulation（GRE）トンネルおよび
IP Security（IPSec）トンネル）に入る
前に圧縮されている場合、offered rate
は、一般にトンネルカプセル化に関

連付けられたすべての追加オーバー

ヘッドを含みません。 offered rateは、
設定に応じて、オーバーヘッドを含ま

ない、1つのトンネルカプセル化だけ
のオーバーヘッドを含む、または、す

べてのトンネルカプセル化のオーバー

ヘッドを含むのいずれかです。 GRE
および IPSecトンネル設定の多くで、
offered rateは、GREトンネルカプセ
ル化のオーバーヘッドだけを含みま

す。

（注）

offered rate

クラスからパケットがドロップされるレート

（単位：kbps）。ドロップレートは、offered
rateから正常に送信されたパケット数を引いて
計算されます。

drop rate
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説明フィールド

分散アーキテクチャプラットフォー

ム（Cisco7500など）では、offered rate
カウンタとドロップレートカウンタ

の差として計算される送信レートの値

が、散発的に平均から 20 %またはそ
れ以上逸脱することがあります。独

立したトラフィック分析装置によって

対応するバーストが示されないにもか

かわらず、発生することがあります。

（注）

トラフィックのクラスに指定された一致基準。

選択要素には、Layer 3パケット長、IP
precedence、IP DSCP値、MPLS EXP値、アク
セスグループ、QoSグループなどの基準があり
ます。使用可能な各種の一致条件の詳細につい

ては、『Cisco IOS Quality of Service Solutions
Configuration Guide』の「Classifying Network
Traffic」モジュールを参照してください。

Match

特定のクラスに属するすべてのパケットに対す

るアクションを廃棄するパケットが設定されて

いることを示します。

drop

サービスポリシー出力名、および、クラスマップ名に続いて、丸カッコに囲まれた数字が表

示されます。この番号は、Cisco内部だけで使用されるものであり、無視できます。
（注）

___________________
例 次の show policy-map interfaceコマンドの出力例は、帯域幅の 20%に基づいた CIRを使用してト

ラフィックポリシングが設定されていることを示しています。CIRおよびミリ秒（ms）単位の認
定バースト（BC）も表示に含まれています。

Router# show policy-map interface Serial3/1

Service-policy output: mypolicy
Class-map: gold (match-any)
0 packets, 0 bytes
5 minute offered rate 0 bps, drop rate 0 bps
Match: any
police:

cir 20 % bc 10 ms
cir 2000000 bps, bc 2500 bytes
pir 40 % be 20 ms
pir 4000000 bps, be 10000 bytes

conformed 0 packets, 0 bytes; actions:
transmit
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exceeded 0 packets, 0 bytes; actions:
drop
violated 0 packets, 0 bytes; actions:
drop
conformed 0 bps, exceed 0 bps, violate 0 bps

下の表で、この出力で表示される重要なフィールドについて説明しています。サービスポリシー

出力名、および、クラスマップ名に続いて、丸カッコに囲まれた数字が表示されます。この番号

は、Cisco内部だけで使用されるものであり、無視できます。

表 34：show policy-map interface のフィールドの説明：パーセントベースポリシングおよびシェーピングの場
合に設定

説明フィールド

指定されたインターフェイスまたは VCに適応
されている出力サービスポリシーの名前。

Service-policy output

表示されるトラフィックのクラス。ポリシーに

設定されている各クラスに対して出力が表示さ

れます。クラス一致の実装の選択（match-all、
match-anyなど）もトラフィッククラスの横に
表示されます。

Class-map

表示されているトラフィックのクラスに属する

と確認されたパケット数（バイト単位でも表

示）。

packets, bytes
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説明フィールド

クラスに着信するパケットのレート（単位：

kbps）。

発信インターフェイス全体でパケット

が圧縮されている場合、パケット圧縮

によって達成された改善パケットレー

トは、offered rateには反映されませ
ん。また、パケットがトンネルの組

み合わせ（例：Generic Routing
Encapsulation（GRE）トンネルおよび
IP Security（IPSec）トンネル）に入る
前に圧縮されている場合、offered rate
は、一般にトンネルカプセル化に関

連付けられたすべての追加オーバー

ヘッドを含みません。 offered rateは、
設定に応じて、オーバーヘッドを含ま

ない、1つのトンネルカプセル化だけ
のオーバーヘッドを含む、または、す

べてのトンネルカプセル化のオーバー

ヘッドを含むのいずれかです。 GRE
および IPSecトンネル設定の多くで、
offered rateは、GREトンネルカプセ
ル化のオーバーヘッドだけを含みま

す。

（注）

offered rate

帯域幅の割合に基づいたトラフィックポリシン

グがイネーブルにされていることを示します。

帯域幅の割合、CIRおよびミリ秒単位の認定
バースト（BC）も表示します。

police

指定されたレートに適合するとしてマーキング

されたパケット数とバイト数、および、パケッ

トに実施されたアクションを表示します。

conformed, actions

指定されたレートを超過するとしてマーキング

されたパケット数とバイト数、および、パケッ

トに実施されたアクションを表示します。

exceeded, actions

___________________
例 次の show policy-map interfaceコマンドの出力例では、（次のとおり）シリアル 3/2インターフェ

イスの統計情報が表示されています。このインターフェイス上でトラフィックシェーピングがイ

ネーブルにされており、帯域幅の 20%の平均レートが指定されています。

QoS ソリューションコマンドリファレンス、Cisco IOS XE Release 3SE（Catalyst 3850 スイッチ）
187

P から V
show policy-map interface



Cisco IOS Release 12.4(20)T以降の HQFイメージでは、遅延パケットカウンタおよび遅延バイ
トカウンタはトラフィックシェーピングクラスで廃止されました。

（注）

Router# show policy-map interface Serial3/2

Serial3/2
Service-policy output: p1
Class-map: c1 (match-all)
0 packets, 0 bytes
5 minute offered rate 0 bps, drop rate 0 bps
Match: any
Traffic Shaping
Target/Average Byte Sustain Excess Interval Increment Adapt
Rate Limit bits/int bits/int (ms) (bytes) Active
20 % 10 (ms) 20 (ms)
201500/201500 1952 7808 7808 38 976 -
Queue Packets Bytes Packets Bytes Shaping
Depth Delayed Delayed Active
0 0 0 0 0 no

下の表で、この出力で表示される重要なフィールドについて説明しています。サービスポリシー

出力名、クラスマップ名、および、一致基準情報に続いて、丸カッコに囲まれた数字が表示され

ます。この番号は、Cisco内部だけで使用されるものであり、無視できます。

表 35：show policy-map interface のフィールドの説明：パーセントベースポリシングおよびシェーピング（ト
ラフィックシェーピングはイネーブル）の場合に設定

説明フィールド

指定されたインターフェイスまたは VCに適応
されている出力サービスポリシーの名前。

Service-policy output

表示されるトラフィックのクラス。ポリシーに

設定されている各クラスに対して出力が表示さ

れます。クラス一致の実装の選択（match-all、
match-anyなど）もトラフィッククラスの横に
表示されます。

Class-map

表示されているトラフィックのクラスに属する

と確認されたパケット数（バイト単位でも表

示）。

packets, bytes
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説明フィールド

クラスに着信するパケットのレート（単位：

kbps）。

発信インターフェイス全体でパケット

が圧縮されている場合、パケット圧縮

によって達成された改善パケットレー

トは、offered rateには反映されませ
ん。また、パケットがトンネルの組

み合わせ（例：Generic Routing
Encapsulation（GRE）トンネルおよび
IP Security（IPSec）トンネル）に入る
前に圧縮されている場合、offered rate
は、一般にトンネルカプセル化に関

連付けられたすべての追加オーバー

ヘッドを含みません。 offered rateは、
設定に応じて、オーバーヘッドを含ま

ない、1つのトンネルカプセル化だけ
のオーバーヘッドを含む、または、す

べてのトンネルカプセル化のオーバー

ヘッドを含むのいずれかです。 GRE
および IPSecトンネル設定の多くで、
offered rateは、GREトンネルカプセ
ル化のオーバーヘッドだけを含みま

す。

（注）

offered rate

クラスからパケットがドロップされるレート

（単位：kbps）。ドロップレートは、offered
rateから正常に送信されたパケット数を引いて
計算されます。

drop rate

トラフィックのクラスに指定された一致基準。

選択要素には、Layer 3パケット長、IP
precedence、IP DSCP値、MPLS EXP値、アク
セスグループ、Quality of Service（QoS）グルー
プなどの基準があります。使用可能な各種の一

致条件の詳細については、『Quality of Service
Solutions Configuration Guide』の「Classifying
Network Traffic」モジュールを参照してくださ
い。

Match

帯域幅の割合に基づいたトラフィックシェーピ

ングがイネーブルにされていることを示しま

す。

Traffic Shaping
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説明フィールド

シェーピングトラフィックに使用されるレート

（割合）およびそのレートに一致するパケット

数。

Target/Average Rate

インターバルあたりの送信最大バイト数。次の

ように計算されます。

((Bc+Be) /8 ) x 1

Byte Limit

認定バースト（Bc）レート。Sustain bits/int

超過バースト（Be）レート。Excess bits/int

ミリ秒（ms）単位の時間間隔の値。Interval (ms)

各時間間隔の間にトラフィックシェーピングの

トークンバケット内に受信したクレジット数

（単位：バイト）。

Increment (bytes)

適応可能なシェーピングがイネーブルであるか

どうかを示します。

Adapt Active

トラフィックシェーパーの現在のキューの深

さ。

Queue Depth

トラフィックシェーパーシステムに入ったパ

ケットの合計数。

Packets

トラフィックシェーパーシステムに入ったバ

イト合計数。

Bytes

送信される前に、トラフィックシェーパーの

キュー内で遅延したパケットの合計数。

Cisco IOS Release 12.4(20)Tでは、こ
のカウンタは廃止されました。

（注）

Packets Delayed

送信される前に、トラフィックシェーパーの

キュー内で遅延したバイトの合計数。

Cisco IOS Release 12.4(20)Tでは、こ
のカウンタは廃止されました。

（注）

Bytes Delayed
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説明フィールド

トラフィックシェーパーがアクティブかどうか

を示します。たとえば、トラフィックシェー

パーがアクティブであり、送信されたトラ

フィックがトラフィックシェーピングレート

を上回る場合、フィールドに「yes」が表示され
ます。

Shaping Active

___________________
例 次の show policy-map interfaceコマンドの出力例は、「mypolicy」というサービスポリシーが

Ethernet4/1インターフェイスに付加された際のパケット統計情報を表示します。レイヤ 3パケッ
ト長は、「class1」というクラスのトラフィックの一致条件として指定されました。

Router# show policy-map interface Ethernet4/1

Ethernet4/1
Service-policy input: mypolicy
Class-map: class1 (match-all)

500 packets, 125000 bytes
5 minute offered rate 4000 bps, drop rate 0 bps
Match: packet length min 100 max 300
QoS Set
qos-group 20
Packets marked 500

下の表で、この出力で表示される重要なフィールドについて説明しています。サービスポリシー

入力名、クラスマップ名、および、一致基準情報に続いて、丸カッコに囲まれた数字が表示され

ます。この番号は、Cisco内部だけで使用されるものであり、無視できます。

表 36：show policy-map interface のフィールドの説明：レイヤ 3 パケット長に基づくパケット分類の場合に設
定

説明フィールド

指定されたインターフェイスまたは VCに適応
されている入力サービスポリシーの名前。

Service-policy input

表示されるトラフィックのクラス。ポリシーに

設定されている各クラスに対して出力が表示さ

れます。クラス一致の実装の選択（match-all、
match-anyなど）もトラフィッククラスの横に
表示されます。

Class-map

表示されているトラフィックのクラスに属する

と確認されたパケット数（バイト単位でも表

示）。

packets, bytes
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説明フィールド

クラスに着信するパケットのレート（単位：

kbps）。

発信インターフェイス全体でパケット

が圧縮されている場合、パケット圧縮

によって達成された改善パケットレー

トは、offered rateには反映されませ
ん。また、パケットがトンネルの組

み合わせ（例：Generic Routing
Encapsulation（GRE）トンネルおよび
IP Security（IPSec）トンネル）に入る
前に圧縮されている場合、offered rate
は、一般にトンネルカプセル化に関

連付けられたすべての追加オーバー

ヘッドを含みません。 offered rateは、
設定に応じて、オーバーヘッドを含ま

ない、1つのトンネルカプセル化だけ
のオーバーヘッドを含む、または、す

べてのトンネルカプセル化のオーバー

ヘッドを含むのいずれかです。 GRE
および IPSecトンネル設定の多くで、
offered rateは、GREトンネルカプセ
ル化のオーバーヘッドだけを含みま

す。

（注）

offered rate

クラスからパケットがドロップされるレート

（単位：kbps）。ドロップレートは、offered
rateから正常に送信されたパケット数を引いて
計算されます。

drop rate

トラフィックのクラスに指定された一致基準。

選択要素には、Layer 3パケット長、IP
precedence、IP DSCP値、MPLS EXP値、アク
セスグループ、QoSグループなどの基準があり
ます。

Match

QoSグループに基づくクラスベースパケット
マーキングが設定されていることを示します。

マーキングされた QoSグループ番号およびパ
ケット数が含まれます。

QoS Set, qos-group, Packets marked
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___________________
例 showpolicy-map interfaceコマンドの出力例は、FastEthernetサブインターフェイスに付加するサー

ビスポリシーを示します。この例では、「policy1」というサービスポリシーが付加されました。
「policy1」では「table-map1」というマップが設定されました。「table-map1」の値は、対応する
サービスクラス (CoS)値に優先順位をマッピングするために使用されます。

Router# show policy-map interface

FastEthernet1/0.1
Service-policy input: policy1
Class-map: class-default (match-any)
0 packets, 0 bytes
5 minute offered rate 0 bps, drop rate 0 bps
Match: any
QoS Set
precedence cos table table-map1
Packets marked 0

次の表に、この出力で表示されるフィールドについて説明します。サービスポリシー入力名、お

よび、クラスマップ名に続いて、丸カッコに囲まれた数字が表示されます。この番号は、Cisco
内部だけで使用されるものであり、無視できます。

表 37：show policy-map interface のフィールドの説明：拡張パケットマーキングの場合に設定

説明フィールド

指定されたインターフェイスまたは VCに適応
されている入力サービスポリシーの名前。

Service-policy input

表示されるトラフィックのクラス。ポリシーに

設定されている各クラスに対して出力が表示さ

れます。クラス一致の実装の選択（match-all、
match-anyなど）もトラフィッククラスの横に
表示されます。

Class-map

表示されているトラフィックのクラスに属する

と確認されたパケット数（バイト単位でも表

示）。

packets, bytes

クラスに着信するパケットのレート（単位：

kbps）。
offered rate
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説明フィールド

トラフィックのクラスに指定された一致基準。

選択要素には、Precedence、IP Diffservコード
ポイント（DSCP）値、マルチプロトコルラベ
ルスイッチング（MPLS）Experimental（EXP）
値、アクセスグループ、および、Quality of
Service（QoS）グループ（セット）などの基準
があります。使用可能な各種の一致条件の詳細

については、『Quality of Service Solutions
Configuration Guide』の「Classifying Network
Traffic」モジュールを参照してください。

Match

QoSグループ（セット）が特定のクラスに設定
されていることを示します。

QoS Set

優先順位値の決定にテーブルマップ

（「table-map1」と呼ばれる）が使用されてい
ることを示します。優先順位値はテーブルマッ

プで定義されているCoS値に基づいて設定され
ます。

precedence cos table table-map1

特定のクラスに対してマーキングされたパケッ

トの総数。

Packets marked

___________________
例 次は、show policy-map interfaceコマンドのサンプル出力です。このサンプルには、トラフィッ

クポリシングがイネーブルにされている、シリアル 2/0インターフェイスの統計情報が表示され
ています。認定（適合）バースト（bc）、および超過（ピーク）バーストがミリ秒単位（ms）で
指定されています。

Router# show policy-map interface serial2/0

Serial2/0
Service-policy output: policy1 (1050)
Class-map: class1 (match-all) (1051/1)
0 packets, 0 bytes
5 minute offered rate 0 bps, drop rate 0 bps
Match: ip precedence 0 (1052)
police:

cir 20 % bc 300 ms
cir 409500 bps, bc 15360 bytes
pir 40 % be 400 ms
pir 819000 bps, be 40960 bytes

conformed 0 packets, 0 bytes; actions:
transmit

exceeded 0 packets, 0 bytes; actions:
drop

violated 0 packets, 0 bytes; actions:
drop

conformed 0 bps, exceed 0 bps, violate 0 bps
Class-map: class-default (match-any) (1054/0)
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0 packets, 0 bytes
5 minute offered rate 0 bps, drop rate 0 bps
Match: any (1055)
0 packets, 0 bytes
5 minute rate 0 bps

この例では、CIRおよびPIRは、bpsで表示され、認定バースト（bc）、および超過バースト（be）
の両方が、ビットで表示されます。

CIR、PIR、bc、および beは、以下に説明する式に基づいて計算されます。

___________________
例 CIRを計算する場合は、次の式を使用します。

•指定された CIR割合（show policy-mapコマンドの出力に表示される）×インターフェイスの
帯域幅（BW）（show interfacesコマンドの出力に表示される）= 1秒あたりの合計ビット数

シリアル 2/0インターフェイスの show interfacesコマンドの出力によると、インターフェイスの
帯域幅（BW）は 2048 kbpsです。

Router# show interfaces serial2/0

Serial2/0 is administratively down, line protocol is down
Hardware is M4T
MTU 1500 bytes, BW 2048 Kbit, DLY 20000 usec, rely 255/255, load 1/255

CIRの計算には次の値を使用します。

20 % X 2048 kbps = 409600 bps

___________________
例 PIRを計算する場合は、次の式を使用します。

•指定された PIR割合（show policy-mapコマンドの出力に表示される）×インターフェイスの
帯域幅（BW）（show interfacesコマンドの出力に表示される）= 1秒あたりの合計ビット数

シリアル 2/0インターフェイスの show interfacesコマンドの出力によると、インターフェイスの
帯域幅（BW）は 2048 kbpsです。

Router# show interfaces serial2/0

Serial2/0 is administratively down, line protocol is down
Hardware is M4T
MTU 1500 bytes, BW 2048 Kbit, DLY 20000 usec, rely 255/255, load 1/255

次の値が PIRの計算に使用されます。

40 % X 2048 kbps = 819200 bps

この合計と show policy-map interfaceコマンドの出力に表示される合計との違いは、丸め計算
または特定のインターフェイス設定に関する違いが原因です。

（注）

___________________
例 bcを計算する場合は、次の式を使用します。
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•ミリ秒単位の bc（show policy-mapコマンドに示すとおり）Xビット/秒単位の CIR =合計バ
イト数

次の値が bcの計算に使用されます。

300 ms X 409600 bps = 15360バイト

___________________
例 bcおよび beを計算する場合は、次の式を使用します。

•ミリ秒単位の be（show policy-mapコマンドに示すとおり）Xビット/秒単位の PIR =合計バ
イト数

次の値が beの計算に使用されます。

400 ms X 819200 bps = 40960バイト

下の表で、この出力で表示される重要なフィールドについて説明しています。

表 38：show policy-map interface のフィールドの説明

説明フィールド

指定されたインターフェイスまたは VCに適応
されている出力サービスポリシーの名前。

Service-policy output

表示されるトラフィックのクラス。ポリシーに

設定されている各クラスに対して出力が表示さ

れます。クラス一致の実装の選択（match-all、
match-anyなど）もトラフィッククラスの横に
表示されます。

Class-map

表示されているトラフィックのクラスに属する

と確認されたパケット数（バイト単位でも表

示）。

packets and bytes

クラスに着信するパケットのレート（単位：

kbps）。
offered rate

クラスからパケットがドロップされるレート

（単位：kbps）。ドロップレートは、offered
rateから正常に送信されたパケット数を引いて
計算されます。

drop rate
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説明フィールド

トラフィックのクラスに指定された一致基準。

選択要素には、Layer 3パケット長、IP
precedence、IP Diffservコードポイント
（DSCP）値、マルチプロトコルラベルスイッ
チング（MPLS）Experimental（EXP）値、アク
セスグループ、および、Quality of Service
（QoS）グループなどの基準があります。使用
可能な各種の一致条件の詳細については、

『Quality of Service Solutions ConfigurationGuide』
の「ClassifyingNetwork Traffic」モジュールを参
照してください。

Match

トラフィックポリシングがイネーブルにされて

いることを示します。表示には、CIRと PIR
（帯域幅の割合と bpsの両方）、および、bcと
be（バイト数およびミリ秒単位）が含まれま
す。任意の適合アクション、超過アクションお

よび違反アクションがあれば表示され、それら

の任意のアクションに関係する統計情報が表示

されます。

police

___________________
例 次の show policy-map interfaceコマンドの出力例では、Quality of Service（QoS）ターゲットに対

する帯域幅の見積もりが生成されるファストイーサネット 0/1インターフェイスの統計情報が表
示されます。

帯域幅見積もりの項では、QoSターゲットの帯域幅見積もりが定義されていることを示します。
これらのターゲットには、パケット損失率、パケット遅延のレートおよびミリ秒単位の期間が含

まれます。 Confidenceはターゲットの drop-one-in値（パーセンテージ）を示します。 Corvil
Bandwidthは、kbps単位の帯域幅見積もりを意味します。

ドロップターゲットまたは遅延ターゲットが指定されていない場合、「none specified, falling back
to drop no more than one packet in 500」が出力に表示されます。

Router# show policy-map interface FastEthernet0/1

FastEthernet0/1
Service-policy output: my-policy
Class-map: icmp (match-all)
199 packets, 22686 bytes
30 second offered rate 0 bps, drop rate 0 bps
Match: access-group 101
Bandwidth Estimation:
Quality-of-Service targets:
drop no more than one packet in 1000 (Packet loss < 0.10%)
delay no more than one packet in 100 by 40 (or more) milliseconds
(Confidence: 99.0000%)

Corvil Bandwidth: 1 kbits/sec
Class-map: class-default (match-any)
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112 packets, 14227 bytes
30 second offered rate 0 bps, drop rate 0 bps
Match: any
Bandwidth Estimation:
Quality-of-Service targets:
<none specified, falling back to drop no more than one packet in 500

Corvil Bandwidth: 1 kbits/sec

___________________
例 次の show policy-mapinterfaceコマンドの出力例では、シリアル 4/3インターフェイスでイネーブ

ルなHQFでシェーピングがアクティブであることを示します（queue depthフィールドに表示され
ます）。すべてのトラフィックは class-defaultキューに分類されます。

Cisco IOS Release 12.4(20)T以降の HQFイメージでは、遅延パケットカウンタおよび遅延バイ
トカウンタはトラフィックシェーピングクラスで廃止されました。

（注）

Router# show policy-map interface serial4/3

Serial4/3
Service-policy output: shape
Class-map: class-default (match-any)
2203 packets, 404709 bytes
30 second offered rate 74000 bps, drop rate 14000 bps
Match: any
Queueing
queue limit 64 packets
(queue depth/total drops/no-buffer drops) 64/354/0
(pkts output/bytes output) 1836/337280
shape (average) cir 128000, bc 1000, be 1000
target shape rate 128000
lower bound cir 0, adapt to fecn 0

Service-policy : LLQ
queue stats for all priority classes:

queue limit 64 packets
(queue depth/total drops/no-buffer drops) 0/0/0
(pkts output/bytes output) 0/0

Class-map: c1 (match-all)
0 packets, 0 bytes
30 second offered rate 0 bps, drop rate 0 bps
Match: ip precedence 1
Priority: 32 kbps, burst bytes 1500, b/w exceed drops: 0

Class-map: class-default (match-any)
2190 packets, 404540 bytes
30 second offered rate 74000 bps, drop rate 14000 bps
Match: any
queue limit 64 packets
(queue depth/total drops/no-buffer drops) 63/417/0
(pkts output/bytes output) 2094/386300

___________________
例

Cisco IOS Release 12.2(31)SB2の時点で、VLAN ID番号に基づく一致パケットは、Catalyst 1000
プラットフォームだけでサポートされます。

（注）
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次に、パケットが VLAN ID番号に基づいて照合され、分類される設定例を示します。この設定
例では、VLAN ID番号 150に一致するパケットは、「class1」というクラスに配置されます。

Router# show class-map

Class Map match-all class1 (id 3)
Match vlan 150

「class1」は「policy1」というポリシーマップの一部として設定されます。ポリシーマップは、
ファストイーサネットサブインターフェイス 0/0.1に付加されます。

次の show policy-map interfaceコマンドの出力例では、ファストイーサネットサブインターフェ
イス 0/0.1に付加されたポリシーマップのパケット統計情報が表示されます。 class1設定された
policy1の統計情報も表示されます。

Router# show policy-map interface

FastEthernet0/0.1
! Policy-map name.
Service-policy input: policy1
! Class configured in the policy map.
Class-map: class1 (match-all)
0 packets, 0 bytes
5 minute offered rate 0 bps, drop rate 0 bps
! VLAN ID 150 is the match criterion for the class.
Match: vlan 150
police:
cir 8000000 bps, bc 512000000 bytes
conformed 0 packets, 0 bytes; actions:
transmit
exceeded 0 packets, 0 bytes; actions:
drop
conformed 0 bps, exceed 0 bps
Class-map: class-default (match-any)
10 packets, 1140 bytes
5 minute offered rate 0 bps, drop rate 0 bps
Match: any
10 packets, 1140 bytes
5 minute rate 0 bps

下の表で、この出力で表示される重要なフィールドについて説明しています。サービスポリシー

入力名、および、クラスマップ名に続いて、丸カッコに囲まれた数字が表示されます。この番号

は、Cisco内部だけで使用されるものであり、無視できます。

表 39：show policy-map interface のフィールドの説明：VLAN ID 番号に基づく一致パケット

説明フィールド

指定されたインターフェイスまたは VCに適応
されている入力サービスポリシーの名前。

Service-policy input

表示されるトラフィックのクラス。ポリシーに

設定されている各クラスに対して出力が表示さ

れます。クラス一致の実装の選択（match-all、
match-anyなど）もトラフィッククラスの横に
表示されます。

Class-map
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説明フィールド

表示されているトラフィックのクラスに属する

と確認されたパケット数（バイト単位でも表

示）。

packets, bytes

クラスに着信するパケットのレート（単位：

kbps）。
offered rate

トラフィックのクラスに指定された一致基準。

選択要素には、VLAN ID番号、優先順位、IP
Diffservコードポイント（DSCP）値、マルチプ
ロトコルラベルスイッチング（MPLS）
Experimental（EXP）値、アクセスグループ、
およびQuality of Service（QoS）グループ（セッ
ト）などの基準があります。使用可能な各種の

一致条件の詳細については、『Cisco IOSQuality
of Service Solutions Configuration Guide』の
「ClassifyingNetwork Traffic」モジュールを参照
してください。

Match

___________________
例 次に、Cisco 7600シリーズルータのインターフェイスに付加されているすべての入出力ポリシー

の統計情報および設定を表示する例を示します。

Router# show policy-map interface

FastEthernet5/36
service-policy input: max-pol-ipp5
class-map: ipp5 (match-all)
0 packets, 0 bytes
5 minute rate 0 bps
match: ip precedence 5

class ipp5
police 2000000000 2000000 conform-action set-prec-transmit 6 exceed-action p

policed-dscp-transmit

次に、Cisco 7600シリーズルータの特定のインターフェイスの入力ポリシー統計情報および設定
を表示する例を示します。

Router# show policy-map interface fastethernet 5/36 input

FastEthernet5/36
service-policy input: max-pol-ipp5
class-map: ipp5 (match-all)
0 packets, 0 bytes
5 minute rate 0 bps
match: ip precedence 5

class ipp5
police 2000000000 2000000 conform-action set-prec-transmit 6 exceed-action p

policed-dscp-transmit

下の表で、この出力で表示される重要なフィールドについて説明しています。
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表 40：show policy-map interface のフィールドの説明：Cisco 7600 シリーズルータ

説明フィールド

指定されたインターフェイスに適応されている

入力サービスポリシーの名前。

service-policy input

表示されるトラフィックのクラス。ポリシーに

設定されている各クラスに対して出力が表示さ

れます。クラス一致の実装の選択（match-all、
match-anyなど）もトラフィッククラスの横に
表示されます。

class-map

表示されているトラフィックのクラスに属する

と確認されたパケット数（バイト単位でも表

示）。

packets, bytes

クラスに着信するパケットのレート（単位：

kbps）。
minute rate

トラフィックのクラスに指定された一致基準。

選択要素には、VLAN ID番号、優先順位、IP
Diffservコードポイント（DSCP）値、マルチプ
ロトコルラベルスイッチング（MPLS）
Experimental（EXP）値、アクセスグループ、
およびQuality of Service（QoS）グループ（セッ
ト）などの基準があります。使用可能な各種の

一致条件の詳細については、『Cisco IOSQuality
of Service Solutions Configuration Guide』の
「ClassifyingNetwork Traffic」モジュールを参照
してください。

match

優先順位値。class

トラフィックポリシングをイネーブルにするた

めに policeコマンドが設定されていることを示
します。

police

___________________
例 次に、MQCポリシングポリシーマップで、bc値とbe値をCisco 7200シリーズルータのインター

フェイスのMTUサイズに自動的に丸める例を示します。丸め処理は、bc値と be値がインター
フェイスのMTUサイズよりも小さい場合にのみ行われます。

Router# show policy-map interface

Service-policy output: p2

QoS ソリューションコマンドリファレンス、Cisco IOS XE Release 3SE（Catalyst 3850 スイッチ）
201

P から V
show policy-map interface



Service-policy output: p2
Class-map: class-default (match-any)
2 packets, 106 bytes
30 second offered rate 0000 bps, drop rate 0000 bps
Match: any
2 packets, 106 bytes
30 second rate 0 bps

police:
cir 10000 bps, bc 4470 bytes
pir 20000 bps, be 4470 bytes

conformed 0 packets, 0 bytes; actions:
transmit

exceeded 0 packets, 0 bytes; actions:
drop

violated 0 packets, 0 bytes; actions:
drop

conformed 0000 bps, exceed 0000 bps, violate 0000 bps

___________________
例 次の show policy-map interfaceコマンドの出力例では、複数のプライオリティキューを設定する際

に表示される統計情報のタイプを示します。使用されるインターフェイス、およびイネーブルに

されたオプションによって、表示される出力は次に示すものと若干異なります。

Router# show policy-map interface

Serial2/1/0
Service-policy output: P1
Queue statistics for all priority classes:
.
.
.
Class-map: Gold (match-all)
0 packets, 0 bytes /*Updated for each priority level configured.*/
5 minute offered rate 0 bps, drop rate 0 bps
Match: ip precedence 2
Priority: 0 kbps, burst bytes 1500, b/w exceed drops: 0
Priority Level 4:
0 packets, 0 bytes

___________________
例 次の show policy-map interfaceコマンドの出力例では、帯域幅余剰比率がクラスキューに設定され

ていることを示します。この例に示すように、precedence_0、precedence_1、precedence_2の帯域
幅余剰比率はそれぞれ、20、40、60となります。

Router# show policy-map interface GigabitEthernet1/0/0.10

Service-policy output: vlan10_policy
Class-map: class-default (match-any)
0 packets, 0 bytes
30 second offered rate 0 bps, drop rate 0 bps
Match: any
0 packets, 0 bytes
30 second rate 0 bps

Queueing
queue limit 250 packets
(queue depth/total drops/no-buffer drops) 0/0/0
(pkts output/bytes output) 0/0
shape (average) cir 1000000, bc 4000, be 4000
target shape rate 1000000
bandwidth remaining ratio 10
Service-policy : child_policy
Class-map: precedence_0 (match-all)
0 packets, 0 bytes
30 second offered rate 0 bps, drop rate 0 bps
Match: ip precedence 0
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Queueing
queue limit 62 packets
(queue depth/total drops/no-buffer drops) 0/0/0
(pkts output/bytes output) 0/0
shape (average) cir 500000, bc 2000, be 2000
target shape rate 500000
bandwidth remaining ratio 20

Class-map: precedence_1 (match-all)
0 packets, 0 bytes
30 second offered rate 0 bps, drop rate 0 bps
Match: ip precedence 1
Queueing
queue limit 62 packets
(queue depth/total drops/no-buffer drops) 0/0/0
(pkts output/bytes output) 0/0
shape (average) cir 500000, bc 2000, be 2000
target shape rate 500000
bandwidth remaining ratio 40

Class-map: precedence_2 (match-all)
0 packets, 0 bytes
30 second offered rate 0 bps, drop rate 0 bps
Match: ip precedence 2
Queueing
queue limit 62 packets
(queue depth/total drops/no-buffer drops) 0/0/0
(pkts output/bytes output) 0/0
shape (average) cir 500000, bc 2000, be 2000
target shape rate 500000
bandwidth remaining ratio 60

Class-map: class-default (match-any)
0 packets, 0 bytes
30 second offered rate 0 bps, drop rate 0 bps
Match: any
0 packets, 0 bytes
30 second rate 0 bps

queue limit 62 packets
(queue depth/total drops/no-buffer drops) 0/0/0
(pkts output/bytes output) 0/0

下の表で、この出力で表示される重要なフィールドについて説明しています。

表 41：show policy-map interface のフィールドの説明：帯域幅余剰比率の場合に設定

説明フィールド

指定されたインターフェイスに適応されている

出力サービスポリシーの名前。

Service-policy output

表示されるトラフィックのクラス。ポリシーに

設定されている各クラスに対して出力が表示さ

れます。クラス一致の実装の選択（match-all、
match-anyなど）もトラフィッククラスの横に
表示されます。

Class-map

表示されているトラフィックのクラスに属する

と確認されたパケット数（バイト単位でも表

示）。

packets, bytes

超過帯域幅の割り当てに使用される比率を示し

ます。

bandwidth remaining ratio
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___________________
例 この show policy-map interfaceコマンドの出力例では、文字列「ip dscp tunnel 3」が、L2TPv3トン

ネルマーキングが設定されており、トンネリングされるパケットヘッダーでDSCP値を 3に設定
することを示しています。

Router# show policy-map interface

Serial0
Service-policy input: tunnel
Class-map: frde (match-all)
0 packets, 0 bytes
30 second offered rate 0 bps, drop rate 0 bps
Match: fr-de
QoS Set
ip dscp tunnel 3
Packets marked 0

Class-map: class-default (match-any)
13736 packets, 1714682 bytes
30 second offered rate 0 bps, drop rate 0 bps
Match: any
13736 packets, 1714682 bytes
30 second rate 0 bps

下の表で、この出力で表示される重要なフィールドについて説明しています。

表 42：show policy-map のフィールドの説明：トンネルマーキングの場合に設定

説明フィールド

指定されたインターフェイスに適応されている

入力サービスポリシーの名前。

service-policy input

表示されるトラフィックのクラス。ポリシーに

設定されている各クラスに対して出力が表示さ

れます。クラス一致の実装の選択（match-all、
match-anyなど）もトラフィッククラスの横に
表示されます。

class-map

表示されているトラフィックのクラスに属する

と確認されたパケット数（バイト単位でも表

示）。

packets, bytes

クラスに着信するパケットのレート（単位：

kbps）。
offered rate

クラスからパケットがドロップされるレート

（単位：kbps）。ドロップレートは、offered
rateから正常に送信されたパケット数を引いて
計算されます。

drop rate
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説明フィールド

トラフィックのクラスに指定された一致基準。

この例では、フレームリレー Discard Eligible
（DE）ビットを一致基準として指定していま
す。

使用可能な各種の一致条件の詳細については、

『Cisco IOS Quality of Service Solutions
Configuration Guide』の「Classifying Network
Traffic」モジュールを参照してください。

match

トンネリングされるパケットヘッダーのDSCP
値を3に設定するようにトンネルマーキングが
設定されていることを示します。

ip dscp tunnel

___________________
例 次の showpolicy-map interfaceコマンドの出力は、ATMオーバーヘッドアカウンティングがシェー

ピングに対してイネーブルになっているが、帯域幅に対してディセーブルになっていることを示

しています。

Router# show policy-map interface

Service-policy output:unit-test
Class-map: class-default (match-any)
100 packets, 1000 bytes
30 second offered rate 800 bps, drop rate 0 bps
Match: any
shape (average) cir 154400, bc 7720, be 7720
target shape rate 154400
overhead accounting: enabled
bandwidth 30% (463 kbps)
overhead accounting: disabled
queue limit 64 packets
(queue depth/total drops/no-buffer drops) 0/0/0
(packets output/bytes output) 100/1000

下の表で、この出力で表示される重要なフィールドについて説明しています。

表 43：show policy-map interface のフィールドの説明：ATM のトラフィックシェーピングオーバーヘッドア
カウンティングの場合に設定

説明フィールド

指定されたインターフェイスに適応されている

出力サービスポリシーの名前。

service-policy output
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説明フィールド

表示されるトラフィックのクラス。ポリシーに

設定されている各クラスに対して出力が表示さ

れます。クラス一致の実装の選択（match-all、
match-anyなど）もトラフィッククラスの横に
表示されます。

class-map

表示されているトラフィックのクラスに属する

と確認されたパケット数（バイト単位でも表

示）。

packets, bytes

クラスに着信するパケットのレート（単位：

kbps）。
offered rate

クラスからパケットがドロップされるレート

（単位：kbps）。ドロップレートは、offered
rateから正常に送信されたパケット数を引いて
計算されます。

drop rate

トラフィックのクラスに指定された一致基準。

この例では、フレームリレー Discard Eligible
（DE）ビットを一致基準として指定していま
す。

使用可能な各種の一致条件の詳細については、

『Cisco IOS Quality of Service Solutions
Configuration Guide』の「Classifying Network
Traffic」モジュールを参照してください。

match

トラフィックシェーピングが指定されたレート

でイネーブルであることを示します。

target shape rate

オーバーヘッドアカウンティングがトラフィッ

クシェーピングに対してイネーブルまたはディ

セーブルかどうかを示します。

overhead accounting

トラフィックキューイングに割り当てられる帯

域幅の割合を示します。

bandwidth

オーバーヘッドアカウンティングがトラフィッ

クキューイングに対してイネーブルまたはディ

セーブルかどうかを示します。

overhead accounting:
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___________________
例 次の show policy-map interfaceコマンドの出力は、ファストイーサネットインターフェイス 0/0の

設定を表示します。

Cisco IOS Release 12.4(20)T以降のリリースの HQFイメージでは、遅延パケットカウンタおよ
び遅延バイトカウンタはトラフィックシェーピングクラスで廃止されました。

（注）

Router# show policy-map interface FastEthernet0/0
FastEthernet0/0

Service-policy output: test1

Class-map: class-default (match-any)
129 packets, 12562 bytes
30 second offered rate 0 bps, drop rate 0 bps
Match: any
Queueing
queue limit 64 packets
(queue depth/total drops/no-buffer drops) 0/0/0
(pkts output/bytes output) 129/12562
shape (average) cir 1536000, bc 6144, be 6144
target shape rate 1536000

Service-policy : test2

queue stats for all priority classes:

queue limit 64 packets
(queue depth/total drops/no-buffer drops) 0/0/0
(pkts output/bytes output) 0/0

Class-map: RT (match-all)
0 packets, 0 bytes
30 second offered rate 0 bps, drop rate 0 bps
Match: ip dscp ef (46)
Priority: 20% (307 kbps), burst bytes 7650, b/w exceed drops: 0

Class-map: BH (match-all)
0 packets, 0 bytes
30 second offered rate 0 bps, drop rate 0 bps
Match: ip dscp af41 (34)
Queueing
queue limit 128 packets
(queue depth/total drops/no-buffer drops) 0/0/0
(pkts output/bytes output) 0/0
bandwidth 40% (614 kbps)

Class-map: BL (match-all)
0 packets, 0 bytes
30 second offered rate 0 bps, drop rate 0 bps
Match: ip dscp af21 (18)
Queueing
queue limit 64 packets
(queue depth/total drops/no-buffer drops) 0/0/0
(pkts output/bytes output) 0/0
bandwidth 35% (537 kbps)
Exp-weight-constant: 9 (1/512)
Mean queue depth: 0 packets
dscp Transmitted Random drop Tail drop Minimum Maximum Mark

pkts/bytes pkts/bytes pkts/bytes thresh thresh prob

af21 0/0 0/0 0/0 100 400 1/10
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Class-map: class-default (match-any)
129 packets, 12562 bytes
30 second offered rate 0 bps, drop rate 0 bps
Match: any

queue limit 64 packets
(queue depth/total drops/no-buffer drops) 0/0/0
(pkts output/bytes output) 129/12562

下の表で、この出力で表示される重要なフィールドについて説明しています。

表 44：show policy-map interface のフィールドの説明：HQF の場合に設定

説明フィールド

インターフェイスの名前。FastEthernet

指定されたインターフェイスに適応されている

出力サービスポリシーの名前。

service-policy output

表示されるトラフィックのクラス。ポリシーに

設定されている各クラスに対して出力が表示さ

れます。クラス一致の実装の選択（match-all、
match-anyなど）もトラフィッククラスの横に
表示されます。

class-map

表示されているトラフィックのクラスに属する

と確認されたパケット数（バイト単位でも表

示）。

packets, bytes

クラスに着信するパケットのレート（単位：

kbps）。
offered rate

クラスからパケットがドロップされるレート

（単位：kbps）。ドロップレートは、offered
rateから正常に送信されたパケット数を引いて
計算されます。

drop rate

トラフィックのクラスに指定された一致基準。

使用可能な各種の一致条件の詳細に

ついては、『Cisco IOS Quality of
Service Solutions Configuration Guide』
の「Classifying Network Traffic」モ
ジュールを参照してください。

（注）

Match

キューイングがイネーブルであることを示しま

す。

Queueing

ポリシーマップに設定されたクラスポリシー

用にキューが保持できる最大パケット数。

queue limit

   QoS ソリューションコマンドリファレンス、Cisco IOS XE Release 3SE（Catalyst 3850 スイッチ）
208

P から V
show policy-map interface



説明フィールド

トラフィックキューイングに割り当てられる帯

域幅の割合を示します。

bandwidth

Diffservコードポイント（DSCP）。有効な値
は次のとおりです。

• 0～63：数値の DSCP値。デフォルト値は
0です

• af1～af43：相対的優先転送（AF）のDSCP
値。

• cs1～cs7：タイプオブサービス（ToS）の
優先順位の値。

• default：デフォルトの DSCP値。

• ef：急送型転送（EF）の DSCP値。

dscp

___________________
例 次に、加入者統計に関して Cisco IOS XE Release 2.6から備えられた QoS：ポリシーの集約機能強

化に関連付けられている新しい出力フィールドの例を示します。新しい出力フィールドは「Account
QoS Statistics」ラベルで始まります。

Router# show policy-map interface port-channel 1.1

Port-channel1.1
Service-policy input: input_policy
Class-map: class-default (match-any)
0 packets, 0 bytes
5 minute offered rate 0000 bps, drop rate 0000 bps
Match: any
QoS Set
dscp default
No packet marking statistics available

Service-policy output: Port-channel_1_subscriber
Class-map: EF (match-any)
105233 packets, 6734912 bytes
5 minute offered rate 134000 bps, drop rate 0000 bps
Match: dscp ef (46)
Match: access-group name VLAN_REMARK_EF
Match: qos-group 3
Account QoS statistics
Queueing
Packets dropped 0 packets/0 bytes

QoS Set
cos 5
No packet marking statistics available
dscp ef
No packet marking statistics available

Class-map: AF4 (match-all)
105234 packets, 6734976 bytes
5 minute offered rate 134000 bps, drop rate 0000 bps
Match: dscp cs4 (32)
Account QoS statistics
Queueing
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Packets dropped 0 packets/0 bytes
QoS Set
cos 4
No packet marking statistics available

Class-map: AF1 (match-any)
315690 packets, 20204160 bytes
5 minute offered rate 402000 bps, drop rate 0000 bps
Match: dscp cs1 (8)
Match: dscp af11 (10)
Match: dscp af12 (12)
Account QoS statistics
Queueing
Packets dropped 0 packets/0 bytes

QoS Set
cos 1
No packet marking statistics available

Class-map: class-default (match-any) fragment Port-channel_BE
315677 packets, 20203328 bytes
5 minute offered rate 402000 bps, drop rate 0000 bps
Match: any
Queueing
queue limit 31250 bytes
(queue depth/total drops/no-buffer drops) 0/0/0
(pkts output/bytes output) 315679/20203482
bandwidth remaining ratio 1

___________________
例 次に、ポリサー統計情報を表示する例を示します（パケットおよびバイト数）。出力には、実際

の数が設定された適切なカウント（パケットまたはバイト）だけが表示されます。

Router# show policy-map interface GigabitEthernet 3/1 input

GigabitEthernet3/1
Service-policy input: in1
Class-map: p1 (match-all)
0 packets
Match: precedence 1

QoS Set
ip precedence 7

police:
cir 20 %
cir 200000000 bps, bc 6250000 bytes

conformed 0 bytes; actions:
transmit

exceeded 0 bytes; actions:
drop

conformed 0000 bps, exceed 0000 bps
Class-map: class-default (match-any)
10000000 packets
Match: any
police:

cir 20 %
cir 200000000 bps, bc 6250000 bytes

conformed 174304448 bytes; actions:
transmit

exceeded 465695552 bytes; actions:
drop

conformed 4287000 bps, exceed 11492000 bps

___________________
例 次に、インターフェイスに付加されている入出力サービスポリシーの統計情報および設定を表示

する例を示します。

Router# show policy-map interface GigabitEthernet 1/2/0

Load for five secs: 1%/0%; one minute: 1%; five minutes: 1%
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Time source is hardware calendar, *23:02:40.857 pst Thu Mar 3 2011

GigabitEthernet1/2/0

Service-policy input: policy-in

Class-map: class-exp-0 (match-all)
6647740 packets, 9304674796 bytes
30 second offered rate 3234000 bps, drop rate 0 bps
Match: mpls experimental topmost 0
QoS Set
precedence 3
Packets marked 6647740

Class-map: class-default (match-any)
1386487 packets, 1903797872 bytes
30 second offered rate 658000 bps, drop rate 0 bps
Match: any

Service-policy output: policy-out

Class-map: class-pre-1 (match-all)
2041355 packets, 2857897000 bytes
30 second offered rate 986000 bps, drop rate 0 bps

Match: ip precedence 1
QoS Set
mpls experimental topmost 1
Packets marked 2041355

Class-map: class-default (match-any)
6129975 packets, 8575183331 bytes
30 second offered rate 2960000 bps, drop rate 0 bps
Match: any

下の表で、この出力で表示される重要なフィールドについて説明しています。

表 45：show policy-map interface のフィールドの説明：Cisco Catalyst 4000 シリーズルータ

説明フィールド

トラフィッククラスを表示します。ポリシー

に設定されている各クラスに対して出力が表示

されます。クラス一致の実装の選択

（match-all、match-anyなど）もトラフィック
クラスの横に表示されます。

class-map

指定した比率に適合するパケットに実行される

アクションを表示します。アクションが実施さ

れたパケット数とバイト数も表示します。

conformed

特定のクラスに属するすべてのパケットに対す

るアクションを廃棄するパケットが設定されて

いることを示します。

drop

指定した比率を超えるパケットに実行されるア

クションを表示します。アクションが実施され

たパケット数とバイト数を表示します。

exceeded

トラフィックのクラスに指定された一致基準。match
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説明フィールド

表示されているトラフィックのクラスに属する

と確認されたパケット数（バイト単位でも表

示）。

packets, bytes

トラフィックポリシングをイネーブルにするた

めに policeコマンドが設定されていることを示
します。また、パケットのマーキングに使用さ

れる、指定されたCIR、認定バーストサイズ、
ピーク情報レート（PIR）、および、ピークバー
ストサイズも表示します。

police

QoSグループ（セット）が特定のクラスに設定
されていることを示します。

QoS Set

指定されたインターフェイスに適応されている

入力サービスポリシーの名前。

service-policy input

___________________
例 次に、疑似回線インターフェイス用に設定されたクラスマップを表示する例を示します。

Router# show policy-map interface pseudowire2
pseudowire2
Service-policy output: pw_brr

Class-map: prec1 (match-all)
0 packets, 0 bytes
30 second offered rate 0000 bps, drop rate 0000 bps
Match: ip precedence 1
Queueing
queue limit 4166 packets
(queue depth/total drops/no-buffer drops) 0/0/0
(pkts output/bytes output) 0/0
bandwidth remaining ratio 1

Class-map: prec2 (match-all)
0 packets, 0 bytes
30 second offered rate 0000 bps, drop rate 0000 bps
Match: ip precedence 2
Queueing
queue limit 4166 packets
(queue depth/total drops/no-buffer drops) 0/0/0
(pkts output/bytes output) 0/0
bandwidth remaining ratio 2

Class-map: prec3 (match-all)
0 packets, 0 bytes
30 second offered rate 0000 bps, drop rate 0000 bps
Match: ip precedence 3
Queueing
queue limit 4166 packets
(queue depth/total drops/no-buffer drops) 0/0/0
(pkts output/bytes output) 0/0
bandwidth remaining ratio 3

Class-map: class-default (match-any)
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0 packets, 0 bytes
30 second offered rate 0000 bps, drop rate 0000 bps
Match: any
Queueing
queue limit 4166 packets
(queue depth/total drops/no-buffer drops) 0/0/0
(pkts output/bytes output) 0/0
bandwidth remaining ratio 4

Device#

下の表で、この出力で表示される重要なフィールドについて説明しています。

表 46：show policy-map interface のフィールドの説明：疑似回線ポリシーマップ情報

説明フィールド

トラフィックキューイングに割り当てられる帯

域幅の割合を示します。

bandwidth

トラフィッククラスを表示します。ポリシー

に設定されている各クラスに対して出力が表示

されます。クラス一致の実装の選択

（match-all、match-anyなど）もトラフィック
クラスの横に表示されます。

Class-map

トラフィックのクラスに指定された一致基準。Match

表示されているトラフィックのクラスに属する

と確認されたパケット数（バイト単位でも表

示）。

packets, bytes

キューイングがイネーブルであることを示しま

す。

Queueing

ポリシーマップに設定されたクラスポリシー

用にキューが保持できる最大パケット数。

queue limit

指定されたインターフェイスに適応されている

出力サービスポリシーの名前。

service-policy output

___________________
関連コマンド

説明コマンド

未使用の帯域幅の量を計算して、輻輳時に

キューに割り当てるために、クラスキューおよ

びサブインターフェイスレベルキューの帯域幅

残量割合を指定します。

bandwidth remaining ratio
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説明コマンド

指定したクラスへのパケットのマッチングに使

用するクラスマップを作成します。

class-map

特定のクラスに RTPまたは TCP IPヘッダー圧
縮を設定します。

compression header ip

特定のクラスに属するパケットを廃棄するトラ

フィッククラスを設定します。

drop

クラスマップの一致基準としてフレームリレー

DLCI番号を指定します。
match fr-dlci

IPヘッダーのレイヤ 3パケットの長さをクラス
マップ内の一致条件として指定します。

match packet length（クラスマップ）

トラフィックポリシングを設定します。police

インターフェイスで利用可能な帯域幅の割合に

基づいてトラフィックポリシングを設定しま

す。

police（パーセント）

2レート、CIRおよびPIRを使用してトラフィッ
クポリシングを設定します。

police（2レート）

1つ以上のインターフェイスに対応付けること
ができるポリシーマップを作成または修正し、

サービスポリシーを指定します。

policy-map

トラフィッククラスには、低遅延動作が指定さ

れなければならないことを指定し、複数のプラ

イオリティキューを設定します。

priority

ECNをイネーブルにします。random-detect ecn

インターフェイスで使用可能な帯域幅の割合

（%）に基づいて、平均レートトラフィック
シェーピングとピークレートトラフィック

シェーピングを指定します。

shape（パーセント）

すべてのクラスマップおよびその一致基準を表

示します。

show class-map

フレームリレーインターフェイス対応 PVCに
関する統計情報を表示します。

show frame-relay pvc
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説明コマンド

ルータまたはアクセスサーバ上に設定されてい

るすべてのインターフェイスの統計情報を表示

します。

show interfaces

MLS QoS情報を表示します。show mls qos

指定されたサービスポリシーマップに対する

すべてのクラスの設定、または、すべての既存

ポリシーマップに対するすべてのクラスの設定

を表示します。

show policy-map

指定されたポリシーマップの指定されたクラス

の設定を表示します。

show policy-map class

指定されたテーブルマップまたはすべてのテー

ブルマップの設定を表示します。

show table-map

1つの packet-marking値を別の値にマッピング
および変換するための、マッピングテーブルを

作成します。

table-map（値マッピング）
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show queue

Cisco IOS XE Release 2.6、Cisco IOS Release 15.0(1)S、Cisco IOS Release 15.1(3)T以降、show
queueコマンドは非表示です。このコマンドは、Cisco IOSソフトウェアでも使用できますが、
CLI対話型ヘルプは、コマンドラインに疑問符を入力して表示しようとしても表示されませ
ん。このコマンドは、将来のリリースで完全に廃止されます。これは、適切な交換用コマン

ド（または一連のコマンド）を使用する必要があることを意味します。詳細（交換用コマン

ドのリストを含む）については、『Cisco IOS XEQuality of Service Solutions ConfigurationGuide』
の「Legacy QoS Command Deprecation」機能マニュアルまたは『Cisco IOS Quality of Service
Solutions Configuration Guide』の「Legacy QoS Command Deprecation」機能マニュアルを参照し
てください。

（注）

Cisco IOS XE Release 3.2S以降、show queueコマンドはモジュラ QoS CLI（MQC）コマンド
（または一連のMQCコマンド）で置き換えられます。適切な交換用コマンド（または一連の
コマンド）については、『Cisco IOSXEQuality of Service SolutionsConfigurationGuide』の「Legacy
QoS Command Deprecation」機能マニュアルを参照してください。

（注）

特定のインターフェイスまたは仮想回線（VC）のキュー内部のパケットのコンテンツを表示する
には、show queueコマンドをユーザ EXECモードまたは特権 EXECモードで使用します。

show queue interface-name interface-number [queue-number][ vc vpi/ vci]

___________________
構文の説明

インターフェイスの名前。interface-name

インターフェイスの番号。interface-number

（任意）キューの番号。キューの番号は 1～16
の数字です。

queue-number

（任意）ATMインターフェイスの場合にだけ、
指定された相手先固定接続（PVC）の均等化
キューイング設定を表示します。名前には最大

16文字の長さを使用できます。

vc
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（任意）この PVCのATMネットワーク仮想パ
ス識別子（VPI）。「/」と vpi値がない場合、
vpi値のデフォルトは 0です。

Cisco 7200および Cisco 7500シリーズルータで
は、この値範囲は 0～255です。

vpiおよび vci引数は両方を 0に設定できませ
ん。一方が 0の場合、もう一方は 0にできませ
ん。

この値が省略されたときは、指定された ATM
インターフェイスまたはサブインスタンスのす

べての VCの情報が表示されます。

vpi /

（任意）この PVCの ATMネットワーク仮想
チャネル識別子（VCI）。この値は 0～1の範
囲で、atmvc-per-vpコマンドによってこのイン
ターフェイスに対して設定された最大値未満で

す。一般的に、0～ 31の低いほうの値は、特
定のトラフィック（F4Operation, Administration,
and Maintenance（OAM）、相手先選択接続
（SVC）シグナリング、統合ローカルマネジメ
ントインターフェイス（ILMI）など）のため
に予約されており、使用できません。

VCIは、ATMセルのヘッダーの 16ビット
フィールドです。VCI値はローカルにだけ意味
があるため、単一リンク上でだけ一意であり、

ATMネットワーク全体では一意ではありませ
ん。

vpiおよび vci引数は両方を 0に設定できませ
ん。一方が 0の場合、もう一方は 0にできませ
ん。

vci

___________________
コマンドモード ユーザ EXEC（>）特権 EXEC（#）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。10.2

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA
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変更内容リリース

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされま
す。このトレインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、
フィーチャセット、プラットフォーム、およびプラットフォームハー

ドウェアによって異なります。

12.2SX

このコマンドがCisco IOS Release 12.4(20)Tに統合されましたが、階層
型キューイングフレームワーク（HQF）はサポートされていません。
詳細については、「使用上のガイドライン」を参照してください。

12.4(20)T

このコマンドが変更されました。このコマンドは非表示です。Cisco IOS XE Release 2.6

このコマンドが変更されました。このコマンドは非表示です。15.0(1)S

このコマンドが変更されました。このコマンドは非表示です。15.1(3)T

このコマンドはMQCコマンド（または一連のMQCコマンド）によっ
て置き換えられました。

Cisco IOS XE Release 3.2S

___________________
使用上のガイドライン このコマンドは、特定のインターフェイスまたは VCのキュー内部のパケットのコンテンツを表

示します。

このコマンドは、VIP DistributedWeighted Random Early DetectionWRED（DWRED）をサポートし
ません。 vcキーワードおよび show queueコマンド引数を使用すると、VC単位のキューイング
をサポートする拡張 ATMポートアダプタ（PA-A3）のみの PVCに対する出力を表示することが
できます。

このコマンドは HQFをサポートしません。 HQF情報および統計情報を収集するには、show
policy-mapコマンドと show policy-map interfaceコマンドを使用します。

___________________
例 次に、showqueueコマンドが入力され、重み付け均等化キューイング（WFQ）、WRED、または

フローベースのWREDが設定された場合の出力例を示します。

___________________
例 次に、atm2/0.33 ATMサブインターフェイスでの PVCに関する show queueコマンドの出力例を示

します。このインターフェイスでは 2件の会話がアクティブです。WFQでは、両方のデータス
トリームは、メッセージがパイプラインに含まれている間、インターフェイス上で同じ帯域幅を

受信します。

Router# show queue
atm2/0.33 vc 33
Interface ATM2/0.33 VC 0/33
Queueing strategy: weighted fair
Total output drops per VC: 18149
Output queue: 57/512/64/18149 (size/max total/threshold/drops)
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Conversations 2/2/256 (active/max active/max total)
Reserved Conversations 3/3 (allocated/max allocated)

(depth/weight/discards/tail drops/interleaves) 29/4096/7908/0/0
Conversation 264, linktype: ip, length: 254
source: 10.1.1.1, destination: 10.0.2.20, id: 0x0000, ttl: 59,
TOS: 0 prot: 17, source port 1, destination port 1
(depth/weight/discards/tail drops/interleaves) 28/4096/10369/0/0
Conversation 265, linktype: ip, length: 254
source: 10.1.1.1, destination: 10.0.2.20, id: 0x0000, ttl: 59,
TOS: 32 prot: 17, source port 1, destination port 2

下の表で、この出力で表示される重要なフィールドについて説明しています。

表 47：WFQ の show queue のフィールドの説明

説明フィールド

このインターフェイスでアクティブなキューイ

ングのタイプ。

Queueing strategy

出力パケットドロップの総計。Total output drops per VC

出力キューサイズ（パケット単位）。maxtotal
ですべてのWFQフローの集約キューサイズを
定義します。 thresholdは、各会話の個々の
キューサイズです。 dropsはWFQのすべての
会話からドロップされたパケットです。

Output queue

WFQ会話番号。会話のキューが空の場合、会
話は非アクティブになるか、タイムアウトにな

ります。WFQの各トラフィックフローは
キューに基づき、会話によって表されます。

max activeは、キューイング機能が設定されて
から発生したアクティブな会話の数です。max
totalは、同時に許可される会話の数です。

Conversations

bandwidthコマンドで設計されたクラスベース
の重み付け均等化キューイング（CBWFQ）や
リソース予約プロトコル（RSVP）フローなど
の、WFQでキャプチャされないトラフィック
フローには、予約会話によって表されている別

のキューがあります。 allocatedは予約会話の現
在の数です。max allocatedは、発生している割
り当て済みの予約会話の最大数です。

Reserved Conversations

会話のキューの深さ（パケット単位）。depth

WFQで使用される重み。weight

会話のキューからドロップされるパケットの

数。

discards
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説明フィールド

キューがいっぱいになった場合に会話からド

ロップされるパケットの数。

tail drops

インターリーブされたパケットの数。interleaves

プロトコル名。linktype

パケット長。length

発信元の IPアドレス。source

宛先の IPアドレス。destination

パケット ID。id

存続可能時間カウント。ttl

IPタイプオブサービス。TOS

レイヤ 4プロトコル番号。prot

___________________
例 次に、フローベースのWREDが設定されたシリアルインターフェイス1用に作成されたshowqueue

コマンドの出力例を示します。この出力では、キューの各パケットに関する情報を示します。

データは、番号別のパケット、パケットが属するフローベースのキュー、使用されるプロトコル

などを特定します。

Router# show queue Serial1
Output queue for Serial1 is 2/0

Packet 1, flow id:160, linktype:ip, length:118, flags:0x88
source:10.1.3.4, destination:10.1.2.2, id:0x0000, ttl:59,
TOS:32 prot:17, source port 1, destination port 515
data:0x0001 0x0203 0x0405 0x0607 0x0809 0x0A0B 0x0C0D

0x0E0F 0x1011 0x1213 0x1415 0x1617 0x1819 0x1A1B

Packet 2, flow id:161, linktype:ip, length:118, flags:0x88
source:10.1.3.5, destination:10.1.2.2, id:0x0000, ttl:59,
TOS:64 prot:17, source port 1, destination port 515
data:0x0001 0x0203 0x0405 0x0607 0x0809 0x0A0B 0x0C0D

0x0E0F 0x1011 0x1213 0x1415 0x1617 0x1819 0x1A1B

下の表で、この出力で表示される重要なフィールドについて説明しています。

表 48：フローベースの WRED の show queue のフィールドの説明

説明フィールド

パケット番号。Packet
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説明フィールド

フローベースのWREDの数。flow id

プロトコル名。linktype

パケット長。length

内部バージョン固有のフラグ。flags

発信元の IPアドレス。source

宛先の IPアドレス。destination

パケット ID。id

存続可能時間カウント。ttl

レイヤ 4プロトコル番号。prot

パケットデータ。data

___________________
例 次に、WREDが設定されたシリアルインターフェイス 3用に作成された showqueueコマンドの出

力例を示します。 24パケットのうち 2パケットのみを示すために、出力を省略しました。

Router# show queue Serial3
Output queue for Serial3 is 24/0

Packet 1, linktype:ip, length:118, flags:0x88
source:10.1.3.25, destination:10.1.2.2, id:0x0000, ttl:59,
TOS:192 prot:17, source port 1, destination port 515
data:0x0001 0x0203 0x0405 0x0607 0x0809 0x0A0B 0x0C0D

0x0E0F 0x1011 0x1213 0x1415 0x1617 0x1819 0x1A1B

Packet 2, linktype:ip, length:118, flags:0x88
source:10.1.3.26, destination:10.1.2.2, id:0x0000, ttl:59,
TOS:224 prot:17, source port 1, destination port 515
data:0x0001 0x0203 0x0405 0x0607 0x0809 0x0A0B 0x0C0D

0x0E0F 0x1011 0x1213 0x1415 0x1617 0x1819 0x1A1B

___________________
関連コマンド

説明コマンド

VPI単位にサポートするVCIの最大数を設定し
ます。

atm vc-per-vp

インターフェイスにカスタムキューリストを

割り当てます。

custom-queue-list
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説明コマンド

デフォルトクラスポリシーの一部として

class-defaultクラスで使用するために予約するダ
イナミックキューの数を指定します。

fair-queue（class-default）

インターフェイスに対してWFQをイネーブル
にします。

fair-queue（WFQ）

インターフェイスに指定されたプライオリティ

リストを割り当てます。

priority-group

WREDまたはDWREDをイネーブルにします。random-detect（インターフェイス）

フローベースWREDをイネーブルにします。random-detect flow

VIPベースのインターフェイスのWFQについ
て、情報と統計情報を表示します。

show frame-relay pvc

すべてまたは選択した設定済みキューイング戦

略を表示します。

show queueing
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show queueing

Cisco IOS XE Release 2.6、Cisco IOS Release 15.0(1)S、Cisco IOS Release 15.1(3)T以降、
showqueueingコマンドは非表示です。このコマンドは、Cisco IOSソフトウェアでも使用でき
ますが、CLI対話型ヘルプは、コマンドラインに疑問符を入力して表示しようとしても表示さ
れません。このコマンドは、将来のリリースで完全に廃止されます。これは、適切な交換用

コマンド（または一連のコマンド）を使用する必要があることを意味します。詳細（交換用

コマンドのリストを含む）については、『Cisco IOS XE Quality of Service Solutions Configuration
Guide』の「Legacy QoS Command Deprecation」機能マニュアルまたは『Cisco IOS Quality of
Service Solutions Configuration Guide』の「Legacy QoS Command Deprecation」機能マニュアルを
参照してください。

（注）

Cisco IOS XE Release 3.2S以降、showqueueingコマンドはモジュラ QoS CLI（MQC）コマンド
（または一連のMQCコマンド）で置き換えられます。適切な交換用コマンド（または一連の
コマンド）については、『Cisco IOSXEQuality of Service SolutionsConfigurationGuide』の「Legacy
QoS Command Deprecation」機能マニュアルを参照してください。

（注）

すべてまたは選択した設定済みキューイング戦略を表示するには、ユーザ EXECモードまたは特
権 EXECモードで showqueueingコマンドを使用します。

show queueing [custom| fair| priority| random-detect [interface atm-subinterface [vc [[ vpi ] vci]]]]

___________________
構文の説明

（任意）カスタムキューイングのリスト設定の

ステータス。

custom

（任意）均等化キューイング設定のステータ

ス。

fair

（任意）プライオリティキューイングのリスト

設定のステータス。

priority

（任意）フローベースのWRED設定を含む、
Weighted Random Early Detection（WRED）およ
び分散WRED（DWRED）設定のステータス。

random-detect

（任意）指定された ATMサブインターフェイ
スでイネーブルにしたすべての仮想回線（VC）
のWREDパラメータを表示します。

interface atm-subinterface
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（任意）特定のVCに関連付けられたWREDパ
ラメータを表示します。必要に応じて、仮想パ

ス ID（VPI）値と仮想回線 ID（VCI）値の両方
とも、あるいは VCI値のみを指定できます。

vc

（任意）VPIを指定します。 vpi引数を省略し
た場合、相手先固定接続（PVC）を見つけるた
めの VPI値として 0が使用されます。 vpi引数
が指定されている場合、/区切り文字が必要で
す。

vpi /

（任意）VCIを指定します。vci

___________________
コマンドデフォルト オプションのキーワードを指定しないと、このコマンドはすべてのインターフェイスの設定を示

します。

___________________
コマンドモード ユーザ EXEC（>）特権 EXEC（#）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。10.3

このコマンドが Cisco IOS Release 12.0(4)Tに統合されました。 red
キーワードは random-detectに変わりました。

12.0(4)T

このコマンドが変更されました。このコマンドは、フレームリレー

PVCインターフェイスプライオリティキューイング（FR PIPQ）機
能に関する情報が含まれるように変更されました。

12.1(2)T

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2(2)Tに統合されました。12.2(2)T

このコマンドが Cisco IOS Release 12.0(24)Sに統合されました。12.0(24)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(14)Sに統合されました。12.2(14)S

このコマンドが、Cisco IOSRelease 12.2(18)SXF2に統合されました。12.2(18)SXF2

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドが変更されました。このコマンドは非表示です。Cisco IOS XE Release 2.6
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変更内容リリース

このコマンドが変更されました。このコマンドは非表示です。15.0(1)S

このコマンドが変更されました。このコマンドは非表示です。15.1(3)T

このコマンドはMQCコマンド（または一連のMQCコマンド）に
よって置き換えられました。

Cisco IOS XE Release 3.2S

___________________
使用上のガイドライン このコマンドは HQFをサポートしません。 HQF情報および統計情報を収集するには、show

policy-mapコマンドと show policy-map interfaceコマンドを使用します。

___________________
例 ここでは、showqueueingコマンドのサンプル出力を示します。使用されるインターフェイスまた

はプラットフォーム、および、イネーブルにされたオプションによって、表示される出力は次の

例と若干異なります。

___________________
例 次の出力例は、FRPIPQ（「DLCIプライオリティキュー」と呼ばれる）がシリアルインターフェ

イス 0に設定されていることを示します。出力には、4個のデータリンク接続識別子（DLCI）の
プライオリティキューのサイズも示されます。

Router# show queueing
Current fair queue configuration:
Interface Discard Dynamic Reserved

threshold queue count queue count
Serial3/1 64 256 0
Serial3/3 64 256 0

Current DLCI priority queue configuration:
Interface High Medium Normal Low

limit limit limit limit
Serial0 20 40 60 80

Current priority queue configuration:
List Queue Args
1 low protocol ipx
1 normal protocol vines
1 normal protocol appletalk
1 normal protocol ip
1 normal protocol decnet
1 normal protocol decnet_node
1 normal protocol decnet_rout
1 normal protocol decnet_rout
1 medium protocol xns
1 high protocol clns
1 normal protocol bridge
1 normal protocol arp
Current custom queue configuration:
Current random-detect configuration:

___________________
例 次に、showqueueingコマンドの出力例を示します。シリアルインターフェイス 0に 2個のアク

ティブな会話があります。重み付け均等化キューイング（WFQ）では、この両方の IPデータス
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トリームは、両方とも TCPを使用して、リモートプロシージャコール（RCP）データよりも多
くの FTPデータがキューにあっても、パイプラインにメッセージが含まれている間、インター
フェイスで同じ帯域幅を受信します。

Router# show queueing
Current fair queue configuration:
Interface Discard Dynamic Reserved

threshold queue count queue count
Serial0 64 256 0
Serial1 64 256 0
Serial2 64 256 0
Serial3 64 256 0

Current priority queue configuration:
List Queue Args
1 high protocol cdp
2 medium interface Ethernet1
Current custom queue configuration:
Current random-detect configuration:
Serial5
Queueing strategy:random early detection (WRED)
Exp-weight-constant:9 (1/512)
Mean queue depth:40
Class Random Tail Minimum Maximum Mark

drop drop threshold threshold probability
0 1401 9066 20 40 1/10
1 0 0 22 40 1/10
2 0 0 24 40 1/10
3 0 0 26 40 1/10
4 0 0 28 40 1/10
5 0 0 31 40 1/10
6 0 0 33 40 1/10
7 0 0 35 40 1/10
rsvp 0 0 37 40 1/10

___________________
例 次に、showqueueingcustomコマンドの出力例を示します。

Router# show queueing custom
Current custom queue configuration:
List Queue Args
3 10 default
3 3 interface Tunnel3
3 3 protocol ip
3 3 byte-count 444 limit 3

___________________
例 次に、showqueueingrandom-detectコマンドの出力例を示します。この出力は、フロー間の均等

なパケットドロップを保障するために、フローベースのWREDにインターフェイスが設定され
ていることを示します。 random-detectflowaverage-depth-factorコマンドは、このインターフェイ
スに対する 8のスケール係数を設定するために使用されました。スケール係数は、フローごとに
使用可能なバッファ数を位取りし、キューがパケットドロップの影響を受けやすくなる前に、各

アクティブフローの出力キューに保存できるパケット数を指定するために使用します。このイン

ターフェイスの最大フローカウントは、random-detectflowcountコマンドで 16に設定されまし
た。

Router# show queueing random-detect
Current random-detect configuration:
Serial1
Queueing strategy:random early detection (WRED)
Exp-weight-constant:9 (1/512)
Mean queue depth:29
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Max flow count:16 Average depth factor:8
Flows (active/max active/max):39/40/16

Class Random Tail Minimum Maximum Mark
drop drop threshold threshold probability

0 31 0 20 40 1/10
1 33 0 22 40 1/10
2 18 0 24 40 1/10
3 14 0 26 40 1/10
4 10 0 28 40 1/10
5 0 0 31 40 1/10
6 0 0 33 40 1/10
7 0 0 35 40 1/10
rsvp 0 0 37 40 1/10

___________________
例 次に、DWREDの showqueueingrandom-detectコマンドの出力例を示します。

Current random-detect configuration:
Serial1
Queueing strategy:random early detection (WRED)
Exp-weight-constant:9 (1/512)
Mean queue depth:29
Max flow count:16 Average depth factor:8
Flows (active/max active/max):39/40/16

Class Random Tail Minimum Maximum Mark
drop drop threshold threshold probability

0 31 0 20 40 1/10
1 33 0 22 40 1/10
2 18 0 24 40 1/10
3 14 0 26 40 1/10
4 10 0 28 40 1/10
5 0 0 31 40 1/10
6 0 0 33 40 1/10
7 0 0 35 40 1/10
rsvp 0 0 37 40 1/10

Current random-detect configuration:
FastEthernet2/0/0
Queueing strategy:fifo
Packet drop strategy:VIP-based random early detection (DWRED)
Exp-weight-constant:9 (1/512)
Mean queue depth:0
Queue size:0 Maximum available buffers:6308
Output packets:5 WRED drops:0 No buffer:0
Class Random Tail Minimum Maximum Mark Output

drop drop threshold threshold probability Packets
0 0 0 109 218 1/10 5
1 0 0 122 218 1/10 0
2 0 0 135 218 1/10 0
3 0 0 148 218 1/10 0
4 0 0 161 218 1/10 0
5 0 0 174 218 1/10 0
6 0 0 187 218 1/10 0
7 0 0 200 218 1/10 0

下の表で、この出力で表示される重要なフィールドについて説明しています。

表 49：show queueing のフィールドの説明

説明フィールド

各キューで許可されたメッセージの数。Discard threshold

ベストエフォートの会話に使用されるダイナ

ミックキューの数。

Dynamic queue count
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説明フィールド

予約された会話に使用する予約可能なキューの

数。

Reserved queue count

最大パケット数における高プライオリティの

DLCIキューのサイズ。
High limit

最大パケット数におけるミディアムプライオリ

ティの DLCIキューのサイズ。
Medium limit

最大パケット数における通常プライオリティの

DLCIキューのサイズ。
Normal limit

最大パケット数における低プライオリティの

DLCIキューのサイズ。
Low limit

カスタムキューイング：キュー番号のリスト。

プライオリティキューイング：プライオリティ

番号のリスト。

List

カスタムキューイング：キューの数。

プライオリティキューイング：プライオリティ

キューのレベル（high、medium、normal、ま
たは lowキーワード）。

Queue

そのキューの基準に一致するパケット。Args

指数加重係数。Exp-weight-constant

キューの深さの平均。インターフェイスの実際

のキューの深さおよび指数重み付け定数に基づ

いて計算されます。移動平均値です。最小し

きい値および最大しきい値と、この値とを比較

してドロップの是非を決定します。

Mean queue depth

IP Precedence値です。Class

キューの深さの平均が、指定された IP
Precedence値の最小しきい値と最大しきい値の
間である場合に、ランダムにドロップされたパ

ケット数。

Random drop

   QoS ソリューションコマンドリファレンス、Cisco IOS XE Release 3SE（Catalyst 3850 スイッチ）
228

P から V
show queueing



説明フィールド

キューの深さの平均が、指定された IPprecedence
値の最大しきい値を上回る場合に、ランダムに

ドロップされたパケット数（バイト単位でも表

示）。

Tail drop

パケット数のWRED最小しきい値。Minimum threshold

パケット数のWRED最大しきい値。Maximum threshold

平均キューの深さが最大しきい値の場合にド

ロップされたパケットの割合。

Mark probability

___________________
関連コマンド

説明コマンド

インターフェイスにカスタムキューリストを

割り当てます。

custom-queue-list

WREDパラメータグループの平均キューサイ
ズ計算のための指数加重係数を設定します。

exponential-weighting-constant

インターフェイスに対してWFQをイネーブル
にします。

fair-queue（WFQ）

FR PIPQ機能をイネーブルにします。frame-relay interface-queue priority

特定の IP Precedenceに対してWREDグループ
を設定します。

precedence（WREDグループ）

インターフェイスに指定されたプライオリティ

リストを割り当てます。

priority-group

特定のインターフェイスから着信するパケット

にキューイングの優先順位を設定します。

priority-list interface

各プライオリティキューで待機できるパケット

の最大数を指定します。

priority-list queue-limit

インターフェイスに着信するパケットにキュー

イングの優先順位を設定します。

queue-list interface

システムが特定のサイクル中に所定のキューか

ら送信できるバイト数を指定します。

queue-list queue byte-count
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説明コマンド

WREDまたはDWREDをイネーブルにします。random-detect（インターフェイス）

フローベースのWREDをイネーブルにしたと
きの平均深さ要因の決定で使用する乗数を設定

します。

random-detect flow average-depth-factor

フローベースWREDのフローカウントを設定
します。

random-detect flow count

シリアルインターフェイスに固有の統計情報を

表示します。

show interfaces

特定のインターフェイスまたは VCのキュー内
部のパケットのコンテンツを表示します。

show queue

インターフェイスまたは VCのキューイングの
統計情報を表示します。

show queueing interface
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show queueing interface
インターフェイスのキューイングの統計情報を表示するには、ユーザ EXECモードまたは特権
EXECモードで showqueueinginterfaceコマンドを使用します。

show queueing interface type number [vc [[ vpi/ ] vci]]

Catalyst 6500 Series Switches

show queueing interface {type number| null 0| vlan vlan-id} [detailed]

Cisco 7600 Series Routers

show queueing interface {type number| null 0| vlan vlan-id}

___________________
構文の説明

インターフェイスタイプとインターフェイス番

号。

Cisco 7600シリーズルータの場合、有効なイン
ターフェイスタイプは ethernet、fastethernet、
gigabitethernet、tengigabitethernet、pos、atm、
および ge-wanです。

Cisco 7600シリーズルータの場合、インター
フェイス番号は、モジュールおよびポート番号

です。詳細については、「使用上のガイドライ

ン」の項を参照してください。

type number

（任意）特定の仮想回線（VC）に関連付けら
れている重み付け均等化キューイング（WFQ）
パラメータおよびWeighted Random Early
Detection（WRED）パラメータを示します。必
要に応じて、仮想パス ID（VPI）値と仮想チャ
ネル ID（VCI）値の両方とも、あるいはVCI値
のみを指定できます。

vc

（任意）VPI。vpi引数を省略した場合、相手先
固定接続（PVC）を見つけるためのVPI値とし
て 0が使用されます。 vpi引数が指定されてい
る場合、/区切り文字が必要です。

vpi /

（任意）VCI。vci

（任意）ヌルインターフェイス番号を指定しま

す。有効値は 0だけです。
null 0
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VLAN ID番号を指定します。有効な値は 1～
4094です。

vlan vlan-id

（任意）ポリシークラスごとの詳細な統計情報

を表示します。

detailed

___________________
コマンドモード ユーザ EXEC（>）特権 EXEC（#）

Cisco 7600シリーズルータ

ユーザ EXEC (>)

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。11.1(22)CC

このコマンドがスーパーバイザエンジン720に実装されました。12.2(14)SX

このコマンドは Supervisor Engine 2に実装され、Cisco IOSRelease
12.2(17d)SXBに統合されました。

12.2(17d)SXB

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されまし
た。

12.2(33)SRA

detailedキーワードが追加されました。12.2(33)SXI

___________________
使用上のガイドライン Cisco 7600シリーズルータ

pos、atm、および ge-wanインターフェイスは、Supervisor Engine 2のみで設定される Cisco 7600
シリーズルータでサポートされます。

interfaceキーワードで使用される typenumber引数は、モジュール番号とポート番号を指定しま
す。有効値は、指定されたインターフェイスタイプ、および使用されるシャーシとモジュールに

よって異なります。たとえば、13スロットシャーシに 48ポート 10/100BASE-Tイーサネットモ
ジュールが搭載されている場合に、ギガビットイーサネットインターフェイスを指定すると、モ

ジュール番号の有効値は 1～13、ポート番号の有効値は 1～48になります。

showqueueinginterfaceコマンドは、ハードウェアにプログラミングされた絶対値を表示しません。
ハードウェアにプログラミングされた値を確認するには、showqm-spport-dataコマンドを使用し
ます。

Catalyst 6500シリーズスイッチ
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Cisco IOS Release 12.2(33) SXI以降のリリースでは、オプションの detailedキーワードを使用でき
ます。 showqueueinginterfacedetailedコマンド出力には次の情報が含まれます。

•最後の 30秒単位のカウンタが表示されます。

•最後の 5分間にわたり、ピーク時の 30秒単位のカウンタを表示します。

• 5分単位の平均レートおよびピーク bpsレートが表示されます。

•ピークレートは 10秒単位の解決時間で監視されます。 Cisco IOS Release 12.2(33)SXI以前の
リリースでは、30秒単位の解決時間で監視されていました。

___________________
例 次に、showqueueinginterfaceコマンドの出力例を示します。この例では、WREDが使用するキュー

イング戦略です。出力は、使用するキューイング戦略によって異なります。

Router# show queueing interface atm 2/0
Interface ATM2/0 VC 201/201
Queueing strategy:random early detection (WRED)
Exp-weight-constant:9 (1/512)
Mean queue depth:49
Total output drops per VC:759
Class Random Tail Minimum Maximum Mark

drop drop threshold threshold probability
0 165 26 30 50 1/10
1 167 12 32 50 1/10
2 173 14 34 50 1/10
3 177 25 36 50 1/10
4 0 0 38 50 1/10
5 0 0 40 50 1/10
6 0 0 42 50 1/10
7 0 0 44 50 1/10
rsvp 0 0 46 50 1/10

下の表で、この出力で表示される重要なフィールドについて説明しています。

表 50：show queueing interface のフィールドの説明

説明フィールド

使用するキューイング戦略の名前（WREDな
ど）。

Queueing strategy

指数加重定数。WREDパラメータグループの
ために平均キューサイズの計算に使用される指

数。

Exp-weight-constant

インターフェイスの実際のキューの深さおよび

指数重み付け定数に基づいたキューの深さの平

均。これは、変動する平均です。最小しきい

値および最大しきい値と、この値とを比較して

ドロップの是非を決定します。

Mean queue depth

IP precedenceレベル。Class
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説明フィールド

キューの深さの平均が、指定された IP
Precedence値の最小しきい値と最大しきい値の
間である場合に、ランダムにドロップされたパ

ケット数。

Random drop

キューの深さの平均が、指定された IPprecedence
レベルの最大しきい値を上回る場合に、ランダ

ムにドロップされたパケット数（バイト単位で

も表示）。

Tail drop

WRED最小しきい値（パケット単位）。Minimum threshold

WRED最大しきい値（パケット単位）。Maximum threshold

平均キューの深さが最大しきい値の場合にド

ロップされたパケットの割合。

Mark probability

次に、Cisco IOS Release 12.2(33)SXI以降のリリースの、showqueueinginterfaceコマンドの出力例
を示します。

Router# show queueing interface gigabitethernet 3/27 detailed

.

.

.
Packets dropped on Transmit:
BPDU packets: 0
queue Total pkts 30-s pkts / peak 5 min average/peak pps [cos-map]

----------------------------------------------------------------------------
1 443340 55523 / 66671 3334 / 44455 [0 1 ]
1 7778888 555555 / 666666 233333 / 340000 [2 3 ]
2 0 0 / 0 0 / 0 [4 5 ]
2 0 0 / 0 0 / 0 [6 7 ]

.

.

.

次の表で、detailedキーワードを入力した場合に追加された重要なフィールドについて説明しま
す。

表 51：show queueing interface detailed のフィールドの説明

説明フィールド

送信でドロップされたパケットに関する情報を

表示します。

Packets dropped on Transmit

ブリッジプロトコルデータユニット（BPDU）
パケットの数。

BPDU packets
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説明フィールド

キュー番号。queue

最後の 30秒単位のカウンタが表示されます。Total pkts

最後の 5分間にわたり、ピーク時の 30秒単位
のカウンタを表示します。

30-s pkts / peak

5分単位の平均レートおよびピークレート（パ
ケット/秒）（pps）が表示されます。

5 min average/peak pps

サービスクラス（CoS）マップ。cos-map

___________________
関連コマンド

インターフェイスにカスタムキューリストを

割り当てます。

custom-queue-list

デフォルトクラスポリシーの一部として

class-defaultクラスで使用するために予約するダ
イナミックキューの数を指定します。

fair-queue（class-default）

インターフェイスに対してWFQをイネーブル
にします。

fair-queue（WFQ）

インターフェイスに指定されたプライオリティ

リストを割り当てます。

priority-group

フローベースWREDをイネーブルにします。random-detect flow

WREDまたはDWREDをイネーブルにします。random-detect（インターフェイス）

per-VC WREDまたは per-VC DWREDをイネー
ブルにします。

random-detect（per VC）

VIPベースのインターフェイスのWFQについ
て、情報と統計情報を表示します。

show frame-relay pvc

指定されたインターフェイスのすべてのサービ

スポリシーに対して設定されている、全クラス

の設定を表示するか、または、インターフェイ

ス上の特定の PVCに対するサービスポリシー
のクラスを表示します。

show policy-map interface
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QoSマネージャスイッチプロセッサに関する
情報を表示します。

show qm-sp port-data

すべてまたは選択した設定済みキューイング戦

略を表示します。

show queueing
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vbr-nrt
ATM相手先固定チャネル（PVC）、PVC範囲、相手先選択接続（SVC）、VCクラス、または、
VCバンドルメンバーの可変ビットレート非リアルタイム（VBR-NRT）Quality of Service（QoS）
を設定し、出力ピークセルレート（PCR）、出力平均セルレート（SCR）、および、出力最大
バーストセルサイズを指定するには、該当するコマンドモードでvbr-nrtコマンドを使用します。
VBR-NRTパラメータを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

vbr-nrt output-pcr output-scr output-maxburstsize [ input-pcr ] [ input-scr ] [ input-maxburstsize ]

no vbr-nrt output-pcr output-scr output-maxburstsize [ input-pcr ] [ input-scr ] [ input-maxburstsize ]

Cisco 10000 Series Router

vbr-nrt output-pcr output-scr output-maxburstsize

no vbr-nrt output-pcr output-scr output-maxburstsize

___________________
構文の説明

出力 PCR（単位：キロバイト/秒（kbps））output-pcr

kbps単位の出力 SCRoutput-scr

出力最大バーストセルサイズ（セルの数で示

される）。

output-maxburstsize

（SVCの場合だけの任意）kbps単位の入力
PCR。

input-pcr

（SVCの場合だけの任意）kbps単位の入力
SCR。

input-scr

（SVCの場合だけの任意）入力最大バースト
セルサイズ（セルの数で示される）。

input-maxburstsize

___________________
コマンドデフォルト 物理インターフェイスの最大ラインレートでの未指定ビットレート（UBR）QoSがデフォルトで

す。

___________________
コマンドモード ATM PVC-in-rangeコンフィギュレーション（PVC範囲内の個々の PVCの場合）ATM PVC範囲コ

ンフィギュレーション（ATM PVC範囲の場合）ATM PVPコンフィギュレーション Bundle-vcコ
ンフィギュレーション（ATM VCバンドルメンバーの場合）Interface-ATM-VCコンフィギュレー
ション（ATM PVCまたは SVCの場合）VC-classコンフィギュレーション（VCクラスの場合）
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___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。11.3T

このコマンドは、ATMバンドルメンバーおよび VCバンドルメンバー
に対する、BR-NRT QoSの設定、および、出力 PCR、出力 SCR、およ
び、出力最大バーストセルサイズの指定をサポートするために拡張さ

れました。

12.0(3)T

このコマンドが Cisco IOS Release 12.0(25)SXに統合され、Cisco 10000シ
リーズルータに実装されました。

12.0(25)SX

このコマンドが、PVC範囲コンフィギュレーションモードおよび
PVC-in-rangeコンフィギュレーションモードで使用できるようになりま
した。

12.1(5)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2(31)SB2に統合されました。12.2(31)SB2

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされま
す。このトレインの特定の12.2SXリリースにおけるサポートは、フィー
チャセット、プラットフォーム、およびプラットフォームハードウェ

アによって異なります。

12.2SX

このコマンドが、ATM PVPコンフィギュレーションモードで使用でき
るようになりました。

Cisco IOS XE Release
2.3

___________________
使用上のガイドライン ubr、ubr+、または vbr-nrtコマンドを使用して QoSパラメータを設定します。最後に入力した

コマンドが、該当する PVCまたは SVCに適用されます。

ATM PVCまたは SVC上で、vbr-nrtコマンドが明示的に設定されない場合、VCは次のデフォル
ト設定を継承します（優先順位の順にリストされています）。

• PVCまたは SVC自身に割り当てられた VCクラスの任意の QoSコマンド（ubr、ubr+、ま
たは vbr-nrt）の設定

• PVCの ATMサブインターフェイスまたは SVCの ATMサブインターフェイスに割り当てら
れた VCクラスの任意の QoSコマンド（ubr、ubr+、または vbr-nrt）の設定

• PVCの ATMメインインターフェイスまたは SVCの ATMメインインターフェイスに割り当
てられた VCクラスの任意の QoSコマンド（ubr、ubr+、または vbr-nrt）の設定

•グローバルデフォルト：PVCまたは SVCの最大ラインレートの UBR QoS
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このコマンドをVC-classコンフィギュレーションモードで使用するには、vc-classatmグローバル
コンフィギュレーションコマンドを入力してから vbr-nrtコマンドを入力します。コマンドを含
むVCクラスがスタンドアロンVC（バンドルメンバーではないVC）に付加されている場合、こ
のコマンドは効果がありません。

このコマンドを bundle-VCコンフィギュレーションモードで使用するには、pvc-bundleコンフィ
ギュレーションコマンドを入力し、VCをバンドルメンバーとして追加します。

VCバンドルの VCは、次の設定継承規則に従います（優先順位の順にリストされています）。

• bundle-VCモードの VC設定

•バンドルモードのバンドル設定（および、割り当てられたVC-classコンフィギュレーション
の影響）

•サブインターフェイスモードのサブインターフェイス設定

Cisco 10000シリーズルータ

入力 PCR、入力 SCR、入力最大バーストサイズ（MBS）はサポートされません。

Cisco IOSRelease 12.2(31)SB2以降のリリースでは、出力PCRと出力SCRに同じ値を設定すると、
Cisco IOSソフトウェアで最大バーストセルサイズ 1を使用できるようになりました。次に例を
示します。

Cisco IOS Release 12.2(31)SB2以前

interface ATM2/0/0.81801 point-to-point
bandwidth 11760
pvc 81/801
vbr-nrt 11760 11760 32
encapsulation aal5snap
protocol pppoe

Cisco IOS Release 12.2(31)SB2以降のリリース

interface ATM2/0/0.81801 point-to-point
bandwidth 11760
pvc 81/801
vbr-nrt 11760 11760 1
encapsulation aal5snap
protocol pppoe

___________________
例 次の例では、ATM PVCの出力 PCRに 100,000 kbpsを、出力 SCRに 50,000 kbpsを、出力MBSに

64を指定しています。

pvc 1/32
vbr-nrt 100000 50000 64

次の例では、ATM SVCのVBR-NRT出力パラメータ、および入力パラメータを指定しています。

svc atm-svc1 nsap 47.0091.81.000000.0040.0B0A.2501.ABC1.3333.3333.05
vbr-nrt 10000 5000 32 20000 10000 64
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

ABR QoSを選択し、ATM PVCまたは仮想回線
クラスに出力ピークセルレートと出力最小保

証セルレートを設定します。

abr

VCクラスは、ATM VCクラス、PVC、SVC、
VCバンドルのブロードキャストパケットの重
複と送信を設定します。

broadcast

仮想回線バンドルに割り当てることができる仮

想回線クラスのバンピングルールを設定しま

す。

bump

バンドルを作成し、バンドルコンフィギュレー

ションモードを開始するように既存のバンドル

を変更します。

bundle

VCクラスを ATMメインインターフェイスま
たはサブインターフェイスに割り当てます。

class-int

VCクラスを ATM PVC、SVC、または VCバン
ドルメンバーに割り当てます。

class-vc

インターフェイスで使用するカプセル化方式を

設定します。

encapsulation

ATM PVC、VCクラス、または VCバンドルの
Inverse ARP期間を設定します。

inarp

仮想回線バンドルに適用できる仮想回線クラス

用のエンドツーエンド F5 OAMループバック
セルの生成および OAM管理をイネーブルにし
ます。

oam-bundle

ATM PVC、SVC、VCクラス、または VCバン
ドルの OAM管理に関連するパラメータを設定
します。

oam retry

仮想回線バンドルに割り当てられ、そのバンド

ルのすべての仮想回線メンバーに適用できる仮

想回線クラスに precedenceレベルを設定しま
す。

Precedence
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説明コマンド

保護グループまたは保護仮想回線ステータスを

使用して、仮想回線バンドルメンバーに、アプ

リケーションに対する仮想回線クラスを設定し

ます。

protect

ATM PVC、SVC、VCクラス、または VCバン
ドルのスタティックマップを設定します。次

に、直接 PVC上、VCバンドル上、または VC
クラス内で Inverse ARPを設定することによっ
て、ATMPVCの InverseARPまたは InverseARP
ブロードキャストをイネーブルにします（IPお
よび IPXプロトコルだけに適用）。

protocol（ATM）

PVCをバンドルのメンバーとしてバンドルに追
加し、その PVCバンドルメンバーを設定する
ためにバンドル VCコンフィギュレーション
モードを開始します。

pvc-bundle

UBRQoSを設定し、ATMPVC、SVC、VCクラ
ス、またはVCバンドルメンバーの出力ピーク
セルレートを指定します。

ubr

UBRQoSを設定し、ATMPVC、SVC、VCクラ
ス、またはVCバンドルメンバーの出力ピーク
セルレートと出力最小保証セルレートを指定

します。

ubr+

ATM PVC、SVC、または ATMインターフェイ
ス用にVCクラスを作成し、vcクラスコンフィ
ギュレーションモードを開始します。

vc-class atm
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